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──あのころのぼくは、何も知らないただの子供だった。







　　幕間　雨と無知。

　　　intermezzo:rain with the heavy irony




　　　　♪




　灰はい色いろの雲がこの街を真っ白くつつむように降らせていた季節はずれの名残なごり雪ゆきは、雨に変わろうとしていた。

　といっても、道行く人々にとっては結局、さす傘かさはおんなじ。たいした変化はなかった。

　ただ、雪は音もなく降りつもっていたが、雨は、窓や屋根や、黒や赤や水みず色いろや緑みどりや透明やいろいろに咲く花のように開いた傘を打ち音を鳴らす。

　街は静かだった。




　ただ、静かだった。







「この自分の喋しやべる声も、歩く音も聞こえない静けさはいったいなんなんだろう？」

　と考えてみる余裕は、はっきりいってぜんぜんなかった。

　とにもかくにも、必死だった。

　雛ひな蕗ぶき慈じ恵人えつと──ジェット少年は、まだ夕方と呼ぼうか呼ぶまいか迷うような時間帯にもかかわらず、お先真っ暗（物理的に）状態をどうしようかと、目先の現象で（精神的に）いっぱいいっぱいだった。

　なにしろ、自分の部へ屋やでお風ふ呂ろ上がりに服を着ようとしていたのに、シャツを頭からかぶって顔を出したとたん、あたりが真っ暗になってしまった。

「暗っ!!　なに？　なに？　ど、どうなってんの!?」

　きょろきょろしても、きょどきょどしても、おろおろしても、やっぱり、

「く、暗いよっ！　なんでッッ!?」

　真っ暗というか、すべてが真っ黒に塗ぬりつぶされたみたいだ。

　自分の足もとも見えず、暗くら闇やみに引きずり込まれそうな感じを覚え、立っていられなくなる。

　膝ひざから崩れて四つんばいになってみても、まだ、身体からだがずぶずぶと闇に沈んでいくような感じがした。

　どうして？

　なんで、ここ、ぼくの部屋じゃなかったっっっ!?

　どうなってるの？

　つい数分前まで、じーちゃん──月げつ兎とのお風ふ呂ろタイムに付き合わされていて、ようやく解放された。それで、ご近所さんで幼おさな馴な染じみのクラスメイト──束たば紗さ美み雨うがこたつにみかんでテレビを見ているだろう居間に行こうとしてた。

　なのに、

「──ミーちゃん!?　じーちゃん!?」

　声を上げるが、響ひびかずに目の前に広がる闇やみの中に吸いこまれてしまった。

　さっきよりも闇が濃こくなった気がした。

　それだけで、不安がジェットの身体からだを支配してしまう。

　ジェットは、無む我が夢む中ちゆうで、ブンブンと首を振った。

「ま、負けないよ、ぼくっ！」

　ちょっと泣なき寸すんだったけど。

　ダメだ。

　弱気になっちゃダメだ。

　頼ってばっかりだもん。

　じーちゃんにも、ミーちゃんにも。

　がんばらなきゃ。

　がんばるんだ！

「………………っ」

　そう思うけれど、身体がいうことを聞いてくれない。

　闇の中に、身体ごと心まで沈んでいってしまうみたいになる。

　心が消えそうになる。

　──そんなとき、

　声がした。

　聞こえたというよりは、頭の中、心の中に直接鳴っている。

　聴きこえたんだ。




　──ジェット。




　ひどくなつかしく響ひびく。

　知らないはずなのに、知っているみたいに。




　──大丈夫よ、ジェット。




　心に鳴る、不ウ思イ議スなパやーさヴしオいイ声ス。

　それは、ジェットの不安をやわらげてくれた。

「だいじょうぶ。だいじょうぶ。だいじょうぶ……っ」

　ジェットは、何度も繰くり返し呟つぶやいた。

　そして、意い識しきして目を閉じて、深呼吸をした。

　大きく息を吸って、大きく息を吐はく。

　ジェットの心に、瞼まぶたの裏側に、月げつ兎とと美み雨うの笑え顔がおが浮かんでくる。

　今、うちの中にいるのは、このふたりだけ。

　姉の莉り々りは、高校の寮りように入ってる。（春休みには帰ってくるそう）

　母親の珠たま生きは、勤め先の出版社に行っているし、

　あと、父親は、

　父親の正まさ宗むねは……、少女まんが家で雛ひな蕗ぶき家けと同じ敷しき地ち内ないにある自分の仕事場スタジオに……いる。

「あ、いた！」

　──忘れていたでしょう？

　心に響ひびく声が言った。

「わ、忘れてた……ワケじゃなくもないワケでもないんだけどぉ……」

　──しょうがないですね。こういうところは、月兎くんに似ちゃったのか。

「え？　なに？　いま、なんか……？」

　──ううん。いいの。それより、

「うん………？」

　──いこう、ジェット。

「あ、うん！　……え？　いく？　どこに？」

　──助けにいくの、みんなを。

「ええ……っ!?　で、でも、ぼく、なにもできないよ……？」

　──どうして？　どうして、そう思うの？

「だって！　……だって、ぼく、じーちゃんやミーちゃんみたいな〝能力チカラ〟もないし」

　──だいじょうぶ。

「え？」

　──だいじょうぶ。ジェットだからできることもあるのよ。

「ぼくに、できること？」

　──ううん。今、ジェットにしかできないの。きっと。

「そうなの？」

　──そう。ジェット、立てる？

「立てる……かも……」

　あらためて、目を開いた。

　さっきより、闇やみが薄うすくなっている。

　目を凝こらせば、なんとなく闇の向こうが見える気がした。

　いや。

　それよりもなによりも。

　このやさしくてあったかくて知らないのに知っているなつかしい声が、心強かった。

　不ふ思し議ぎと安心できる。

　立ち上がる。

　もう、闇に引きずりこまれるような感じはなくなっていた。

　──ジェット、いこう。

「うん！」

　ジェットは、声に導みちびかれ、暗闇の中へ飛びこんでいく。

　何な故ぜか、写真でしか見たことのない祖そ母ぼ──晴はる歌かのことを思い出しながら。

　それは、まばゆい光の中、真っ白い天使のような姿をしていた。
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　　　　♪




　可愛かわいい朝が顔をのぞかせ、スズメの啼なく声といっしょにやってきた。

「おはよう。きみのための朝だよ」

　と、太陽が笑う。




　知らない縁えん側がわと知らない畳たたみの匂においでつつまれた部へ屋やを遮さえぎる障しよう子じから、朝あさ陽ひが漏もれ入ってくる。

〝彼女〟は、布ふ団とんの中でぼんやりと目を覚ました。

「…………知らない部屋だ……」

　つぶやく。ため息と呼吸がまじった。

「……あたりまえか。ここはもう、お屋う敷ちではないんですものね……」

　生まれ育った故郷を出て、彼女は、数日前、遠く離はなれた見知らぬこの街までやってきた。

　といっても、この数日はずっと寝たきりだった。

　もともと身体からだが弱く病弱な彼女。しかも、生まれて十八年間ほとんど住まいの屋や敷しきを出ることもなかったし、離れた場所に行くこともなかった。

　そんな彼女は、何日間かの無理と長旅の疲れのせいで、この街に、今彼女がいるこの家に到着するなり、倒れてしまった。

　彼女は、我われながら情けないと思ってしまった。

　こんなことくらいで。

　彼女がいた家、そしてその一族はこれからもっとたいへんだろう。

　そして、自分自身も……、

「……姫ひめ……？　起きてる？」

　障子の向こうに人ひと影かげが映り、声が聞こえた。

　彼女についていっしょにこの街までやってきた〝彼〟だ。

「はいっ」

　彼女が返事をすると、すーっと、申もうし訳わけ程度に障子が開いた。

　そこから、夕陽のように赫あかくなった髪の毛がのぞく。

「入っていい？　だいじょうぶ、……ですか？」

　ぎこちない言葉遣づかいで、彼が訊きいてきた。

「ええ、大丈夫です」

　言って、彼女は半身を起こそうとした。

　と、

「あ、姫ひめっ！　寝ていればいいから！」

　彼があわてて部へ屋やに入ってくると、彼女の布ふ団とんの傍かたわらに膝ひざを突いた。

「大丈夫ですよ。昨日きのうよりも、ずいぶん楽になりましたから」

　彼女が身体からだを起こすと、彼が背中に手を支えて手て伝つだってくれた。

「ありがとう」

　微笑ほほえむと、少し心配そうな顔をしていた彼にもうっすらと笑えみが浮かんだ。

　一安心した。というような感じだろう。

　それもそうか。

　故郷からこの街までやってくる間ずっと体たい調ちようを気にかけてくれた彼に、彼女は、

「大丈夫。ぜんぜんへっちゃらです」

　なんて、言っていた。

　本当は、ずいぶんと無理をしていた。

　そして、ずっと張りつめていた緊きん張ちようの糸が切れたように、この街につくなり寝込んでしまうことになった。

　たくさん彼に気をつかわせて、心配させてしまった。

　彼だって疲れているのに。

　心も身体も。

　家族を友達を仲間を故郷を失ってしまった彼。

　彼女が暮らしていた屋や敷しきにやってきたとき、彼は、生きる気力も『心』も失なくしてしまっていた。

　それから、なんとか前へ進むことができて、ようやく、新しい暮らしにもなれてきたというのに、──あの事件が起こった。

　今もまだ、彼女の心にも大きな爪つめ痕あとを残している。

「どうした、姫？」

　彼女がじっと自分の顔を見つめているその瞳ひとみに不安が映っていることに彼が気が付いた。

「ううん。なんでもありません」

「そうか？　無理すんなよ。姫は、すぐ我が慢まんするんだから……じゃなかった、ですから……」

「はい……、すみ……いえ」

　謝あやまるのはやめにしようと、言葉になりかけたそれを喉のどの奥に押し戻した。

　代わりに、にこり、と笑うことにする。

　彼は、それに安心したのか、

「ほらっ！　姫、外はいい天気だよ」

　立ち上がって、障しよう子じを開く。

　眩まぶしい太陽光線が、縁えん側がわからのぞく庭を照らし出していた。

「……綺き麗れいですね」

　彼女は、つぶやく。

　庭に植えられた手入れの行き届いていない背の低い木々や草花に付いた朝あさ露つゆが、陽ひに照らされて輝かがやいている。

　なんだか、ふと、故郷を思い出してしまった。

　まだ、数日しかたっていないはずなのに、なんて感傷的すぎるわたしだろう。

　彼女は、自分が情けなくなった。

　それでも、やはり思い出さずにはいられなかった。

　彼女の父親が、身体からだが弱く寝てばかりだった彼女に見せるために手を入れた、色彩豊かな花々が咲くあの箱はこ庭にわの景色けしきを。

　でも、ここはもう、違う。

　べつの場所。

　見知らぬ景色。

　見知らぬ箱庭。

　きっともう帰れない。

　帰らない。

　何もなかったけれど。

　想おもい出ではある。

　どうしようもなくさみしさがこみ上げてくる。

　この弱すぎる心は、さみしさばかりを感じてしまう。

　故郷で起こった争い。

『龍りゆうノ眼め』という神じん器ぎを巡めぐる一族の内乱。

　龍ノ眼を受け継ぐ宿命を持って生まれた彼女。

　しかし、彼女の身体は脆もろくて弱くて、病弱だった。長くは生きられない。

　そのことが、神器を巡る争いを激げき化かさせてしまった。

　そして、起こってしまった醜みにくい戦いの中心に彼女は立たされる。

　そこから、命を賭として救い出してくれたのは彼だった。

　だが、その代だい償しようは小さくはなかった。

　彼は龍ノ眼の〝チカラ〟を自みずからの身体の中に封ふう印いんしたせいで、重大な変化を身体にもたらしてしまう。

　彼女も、龍ノ眼のチカラとともに、姿を隠すことにした。

　自分は戦いの最中に『死んだ』ものとして。

　だから。帰らないと決めたのは、自分なんだ。

　彼は、その我わが侭ままに付き合って、ここまでいっしょにやってきてくれた。

　それなのに、わたしは……、

　すると、

「姫ひめ、見て──」

　彼が言って、障しよう子じをさらに大きく開いた。

「まあ……」

　ため息が出た。

　想おもい出でばかりを捜してしまう弱い心が呼んだため息じゃない。

　そこには、花が咲いていた。

　たった一本、それでも真っ白い花が凜りんとして咲いていた。

「これだけしか見付かんなくて……そこらへんに咲いていた花だけど………」

　そう言う彼は、すまなそうに、少し恥ずかしそうに、赫あかい髪をかいた。
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　昨日きのうまで、その花はそこになかった。

　本当をいうと、庭を見るとどうしても故郷を思い出してしまうから、見ないようにもしていた。

　その花はきっと、彼女が眠っている間に、彼が何ど処こからか捜してきてくれたんだろう。

　知らない場所でも、彼は、彼女を想っていてくれる。

　ここは、知らない場所。

　でも、彼が居いてくれる。

　それだけで、いいんだ。

　そう。

「ありがとう」

　笑え顔がおが溢あふれてくる。

　彼が傍そばにいてくれるだけで、笑顔になれる。

　元気になれるんだ。

　判わかっていたはずなのに。

　ひとりでさみしくなってた。

　ここへは、ふたりできたんだから。

　ふたりぼっちだよ。

「ねえ──」

　彼女は、彼に呼びかける。

「お散歩でもしませんか？」




　それは、

　ふたりの、

　あたらしい朝のはじまりだった。




　それは、

　とても、

　可愛かわいい朝がやってきた日だった。




　　　　♪




　夕焼けが暮れなずんで、そこらへんをただよっている。

　もう三月だというのに季節はずれに降った名残なごり雪ゆきが、雨に変わった。




　ザァー……、

　ザァー……、

　ザァァ──……、




　辺あたりを雨音が包み込んで、他ほかの音をかき消す。

　いや、

　むしろ、雛ひな蕗ぶき家けからは、すべての音が失われていた。

　突とつ如じよとして出現した闇やみの中に、吸いこまれていく。

　音もなく。

　音もなく、

　音も、

「──イタっ！　って、うわっ！　なんかふんだ!?　なんかぶつかってふんだよ!?」

　何もないこともなく。

　ひとり、さわがしくしているのは、もちろん──ジェット少年だ。

　暗闇の中。一メートル先はおろか、自分の爪つま先さきすら見えないお先真っ暗状態で、そろそろとおそるおそる手て探さぐり足探りで、ちょっとずつ前に進んでいく。

「……前？　これって、前なの？　前でいいの？」

　進んでいる方向が右なのか左なのか、前か後ろか、それすら判断できない。




　──ほら、こっちだよ。ジェット。




　としかし、ジェット少年の心に直接鳴っているようなそのやさしい声が、導みちびいてくれていた。

「こっちってどっち？」

　なんて、すっとぼけたことを訊きくこともなく、ジェットは「こっち」がなんとなく、そっちなんだろうなーなんて思いながら、前へ前へ。

　それに、真っ暗闇にすべてが飲みこまれてしまったような感覚におちいったけれど、ここはどうやらちゃんと『雛ひな蕗ぶき家け』の中だ。

　進んでいくとたまに何かにぶつかって、さっきみたいにちょっとしたプチパニックになったりするが、落ち着いてたしかめてみると。

「……あ、壁かべか？　んで、これは、えーっと」

　しゃがみこんで手探って、それに手が触れた。

「……ん？　スリッパ？　このうさぎの形のスリッパは……じーちゃんのか……。なんで、こんなとこにあるんだよお、まったくもう……」

　暗闇の中で、その初対面のひとには必ずといっていいほど、『あらまー、かわいらしい女の子ねえ』と間違えられてしまうかわいらしいほっぺを、ぷぅ、とふくらませるジェット。

「自分で、コレがいいコレじゃなきゃいやなんじゃ～～とか言って、かあさんに買ってもらったくせに……ぜんぜんはかないんだもんな、じーちゃん」

　祖父じーちやん、月げつ兎とはスリッパをあまりはこうとしないし、はいたとしても必ず、家のどっかで置き忘れてくる。

　ちなみに、ジェットのは「おそろいじゃなきゃ、いやなんじゃ～～～」という月兎のたっての希望で、おそろいのうさぎのやつ。ジェットはちゃんとはいている。

　今現在は、はいてない。それどころじゃないんです。

　それよりもなによりも、今は、『みんなを助けること』がたいせつなんだ！

　本当のところ。具体的に助けるといって何をすればいいか判わかってないジェット少年。

　しかし、心に鳴る声を聞いていると、できる気がする。

　助けられると思うんだ。

　なんとなく。

「ミーちゃん、じーちゃん、待っててね！　あ、あと、とうさんも！」

　べつに父親をないがしろにしているワケじゃなくて。

　ただ、忘れてただけ。

　ごめん。

　仕方がないといえば、仕方がない。

　雛ひな蕗ぶき家けの序列はなんとなく、




『珠たま生き（母）→月げつ兎と（祖そ父ふ）→莉り々り（姉）→ジェットとテルミン（ペット）→正まさ宗むね（父）』




　みたいなかんじになっている。

「ご、ごめん」

　そんな風ふうな暗あん黙もくの了解に馴な染じんでしまってごめんね。とうさん。

「って、そんな場合じゃなかった……!!」

　そんな場合とかいって、ごめんね。とうさん。

「ええっと……、次は？」




　──ジェット、あっちだよ。




　声に訊たずねると、ふんわりとした声がすぐに返ってきた。

「うん、判った！」

　ジェットもそれに力強くうなずく。

「よーし……っ」

　なんかこの暗くら闇やみにも目がなれてきた気がする。

　うっすらと、心に鳴る声に導みちびかれるその先のほうがぼんやりと見える。

「うんっ、なれてきた……！」

　ジェットは、ぱちぱちと何度もまばたきする。

　そのほうが、早く暗闇に目がなれるような気がしたからだ。

　けど、本当は、この〝闇〟は、そういうモノじゃない。

　この闇やみが、本当の闇ではなく、何者かの手によって生み出されたモノだということを、ジェットはまだ、知らなかった。

　だからなのかなんなのか。

「見える見えるぞ～～っ！」

　うっすらとだけど見えてきたことに、テレビアニメの悪役の口く調ちようをまねて、無む邪じや気きによろこんでみるジェット少年。

　それが、この状況をしかけた相手にとって予想外のことだとも知らず。

　──ほら、ジェットなら、できるよ。そう言ったでしょう？

　声が言う。

「うん、そうだね。そうみたい」

　何が『そう』なのか判わからなかったが、自分でも何かできる気がして、こんな状況にもかかわらず、ジェットは少しだけ、ほんの少しだけど、ワクワクしはじめていた。

　ずっと続いているドキドキは、緊きん張ちようなのか興こう奮ふんなのか判らなくなってきた。

　しかし、そこは真ま面じ目めなジェット少年のこと。

「あー、ダメだめダメだめっ！　浮かれてる場合じゃないよ。みんなを助けなきゃだよ」

　キッと唇をしめ、そして、気も引ひき締しめ直した。

　と、さらに闇に目がなれてきた気がした。取り戻した視界に映るのは、見なれたいつもの我わが家やだった。

　ジェットは今、二階にある自室を出て下に降りる階段の、ちょうどその前に立っていた。

「おーっ、階段だ。あぶなかったや」

　まったくの暗闇ではなくなったが、それでもより慎重になって、ジェットはそろりそろりと階段を一歩一歩確かく実じつに下りていく。最後の一段を下りきったところで、

「ふーっ」

　と、ようやく深呼吸。

　が、その刹せつ那な、







　ぽてっ。







　ジェットの頭の上に、やわらかいふわふわとした感覚が。

「わっ!?」

　一いつ瞬しゆん、悲鳴を上げたジェットだったが、その感覚がなれ親したしんだものだったのに気が付いて、すぐに冷静になった。

「……テルミン？」

　ジェットは頭の上に手を伸ばし、雛ひな蕗ぶき家けのペット兼けんジェットの親友の、テルミンの身体からだに触れた。

　闇やみの中に、おまんじゅうみたいにまんまるで真っ白なテルミンの赫あかい眼めと垂れた耳のシルエットが浮かび上がる。

「うくっ！」

　判わかっているのか判ってないのか、テルミンが元気のいい声ではりきって啼ないた。

「テルミンも、みんなを助けにいくの？」

「うくっ！」

　ジェットにとっては、十分すぎるほど心強い援軍だった。

　──ジェット、テルミン、いきましょう。もうすぐです。

　やさしく鳴る声も、ジェットの気持ちを強くさせる。

「うん！」

　ジェットは強くうなずいて、また、闇の中へ一歩を踏み出した。

　すると、まるで、〝闇〟がおびえるように揺れた。

「……？」

　ほんのちょっとの変化だったので、もしかすると気のせいかもしれない。

　まあ、いちいちこんなこと気にしていられない。

　だいたいだ。まだ、夕方という時間なのに、こんなに真っ暗になることのほうがぜんぜんおかしいんだから。

「ばーちゃん、つぎはどっち？」

　ジェットは、気付かずに自然とその呼び名で心に鳴る声に訊きいていた。

　──うん。こっちです。

　それを聞いた声がうれしそうになったのにも気付かず、ジェットはもう一度、気を引きしめる。

「ミーちゃん、じーちゃん、あと、とうさん。待っててね！」

　ジェットは進む。闇の中を。

　その先に、自分ができる何かがある。

　自分が進むことが、みんなを助けることにつながると信じて。

　そして、声に導みちびかれ、ぼんやりと視界に入ってきたのは、

「居間だ……」

　そこは、美み雨うがこたつにみかんで、ジェットと月げつ兎とがひとっ風ぷ呂ろ浴びながら孫まごと祖そ父ふの愛の交流の深め終わり待ちしていただろう雛蕗家の畳たたみな居間リビングだった。

　閉じたふすまが通路と居間を仕切っていて、向こうに何が待っているのか判らない。

　自分のうちなのに、まるで知らない未知の領域に踏みこもうとしているみたい。

　でも、この先に進まなきゃだ。

「ぼくにしかできないことをやるんだ……！」

　──そうだよ、ジェット。

「うん、そうなんだよね」

　──そうそう。じゃあ、あとは、よろしくお願ねがいしますね。

「うん、そうする。…………へ？　ちょ、ちょ、ちょっと!?」

　声に呼びかけるが、反応はない。ぷっつりと声が聞こえなくなってしまっていた。

「ちょ、ちょっ、ばーちゃん!?　てゆうか──ばーちゃん？　なんでばーちゃん？」

　自分で気づかずにすっかりなじんだように使っていたその呼び名に、どっぷりと違和感を感じつつも、

「じゃないや。今は、そうじゃないよね。みんなを──助けるんだから……！」

　ごくりと嗄かれた喉のどに生なま唾つばを呑のみこんで、ジェットは、ふすまに手をかけ、

　ようとした。







　──キィィィィ……ン。







　手を近づけると、闇やみが、さっきとおんなじにおびえるように、さらに今度は耳鳴りのように鳴って揺らいだ。

　ジェットはかまわず、ふすまに手をかけ、いっきに開ける。

「──ミーちゃん、じーちゃん!?」

　そこには、見なれた雛蕗家の団らん場所の居間はなく、果ての見えない暗闇が広がっているだけだった。

　そして、目の前には、闇の中にはり付けられたように、美み雨うと、風ふ呂ろ上がりのバスタオルを腰に巻いただけのこっぱずかしい格好の月げつ兎とが、浮かんでいた。

「じ、じーちゃん！　お風呂にいたんじゃ？　上がってたの？　てか、なんてかっこうしてんの、服きなよ！　風か邪ぜ引くじゃん!?」

　あせって、つっこむところを間違えた。

「うくっ～～」

　頭の上に乗っかってるテルミンも、そうだそうだ、と言いたげにぴょんぴょんと跳はねる。

　が、

「──そこかよ！」

　と、ジェットのツッコミに対するツッコミが入った。

「えっ？」

　その声は、直接心に鳴るあのやさしい声じゃない。

　闇やみが揺れた振動で鳴っているような、闇が喋しやべっているようなディストーションがかった重低音の声だった。

　目をこらす。

　やっぱり本当は、そういう〝闇〟じゃないんだけど……。

　けど、

「んん？」

　ジェットは、闇の中にひそむ、影かげを発見した。

　驚おどろいた。

「誰だれかいるっ!?」

　大きさは、オトナくらいの人影だ。

　しかしそれよりも、ジェットよりも驚いたのは、発見されたその影だった。

　ビクッ！　と身を震ふるわす。

「キサマ、何な故ぜ判わかる!?」

　影が闇を響ひびかせうなる。

「な？　なんでっていわれても、だって──丸見えじゃん!?」

「エ？」

「うん」

「どういう事だ。この〝領域〟で視みえているのか……っ!?」

　闇の中に立つ影の顔や姿は判らないがそのシルエットだけでも、動揺しているのが伝わってきた。

　が、ジェット少年には、その動揺の原因はまったく判らない。

「てゆうか。──ミーちゃんとじーちゃんを離はなして！」

　ジェットは、強く言い放つ。

　影の背後に、浮かぶ月げつ兎とと美み雨う。気を失っているらしく、ジェットの声に反応がない。

　この状況からすると、目の前の影が、こんなへんてこりんな状況を生み出した原因に違いない。

　家中を呑のみこんだ暗闇は、やっぱり停電とかじゃなかった！

　ジェットは、心しん臓ぞうの鼓こ動どうが異常なほどドキドキと速くなるのを感じた。

　手のひらにじんわりと汗がにじむ。

　怖こわくてしかたがない。

　この目の前の影は、もののけとか？

　だとしたら、自分にはなんにもできそうにないんだけど……!?

　と──

「コイツ等らを自由にしたいか？　なら、力ずくでくればいい」

　影かげが言った。

　挑ちよう発はつのつもりなのか、けれど、ジェットは、

「む、ムリ……！」

　あっさり拒否した。

　こういう場合は、普通「望むところだ！」とヒーロー的に言うのかも知れない。

　テレビとかまんがとかなら、ぜったいそーだ。

　でも、ムリなもんはムリ。

　ジェット的に「ミーちゃんとじーちゃんを助けたい！」という思いは強くある。

　けど、こんなワケの判わからない相手に対抗する〝能力チカラ〟なんてジェットにはなかった。

　しょーがないじゃないか!!

「ば、莫ば迦かか！　キサマも能力者のはしくれだろう!?　恥知らずが」

　としかし、ジェットに怒りにも似た感情をぶつけてきたのは、影だった。

「はしくれとか言われても知らないしそんなこと!!　だって──」

　だって、ぼく、ふっつーの小学四年生（もうすぐ五年生）なんだもん！

　そう言いかけたジェット。けれど、それは影のいらだった声に遮さえぎられてしまった。

「だってもダンテもアンダンテもない！」

　ひぃ、なにゆってんの、このひと!?

　あ、いや、人じゃなくって、もののけかもだけど。

「ならば、この領域下での可か視し、稼動の理由はなんだ？」

「なにゆってんの!?」

　ジェットは軽いパニック状態。

「し、知らないよぉ……！」

「つべこべと！　キサマの〝チカラ〟を見せてみろと言っている！」

　ゆらりとうごめき、影はジェットに向かおうとする。

「い、いや、だから、ムリ！　ぜったいムリだもん！　見せたくても見せられない！」

「怖こわいか？　臆おく病びよう者ものが。『術』の中をここまでやってきたことは認めてやるが、やはり、裏切り者の血かッッ！」

「じゅ、じゅつ？　うらぎりもの？　のち？　だから、なに？　なんなの!?」

　もう、完全にワケが判らない。

　先生が春先なので、「おかしなひとや不ふ審しんなひとがいたら、大声で助けを呼んでください」と言っていたのを思い出さずにはいられなかった。

　なので──

「まあ、いい。キサマにも、〝蒼そう間ま〟の本当のチカラを見せつけてやる……！」

　影かげが動く。

「ちょっ！　わぁぁーっ！　ムリムリムリムリムリっ！　じ、──じーちゃぁあぁあああああああああああああああああああああああああああああぁん!!」

　ありったけの声量で、ジェットは叫んだ。

　それは闇やみの中を響ひびき渡わたり、




　──届いた。




「ほわぁぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～…………ぁぁ……」

　その場の緊きん張ちよう感かんをまったく無視したのんき丸出しの、あくびが鳴る。

　見れば、

「よぅ、寝たのぅ」

　月げつ兎とが、目を覚ましていた。

「寝っ!?　呑のん気きか！」

　振り向いた影が月兎の様よう子すにぎょっとする。

「じーちゃんっっ！」

　もう一度、ジェットは叫ぶ。

「おう、ジェット、おはようさんじゃ～～」

　溺でき愛あいの海におぼれ死にたいくらいの愛あい孫そんジェットの姿に、スライム並のとろけっぷりの表情で月兎は、顔をほころばす。

　てか、お風ふ呂ろ上がりでバスタオルいっちょうで半分裸みたいなもんなのに、風か邪ぜ引いてないの!?

　……じゃなくて。

「じーちゃん！　だいじょうぶなの!?」

「なにがじゃ？」

　月兎は、自分が今どんな状態に置かれているのか、まったく気付いていないようだ。

　ザ・のうてんき。

　月兎は、あくびを連発している。

「起きて！　ちゃんと目を覚まして！　違うよじーちゃん違うよ！　なんか、『ヘン』なのがいるんだよぉぉっ!!」

　ビシッ、とジェットは、影に向かって指をさした。

「おぅ！　ジェット、なんてことじゃ！　いい指の角度じゃ!!」

「ちがっ！　指の先ぃ！　進行方向にまっすぐー！　てか、じーちゃんのちょい前下ぁっ！　見て、はやく見てっ！」

「んー？」

　しかめっつらで、月げつ兎とはジェットに言われるがまま、ようやく、目め線せんを下げた。

　と……、

「おぅ？」

　うっすらと闇やみの中に影が浮かび上がっている。

　月兎にもそれが視みえたようだ。

「なんじゃ、こやつは？」

「なっ、コイツもか!?」

　影かげは、月兎が自分の姿を目もく視ししたことに驚おどろきの声を漏もらす。

「はて？　ジェットの友達か？」

　月兎がジェットに訊たずねる。

「そんなへんてこなの友達なワケないじゃん！」

「そうか。ワシも知らんぞぃ？」

「うん、知らなくていいよ、このさいだから。でも──じーちゃん、なんとかして！」

「おう！　まっかせとくんじゃ！　…………で、なにを？」

「じーちゃん！　見て、まわり見て！　そして、自分がどんなかんじか見て！　もういいかげんにして──っ！」

　ジェットは喉のどを嗄からしながら叫んだ。

　ほんとにもう、かんべんしてほしい。

「んのぅ!?」

　派は手でに驚く。

「く、く、く、暗いのじゃあぁああッッ!?」

　やっとかい！　しかも、そっからか！

　……とか、もうつっこまないジェット少年。

　ぼくはもう、つかれたよ……。じーちゃん。

「お願ねがいだから、なんとかして？」

　もはや願がん望ぼうだった。

　ちょっと涙目で、胸の前で手を組んで、お願いのポーズ。

「いい加減にしろ！」

　あまりの場の雰囲気を無視したジェットと月兎の会話に、ついに影がつっこんできた。

　すると、

「よっしゃぁぁああぁああああああっっっ！」

　突然だ。

　月げつ兎とが猛烈にはりきりだした。

「マイスウィートラヴリィぢぇっとのお願ねがいポーズ！　ぐっときたわぃ!?」

　なにかよく判わからないけど。

　やっとやる気になってくれたみたいで、よかった。

　ジェットは、もう、大丈夫。そんな気がした。

　なんだかんだ言って、ジェットは、月兎のことを信頼している。

　とても強い存在として。

　頼ってばかりだけど。




　──いいんだよ、ジェット。誰だれかを頼ってもいいんだよ。




　そんなやさしく鳴る声が、胸に響ひびいた。

「だぁああああああああああああああああああああああああああああああぁぁあぁっ！」

　はりつけになっていた月兎が全身にチカラをこめると、闇やみにヒビが入る。

「なんなんだ、先刻さつきから！　キサマっ、あの男にいったい何をした!?」

　成り行きについてこれず、ほんろうされていた影かげが、ジェットに向いた。

　目の前で起こっていることが信じられない。そんなかんじだった。

「何な故ぜだ……！　何故、コイツも動ける!?　『術』は完かん璧ぺきなはずだ」

　影は、ジェットがここにやってきたときよりも驚おどろいていた。

「し、知らないよ！　そんなの！」

「なら、何故だ！　どうしてこの闇の中でキサマは動けた!?　どうしてキサマの声でこの男は目覚めた!?」

　影はひどく混乱しているみたいだった。

　うろたえている。

　その影えい響きようなのか、それとも、

「さあてと、そこのオマエ。何者か知らぬが、もう、いいじゃろ？」

　月兎のチカラのほうが勝まさっていたのか、その両方か。はりつけ状態から自由になった月兎が、影のすぐ前に立っていた。

「しま──っ!?」

　たじろぐ影に、月兎は手を伸ばし、頭部をがっしりとわしづかみする。

「まったく、イタズラか？　〝チカラ〟はこういうことに使うものではないじゃろ？」

　月兎が影に問う。

「黙だまれ！　裏切り者め！」

　影かげは暴あばれ、月げつ兎との腕から逃れようとするが、びくともしない。

　その間に、ジェットは、美み雨うの傍そばに駆け寄っていく。

「ミーちゃん、だいじょ……っぐわぁー!?」

　美雨に手をのばすのとほぼ同時に、美雨の身体からだは闇やみから解とき放はなたれ、するりとジェットの腕の中に落っこちてきた。

　抱きとめようとしたが、支えきれずジェット少年は、美雨ごと倒れてしまった。

「うーっ、ぼくってダメだ……」

　こんなんじゃまだまだ、女の子と間違われてもしょうがない……。

　自分の女の子顔と非ひ力りきさをなげく。

　ジェットの泣き言とおなじくらい、闇が弱くなっていた。

「もうそろそろワシらを解放してくれんか。腹もへってきたところじゃし……って、ぶえぇぇくしゅッッ！　あと、寒いんでの」

　タオル一枚の半はん裸ら月兎がズルズルと鼻をすすりながら言う。

「なめるなっ！」

　影が言う。それを回答と取った月兎は、

「まあいいじゃろ。そっちが術を解いてくれんのなら、ちょっと強引にやらせてもらうだけじゃしなー。悪いが、今、法具ギターがないんで手加減できんがそのつもりでな……っ！」

　と、その瞬しゆん間かん、月兎の髪の毛が炎のように立ち上がり、そして、光が全身をつつむ。

「ほいっとな！」

　あっさりとしたかけ声とともに、月兎の身体から閃せん光こうが走り、あたりを、闇を呑のみこんだ。

　闇全体にヒビが生まれ、月兎がさらにチカラをこめる。







　ガシャ──────────────────────────!!







　闇が砕くだけた。

「だしゃぁ～～～～～～～～～～～～～～～っ!!」
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　月兎が両腕を突き上げ、タオル一枚腰に巻いた姿で、砕けた闇の中に降り立つ。

　そして、茜あかね色いろの光が、あたりをやんわりと浮かび上がらせる。

　そこは、ジェットが知っているいつもの雛ひな蕗ぶき家けの居間だった。

　こたつにみかん。

　つけっぱなしだったらしいテレビから、夕方のニュース番組の音声が聞こえてきた。

「くぅ？」

　頭の上にいたはずのテルミンがいつのまにか、こたつの上で、みかんを食べようとしている。

　なんか。

　いつもの日常だ。

「はー、よかった……」

　ジェットは、ほっと安心してため息をこぼした。……美み雨うの下した敷じきになったままで。

「ミーちゃん、だいじょうぶ？」

　ごろんと身体からだを回転させ、ジェットは、美雨を膝ひざ枕まくらした。

　顔をのぞきこむ。

　と、

「大丈夫じゃろ。気を失っているだけじゃ」

　月げつ兎とが言った。

「さっきのは、能力者だけを狙ねらった、能力を無力化させる『術』だったんじゃ。だから、ミゥミゥもワシもまんまと引っかかってしまったんじゃが……」

　そっか。

　だから、ぼくはへっちゃらだったんだ。

　ぼく、能力チカラないもんね。

　なるほどなるほど。

　あの声が言っていたのは、こういうことだった。

　ジェットにしかできないこと。

　チカラがないから、闇やみの中を進むことができた。

　そして、信じること。

　誰だれよりもきっと、月げつ兎とを信じていた。

　月兎なら、何とかしてくれると思っていた。

　そして、月兎は、何とかしてくれた。

　だって、信じてたもん。

「しっかしのぅ……この術……」

　月兎が言う。

「まさか、身内にやられるとは。気が抜けとったわぃ」

　みうち？

　てか、タオル一枚半分裸でかっこいいっぽい顔してもぜんぜんかっこよくないよ？　はやく服きなよ……じーちゃん。

　仁に王おう立だちの月兎は、半はん裸らのままで、目の前にいるその人物を見下ろしていた。

　それが、さっきまでの暗闇を作り出して、月兎と美み雨うを……、

「あれ？　とうさんは？」

　……まあ、いいや。

　たぶん大丈夫だと思う。父、正まさ宗むねもジェットとおなじく非能力者だ。

　で。

　そこにいた人物こそが、今回のプチ事件の黒くろ幕まく。

　それまで、敗北に膝ひざを崩していたその人物が、ゆっくりと立ち上がる。

「えぇっ!?」

　ジェットは驚おどろいた。

　その人物が、まだ幼い姿をしていたからだ。

　ジェットや美雨とあまり変わらない年ねん齢れいの、

「──男の子？」

　だった。

　黒く短い髪の毛のその子は、意志の強そうな瞳ひとみで、じっと月兎をにらむように見ていた。

「ん？」

　その子の顔を見て、月兎の表情が少し変わった。

　いつものひょうひょうとしたかんじから、困ったような驚いたような複雑な感情を浮かべる。

「まさかなぁ……。そっちかぁ……」

　やれやれと、月兎は赫あかい髪を指でかいた。

　そっちって、どっち？

　ジェットは、きょどきょどしながら、月げつ兎ととその子を交互に見やった。

「キサマなど身内ではない。──裏切り者め」

　その子がきっぱりと言う。

「はぁ、まったくのぅ。おぬし、名前は……？」

　しかし、その子は、月兎から目め線せんをはずさないまま、無言だった。

「言えんか？　こんなことをしでかしておいて、あとが怖くなったのか？」

　月兎は挑ちよう発はつのつもりでもなく言ったが、相手があっさりと食らいついてきた。

「怖くなどない！　あるはずがないだろう？　裏切り者のキサマたちなど恐れるワケが。それほど聞きたいなら聞かせてやるさ」

　その子が月兎をにらみ見る。

「──蒼そう間ま寿じゆ花か」

　その名前を聞いて、月兎は「ほぅ……」と驚おどろいたが、ある程度予想していたようにも見えた。

　蒼間寿花を名乗るその子は、

「蒼間一族当主、蒼間天てん華かの孫まごだ。そして、蒼間一族と我われら組そ織しきを裏切り、キサマと雛ひな蕗ぶき晴はる歌かが持ち去った『龍りゆうノ眼め』を受け継ぐ〝証あかし〟を持つ、正当な後継者だ」

　そう言って、つづけた。

「そうま!?　りゅうのめ!?　あ、あかし!?　…………って、なに？」

　もはや、ジェット少年にはちんぷんかんぷんが五乗してるくらい、ワケが判わからない単語が乱れ飛んでいた。

　いつもおとぼけな月兎が話についてっているのが、ものすごいとさえ思ってしまう。

　そんなジェットでも、判ったことは──

　晴歌という祖そ母ぼの名前らしき単語と、

「ひょっとして、じーちゃんと関係ある……？」

　ということ。

　それは、ひょっとしなくてもそうで。

　むしろ、それはジェット少年にも関係することだった。

「雛蕗月兎。返してもらうぞ、龍ノ眼を……！」

　寿花が強く強く言った。










　　　　♪




　外に出たのは、いつぶりだったか。

〝彼女〟はそんなことをなんとなく考えていたせいで、不注意にちいさなちいさな小石につまずいてしまった。

「姫ひめっ!?」

　すぐとなりを歩いてた〝彼〟があわてて手を差し出して、彼女は地面に転がることなく、彼の腕の中にすっぽりと収まった。

「やっぱり、まだ、体たい調ちようが戻ってないんじゃ？」

　彼の不安そうな顔がのぞき込む。

「あ、いえ。大丈夫ですから。その、ちょっと考えごとをしていたもので」

　彼女がそう言っても、やはりまだ彼は心配そうにしていた。

「すみません。迷めい惑わくをかけてばかりで」

「謝あやまるなよ。迷惑だなんて思ってない……です」

　不ぶ器き用ように言って、微笑ほほえみながら彼は、彼女の身体からだを起こした。

「久々に歩いたから……気を付けますね」

　彼女も微笑んで、

「けれど、また転んでしまうかもしれませんから」

　と言って、彼の手に自分の手を添えた。

「つかまっていてもいいですか？」

　そう訊たずねると、彼は、少し頬ほおを赤くしながら、でも、

「……うん。いい」

　と答えてくれた。

「ありがとう」

　彼女は微笑む。

　綺き麗れいに笑って。

　そうして、ふたりは手をつないで、ゆっくりと歩き出した。

　ここは、『神しん殿でん』と呼ばれるような大きな敷しき地ちをほこっていた彼女の生家ほどではないが、この場所も彼女が散歩するには十分な広さがあった。

　ふたりが身を寄せているのは、彼の知人の家。

　といっても、ふつうの家ではなく、お寺だ。

　彼女と彼は、母おも屋やにそれぞれの部へ屋やを借りることになり、あたらしい生活をはじめようとしていた。

　長旅の疲労や、それまでにたくさんのことを克こく服ふくしなくてはならなかった心労により、彼女がいきなり倒れてしまったが。

　彼女の体たい調ちようもだいぶよくなり、〝あそこ〟でふたりが毎日やっていた『お散歩』を此こ処こでもすることにした。

　すべてが変わってしまったが、変わらずにいられるものもある。

　そう思った。

　彼女は、手のひらから伝わってくる彼の体温にそれを強く思った。

「もう、歩いても大丈夫なのか？」

　ふたりの正面に、穏おだやかでやさしげな笑えみを浮かべた初老の男性が立っていた。

「はい。雛ひな蕗ぶきさん、ご心配をおかけしました」

　彼女が言う。

　男性は、雛蕗慈じ温おん。このお寺の住じゆう職しよくで、亡くなった彼の父親の遠とお縁えんだ。

　彼の父も「何かあったときは、雛蕗のおじさんのことを頼りなさい」と話していた。

　迷めい惑わくかと悩んだ。

　能力者の彼は、代々、この国を、人々を霊れい害がいから護まもるという使命を持つ家に生まれ、家族とともに〝四よの地ち〟という霊れい験げんあらたかな土地を守しゆ護ごしていた。

　しかし、ある日、〝物ものの怪け〟どもの襲しゆう撃げきを受けてしまう。土地を護り、もののけを打ち倒した代だい償しように、彼は家族や友人を失い、心も失った。

　彼は、治ち療りようのために、能力者たちの総本山的場所──蒼そう間ま本家に運ばれる。

　そこで、彼女と彼は出で逢あう。

　そして、彼の心を取り戻したのは、彼女だった。

　彼女は、蒼間一族の次期当主で、『龍りゆうノ眼め』という蒼間を象しよう徴ちようする神じん器ぎを受け継ぐ、後継者。

　けれども、彼女の身体からだは弱く、いつ命の灯火ともしびが消えてもおかしくなかった。

　そんな彼女が、彼女だったからこそ、毎日のように彼を『お散歩』につれだし、はげまし支えた。

　生きる気力を失なくしていた彼に、彼女は生きていて欲しいと願ねがった。

　そして、彼女の想おもいは彼の心に触れていく。

　次第に、彼の心は取り戻され、やがて、ふたりは惹ひかれ合っていった。

　しかし、そんなとき。

　蒼間本家の現状に反対する意思を持った分家の黄おう峨がたちの反乱により、仲間同士での争いが起こりたくさんの命が奪うばわれてしまう。

　争いの中、正当な後継者以外が持つことを許されない龍ノ眼が暴ぼう走そう。それを彼がみずからの身体に封ふう印いんすることで、命を賭として暴走を食い止めた。

　彼の命は、彼女の目の前で散った。

　──と、思ったその刹せつ那な。

　彼は死んでいなかった。

　奇き蹟せき的てきに息を吹き返したが、身体からだに封じた龍りゆうノ眼めのチカラの影えい響きようを受けて、何な故ぜか、髪の毛は夕ゆう陽ひのように赫あかく染まり、不老不死の身体になってしまう。

　彼女の母親たちの調しらべで、彼の身体は、傷がすぐに回復し、歳としも取らないことが判わかった。

　おそらくそれは、彼の本当の〝命〟はすでに失われていて、代わりに龍ノ眼のチカラを使っているためだという。ただ、詳しよう細さいな理由は判らないままだった。

　さらに、龍ノ眼のチカラは、彼に宿やどるだけでなく、真っ白い兎うさぎのような姿をした『龍神の化け身しん』を産み落とす。

　そうして反乱は収しゆう束そくした。

　が、彼女は、龍ノ眼のチカラを持ってしまった彼とともに、真っ白な兎のような龍神の化身をつれ、本家を出た。

　反乱の原因のひとつは、龍ノ眼を受け継ぐはずの短命な後継者──彼女自身だったからだ。

　身体が弱くまともにチカラを使えない彼女が、神じん器ぎを受け継ぎ、一族の当主になることは、本家に対する分家の反乱の『正当な根こん拠きよ』にさせた。

　今のままだと、龍ノ眼を欲した分家の反乱が再び起きてしまう。

　彼女は、自分の存在と龍ノ眼のチカラが、本家の立て直しに不必要だと感じ、その身を隠すことにした。

　彼女の身体では困こん難なんだった長旅を経へて、たどり着いたのが、この街、この場所だ。

　身寄りのない彼と、みずからを死亡したということにした彼女には、ほかに頼る当てがなかった。

　しかし、すべての事情を知っても、彼の父の遠とお縁えんという面めん識しきのないふたりを、雛ひな蕗ぶき慈じ温おんは、

「よくきたな。たいへんじゃったろう。まあ、ゆっくりしていきなさい。長居は大だい歓かん迎げいじゃよ」

　と、あっさりと、そして、あたたかく迎えてくれた。

　感かん謝しやしてもしたりない。

　ここへやってきたふたりの面めん倒どうをずっと見てくれている。

「どうせ、独り身じゃ。家族が増えたみたいなもんじゃろ？　むしろ、歓迎するぞぃ」

　と笑いながら。

「本当にありがとうございます。雛蕗のおじさん」

　彼が言う。

「礼なんてとんでもないわぃ。あと、『雛蕗のおじさん』はやめてくれ。これからは『家族』なんじゃからな。だいたい毎日そんな風ふうに呼ばれとったら、肩がこって仕し様ようがないしのぅ」

　にかっと歯を見せ、慈温は豪ごう快かいに笑う。

「慈じ温おんさん。あらためてよろしくお願ねがいします」

　彼女がぺこりと、頭を下げた。

　彼もそれにならう。

「じゃから、そういう堅っ苦しいのはやめてくれ。といっても、まあ、急には無理じゃろうから、徐じよ々じよになれていってくれればいい。楽しくいこう」

　そしてまた笑う慈温。

　お寺の住じゆう職しよくが『楽しく』というのに、多少の違和感があり、ふたりは可お笑かしくなって顔を見合わせて、ちいさく吹き出した。

「そうそう。人間笑ってるのが一番いいんじゃ。どんなときでも笑え顔がおでな」

　慈温が言う。

　ふたりは声をそろえて、はい。とうなずいた。

　笑顔で。




　その後、三人がこれからのことを縁えん側がわに腰かけ話していると、

「──ご当主！　いるかー！」

　正門の向こうから威勢のいい声が聞こえてきた。

『ご当主』というのが、慈温のこの辺あたりでの身分を表し、呼び名らしい。

「ご当主、話がある！」

　また、声が聞こえた。しかしどうも、気安い感じではない。

「やれやれだ。あいつらはまったく……威勢がいいのは結構だが、若さゆえのなんとやらというやつか……仕方がないな……」

　慈温は独り言のように呟つぶやいて、

「まあ、気にするな、ちょっと行ってくる。母おも屋やに戻っていてくれ」

　彼女と彼にそう言うと、自分は正門に向かって歩き出した。

「…………姫ひめ」

　しばらく慈温の背中をただ見送っていたふたりだったが、彼が言った。

「母屋に戻ったら、俺おれもちょっと見てくるよ。何か気になるんだ」

「そう……そうですね。お願いします」

　彼女も、こくりとうなずいた。







　正門の前。慈温が顔を出すと、若い男女数名が顔をそろえていた。

「おう、おまえらか、どうしたんじゃ？　こんな朝早く」

　表情はほがらかなまま、慈温がひょうひょうと訊たずねた。

　男女数名の中から、ひとり、陽ひ焼やけした凜り々りしい顔の青年がずずいと前へ出る。

「訊ききたいことがある。もちろん、答えてもらえるだろうな？」

　これから質問することをあらかじめ慈じ温おんが知っていると判わかった上で、青年はあえてそう言った。

「はて、なんじゃったかの？」

　としかし、慈温はとぼけてみせた。

　それにいらだちを浮かべつつも、青年は答えた。

「数日前から、雛蕗家ここに、『客』が来ているそうだな」

　まるで、犯人に問うような口く調ちようだ。

「客？　客なんてきとったかのぅ……」

　明後日あさつての方を見ながら、慈温はさらにとぼける。

「嘘うそをつくなっ！　ふたりの若い男と女がここに入っていくのを見たという者がいる！」

　完全にいらだった青年が語気を荒げる。

「オイッ」

　青年は後ろを振り返り集団の中に戻ると、中から、まるまると太った同世代の男の首をつかんで引っ張り出した。

　再び前へ出てくる。

「オマエ、見たんだろう？」

　太った男は、顔中をてかてかさせながら、手ぬぐいで汗をぬぐった。

「まあね、見た……かな？」

「なんだそれは、はっきり見たと言え」

　身内にまでいら立たせられる青年。

　ぽってりとした脇わき腹ばらを突かれ、ようやく、

「見た、と思う」

　と、のんびりとした口調で証言した。

　どうだ。といいたげな視し線せんを投げつけてくる青年に、慈温は、やれやれと肩をすくめる。

「あれは、『客』でないぞ？　うちの『家族』じゃ」

「莫ば迦かを言うな。アンタ、独り身だろう？　ご当主」

　青年が不ふ審しんな目で見てくる。

「独り身にも家族くらいいる。親しん戚せきの子だよ、親戚」

　慈温が言うが、まったく信用していない青年。

「だったらここに連れてこい。直接訊く。あんたじゃはぐらかされてばかりだ」

「それは無理じゃ」

「どうしてだ？」

「無理なものは無理」

　きっぱりと慈じ温おんは言い切った。

「ご当主はもちろん知っているな？　先日の本家での〝事件〟のことを」

　青年の言う事件とは、蒼そう間まで起こった反乱のことだ。

「もちろん。知っておる」

「ならば、こちらの言いたいことも判わかるはずだ」

「判らんなあ……」

　やはり、慈温はとぼけた。

「……まったく。狸たぬきが。まあいい。教えてやる。本家で事件が起こった時期と、ここに見知らぬふたりがやってきた時期が近い。それが何を意味するか。事件を起こした者たちの中に、逃亡してまだ捕まっていない奴やつ等らがいると聞く」

「それがどうした？」

　慈温が、真まっ直すぐ青年に向いた。

「それがどうしたんじゃ？　おまえは、ワシの家族がその逃亡者とでもいう気か？」

「そうだ。そいつ等を見付けたとしたのならば、本家に報告する必要がある」

　青年も慈温の視し線せんから逃げずに、にらみ返す。

　青年たちは悪意を持っているワケではない。

　それを、皆を幼いころから知る慈温も判っている。

　自分たちのことを、自分たちの実力チカラをまだまだ一人前として見てくれないオトナたちを見返したい。実力を認めさせたい。

　想おもいは強く、怒りにも似た感情が青年からは見え隠れしていた。

　その感情が今、オトナたちの代表の慈温に向けられていた。

　だから、いちいち噛かみついてくる。

　慈温は本当は、こういう若者のことが好きだ。

　ひたむきで、熱あつくて、真っ直ぐで、純粋で、自分に正直。

　ぶつけてくる感情に嘘うそがない。

　しかし、今は、真正面から受け止めて土ど俵ひようの外にうっちゃれるほどの横よこ綱づな相撲ずもうができるよゆうのない、少々繊せん細さいな問題を抱えているのも事実。

　彼女と彼。

「莫ば迦かを言っているのはどっちじゃ。ワシの家族を愚ぐ弄ろうする気なら許さんぞ」

　慈温はやや露ろ骨こつに不快感をしめして言う。

「愚弄しているつもりはない。こっちは〝正義〟に基づいて行動しているだけだ！」

　としかし青年が、一点の曇くもりもない瞳ひとみで返す。

　が──

「うっわー。はずかしい。正義だって……ぷぷぷぷっ」

　太った男が、青年の恥ずかしい科白せりふに思わずふき出した。

「笑うな！」

　青年が、男の脇わき腹ばらを小突く。けれど、ぽよぽよと余った肉が跳はねるだけだった。

「漫まん才ざいなら他ほかでやってくれんかの？　ワシもそれなりに忙しいんじゃ」

　言って、慈じ温おんが中へ戻ろうとする。

　しかし、青年がその腕を取った。

「待て。もし、この街が危険にさらされているのだとしたら、見過ごすわけにはいかない。それが俺おれたち『志し青せい団だん』の役目だ！」

「って、勝手に名乗って、僕らを巻き込んでるだけなんだけどさ」

　小声で太った男がいちいちよけいな注ちゆう釈しやくを入れる。

「オマエは黙だまってろ！」

　青年が、男に蹴けりを入れようとするが、男は「わー、暴ぼう力りよく反対～～」とひらりとかわした。

「……じゃからのぅ、漫才なら他で──」

「うるさい！　こっちは真剣にやっているんだ。もし、アンタが間違ったことをしているなら、相手がご当主であっても容よう赦しやはしない」

　本気の眼めだ。

　慈温につかみかかる寸前のよう。

　そんな中、

「──いいかげんにしろ」

　声が響ひびいた。

　正門の向こうから姿を現した人物の姿に、青年たちは一いつ瞬しゆんざわついた。

　夕ゆう陽ひのように赫あかくなった髪の毛をして、そして、何な故ぜか頭の上に、うさぎのような真っ白い生き物を乗せた──彼だった。

「オマエが、噂うわさの〝よそ者〟か……」

　青年が慈温から視線を離はなし、彼に向いた。

「お、おい……っ」

　慈温が何かを言いかけたが、彼は、大丈夫だと、片手でそれを制した。

「俺に用があるんだろ？」

　彼が言う。

「ああ、そうだ」

　青年がうなずいた。

　彼はいたって真ま面じ目めな顔をしているが、頭の上にはまんじゅうのように丸いうさぎ風ふう生物。

　どう見たってふざけているようにしか見えなかった。

「巫山戯るな……ッ」
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　青年が眉み間けんに深いシワを寄せる。

「ふざけてなんかない」

「なら、なんだ？　その頭の上のうさぎは！」

「あ、これ？　これ、さっきからどけてもどけても乗ってくるから、仕方ないんだ」

「仕方なくはないだろう！　真ま面じ目めに答えろ！」

「俺おれだって真面目だ」

「何ど処こがだ!?」

　はためからすると、太った男の他ほかに突っこむ相手が増えただけの漫まん才ざいに見えた。

　なんというか、とても、しまりのない……。

　青年にとっては、イライラの度合いは増すが、自分がまず何をするためにここへ来たのか忘れそうになってしまう。

　太った男や他の連中も、笑いをこらえている状態。

　もはや、真剣な雰囲気など吹き飛んでいた。

「巫ふ山ざ戯けるな！」

　と叫んでもいいが、逆に、ただのツッコミとして成立してしまう恐れもある。

「……くそっ！」

　仕方なく、青年は、

「これじゃ話にならない」

　頭を振る。

「俺おれは、かまわないから話せよ」

　彼は言った。

「話せるかっ。オマエのせいでこんな雰囲気になったんだろうが……！」

　としかし、結局、青年が突っ込んでしまう。

「そうか？　べつに俺は気にしないから話を続けよう。それに、俺は今すぐ話を終わらせた方が面めん倒どうがなくていいんだ」

「──だったら、まず、その頭の上のまんじゅうみたいな生き物をなんとかしてこい!!」

「これはしょうがない。どけてもどけても乗ってくるんだから。なんだよ、おまえ。もしかして、ワガママか？」

「オマエが言うなーっ！」

　完全に会話が漫まん才ざいだった。

　太った男だけでなく、慈じ温おんや他ほかの連中までがふき出す寸前だ。

　しかし、こらえきれず、

「ぶわーっはっはっはっは！」

　青年の隣となりにいる太った男がついに大声で笑い出した。

　彼も青年も特に笑わせようとしているワケではなく、いたって真ま面じ目め、真剣そのものだから、よけいに可お笑かしい。

「ぶわーっっはっははははっはっっっは！」

　笑いは止まらない。

　伝染して、慈温や他も笑い出す。

「莫ば迦かっ！　笑い過ぎなんだよ！　い、いくぞ！　クソッ！　いいか、オマエ、憶おぼえてろよ！」

　まるで漫才終わりの暗転のきっかけ科白せりふのようだった。

　太った男は、腹を押さえてさらにゲラゲラと笑う。

　完全に調ちよう子しが狂ってしまった青年は、顔を赤くしながら、太った男の首根っこに筋肉質な腕を廻まわし、大おお股またで歩き出した。

　ところが。

「おいっ！」

　そう言って呼び止めたのは、彼だった。

「なんだ……」

　じろりと、青年がにらみ見る。

　すぐにでもこの場を去りたがっているようだ。

「『オマエ』じゃない」

　彼が言う。

「俺おれの名前は『オマエ』じゃない。俺は──雛ひな蕗ぶき月げつ兎とだ」

「は？　雛蕗ゲットぉ？」

「そうだ。次逢あうときまで憶おぼえておけよ」

「憶えてたらな」

「憶えとけ。あ、あと、コイツの名前は、テルミンだ。今決めた。まんじゅうみたいな生き物じゃないからな」

「そっちは、どうでもいい！」

「よくない。これから呼ぶときどうするんだ？」

「呼ばねえよ!!」

「──ぶわーっはっはっはっはっはっはっはっはっはっ！」

　笑う太った男。まるで大だい黒こくさま。

　結局、最後まで漫まん才ざいになってしまった。







「すみません。勝手に、雛蕗だなんて名乗って……」

　青年たちが帰ったあと、正門の内側に入るなり彼は、慈じ温おんに深々と頭を下げた。

「しょうがないのぅ。まあ、いいさ。しかし、雛蕗と名乗る以上は、ちゃんと家族としての振ふる舞まいが必要になるな。それができるまではきちんとここに居いてもらわんとなあ……。なんなら一生かかってもいいんじゃからの？」

　慈温が言う。

　にかっ、と笑って。

　それは、つまり、ずっとここにいていい。

　ここで暮らしていけばいい。

　そういう意味だ。

「ありがとう！　……ございます！」

　彼はもう一度、頭を下げた。

　今度は、感かん謝しやの気持ちを込めて。




　そんな慈温や青年たちとのやりとりを彼から聞いた彼女は、

「フフフっ」

　と笑っていた。

「なんで、そこで笑うんだよ？」

　不ふ思し議ぎそうに彼は首をかたむけた。

「だって……ううん。でも、楽しそうです」

「そうかー？」

「はい。此こ処こなら、うまくやっていけるかもしれませんね。街のひとはみなさん、いいひとたちのようですし」

「うーん。そう、かもなー」

　彼が笑う。

　彼女も笑った。




　これからも、笑え顔がおでいたい。

　そう、思えた。

　だから、




　彼女は笑った。

　とても綺き麗れいに笑ったんだった。








for your lovely song－fin.









[image: 第弐幕◎ボクはキミのモノだった。]










　　　　♪




『晴はる歌か』

　ジェット少年のばーちゃんで、母、珠たま生きのお母かあさんで、もちろんじーちゃんこと月げつ兎との奥さんの名前だ。

　ジェットもそれくらいは知ってる。

「当たり前か。ぼくのばーちゃんだもんね」

　逢あったことないけど。

　ぼくのばーちゃんなんだ。

「けど、じーちゃんとばーちゃんと、あの子、どういう関係なんだろ？」

　ジェットの視し線せんの先には、ギッと月兎のことをにらんでいる──蒼そう間ま寿じゆ花かという子がいる。

「どういう……？」

　と、月兎には訊きけずひとりごちるジェットに、

「蒼間ってゆうのは、月兎おじーちゃんやあたしたち能力者が所属している組そ織しきを束たばねてる人たちのことだよ」

「ミーちゃん？　だいじょうぶなの？」

　気を失って、ジェットが膝ひざの上に寝かせていた美み雨うが目を覚ましていた。

「うん。だいじょうぶ。べつに、殴られたとかそういうんじゃないし」

　美雨は身体からだを起こし、足を崩しながら座りこむ。うーっと、首を振って意い識しきをはっきりさせた。

　どうやら、ケガもしているかんじじゃない。寿花が作り出した闇やみに意識を吸い取られていただけみたいだった。

　ほっと一安心。

　でも、安心ばかりできない。

「あたしたちの組織の一番偉い人が蒼間天てん華かというひとで、あの寿花さんはその孫まご。……けど、本家のひとがなんでこんなことを……？」

　美雨が言った。

　その答えを持っているのは、寿花だ。

　ふたりは、視線を──やっと服を着た月兎と、寿花のほうに向けた。

「裏切り者が組織にいるのに、何な故ぜ、お祖ば母あさまは動かなかった？」

　寿花が月兎に訊たずねる。

「知らん」

　あっさりと月兎は答えた。

　その軽い口ぶりに寿花があからさまなイラ立ちを見せはじめるのが、ジェットにも判わかった。

　月げつ兎とはますます事態を悪化させるつもりなんだろうか……。

　それに、裏切り者って、どういう意味かな……？　じーちゃんとばーちゃんが裏切り者？

　寿じゆ花かの真剣な眼まな差ざしは、嘘うそを言っているようにも見えなかった。

　しかし、月兎はいつもの調ちよう子しで、ひょうひょうとしていてその表情からはあまり何も読み取れそうにない。

　いつものじーちゃんだった。

　だから、よけいにジェットの頭は混乱していた。

　じーちゃんとばーちゃんが、組そ織しきとかいうのの裏切り者？

　寿花さんはその組織の偉いひとのお孫まごさん。

　で、さっき真っ暗にしたのも、それが関係してる？

　じーちゃんは知らないっていってるけど、寿花さんはものっそい怒ってるし。

　本当はなに？

「知らないとは言わせない。オマエたちが裏切ったんだと判っているんだ！」

　寿花が強く言った。

　ジェットは、おない歳どしくらいの寿花の視し線せんの鋭するどさに思わず腰が引けそうになる。

　一いつ瞬しゆんだったんだろうけれど、ジェットにはとても長く感じられた静せい寂じやくと沈ちん黙もくがあって、月兎がやれやれといった風ふうに赫あかい髪の毛をかきながら、

「おぬしは一体何を知っている？　何を知って、そう言っておるんじゃ？」

　そう、寿花に訊たずねた。

　しかし、

「──答える必要はない」

　寿花がきっぱりと言う。

　とそれを聞いた月兎が、

「なら、ワシも答える必要はないの」

　あげ足を取るようにつづけてしまった。

「というより、おまえさんは本当は何も知らんのじゃろ？」

　月兎がわざとくさい口調で、いやらしく言った。なんだか、顔までイヤラスィ。

「知っている」

　口をとがらせ寿花が答える。が、月兎のしつような口こう撃げきはまだ終わらなかった。

「うっそくさいのぅ～～。そんなことをゆっといて、本当は、知らんのじゃろう？　見み栄え、はってるだけなんじゃないのか？　アレじゃぞ？　本当のことをゲロっちまったほうが楽チンになるぞぃ？　なに心配はいらん。ワシは、怒ったりせんから。ほれ、ほれほれほれほれほれほれほれ、ゲロっちまうんじゃ。嘘でした、ってのぅ。そしたら、なんのためかは知らんが、さっきのワシらに対する暴ぼう挙きよも許してやろう」

　ちょーイライラする。

　自分のことじゃないのに、そのネチっこい口く調ちようとトボケた顔が、ジェットすらもイライラさせた。

　逆に、「じ、じーちゃん、すごいな……」って思った。

　ジェットでもイラ！　ってなったくらいだから、当事者の寿じゆ花かは、







　イィィィィィィィィィィィィィィィィィ────────────ッッッ!!







　って、なってた。

　両手をにぎりしめてわなわな肩を震ふるわせて。

　顔は、耳まで真まっ赤かになりかけてた。

　あー、完全に怒ってる。

　と、傍はた目めのジェットにはよーく判わかった。

　まるで、兄弟ゲンカだ。

　兄がしつこく弟をイジってるカンジの。

「なんじゃあ？　ゆわんのか？　怒らんといっておろうに。根性のないやつじゃのぅ。なっさけないのぅ。ほんとに駄だ目めじゃのぅ。最近の若いもんは、ちゃらちゃらしとるばかりで、中身がない」

　月げつ兎とはさらにネチネチ。

　てか。じーちゃんが一番チャラチャラしてると思うけど？

　もはや、ジェットには、月兎が素すで寿花をイジメようとしているのか、わざとけしかけているのか判らなくなりつつあった。

　それでも、もう十分すぎるぐらいには寿花にきいていた。

　さらに、どんな骨格をしていたらそんな顔ができるんだろうかというありえない表情になってたたみかけようとしていた月兎を、

「──嘘うそなワケないだろぉぉぉっ!!　おまえらが裏切ったことを聞いたんだ！」

　寿花の怒ど鳴なり声ごえが制した。

　怒声に、確かく実じつに家全体が、ミシミシギシギシ、と揺れきしんだ。

　そして、それで悪い意味でイキオイ付いてしまった寿花は、

「黙だまって聞いていれば、言いたい放題……！　ちゃんとこの耳で聞いたんだぞ！　お祖ば母あさまが、オマエらが『龍りゆうノ眼め』について何かを知っているはずだと話していたのをっっ!!」

　とまあ、さっくりゲロってしまった。

　顔を赤くして、必死になっていた寿じゆ花か。

　バカにされたと思ったんだろうか。

「うひひっ」

　と月げつ兎とがものすごくうれしそうな顔をした。

　うん……。

　バカにされたんだろうな……。

　と、

「……あれ……っ？」

　ジェットは、そんな寿花の顔を真まっ赤かにする様よう子すに、既き視し感かんのようなものを憶おぼえた。

「なんだったっけ？」と記き憶おくをがちゃがちゃとさぐってみた。

　そして、見つかったのは、自分自身の姿だった。

　以前学校で、美み雨うとのことをクラスメイトにさんざん冷やかされて、

「か、関係ないってば……ッッ!!」

　と、大声で否定したことがあった。

　自分でもびっくりするくらいの大きな声や周囲の視し線せんで、恥ずかしいやらなんやら。

　そのとき、ジェットが逃げるようにして駆けこんだのは、トイレだった。

　瞬しゆん間かん的てきにプワッと、『ひとりになれるところ』と頭にうかんだのが、そこ。

　個室に飛びこもうとしたけれど、顔がやたらと熱あつくて冷やさなきゃ火を吹いてしまうんじゃ？　と思って、先に出入り口にある手洗い場にはりついた。

　水道の蛇じや口ぐちをひねる。

　手を伸ばして触れた水。それはそれはとても冷たくて、ジェットの身体からだを、心を、さましてくれた。

　そして、我われに返ったジェットが見たのは、目の前の鏡かがみに映った自分。

　耳の先まで真っ赤になって、怒ってるのに泣き出しそうなへんてこりんな顔をした自分だった。

　そのときの顔と、今、ジェットの目の前にいる寿花がおんなじ顔をしている。

　ひどく『子供』っぽくて、とても『子供』らしい表情だ。

「ああ。そっか……」

　ジェットは思った。

　それは、寿花がはじめて見せた本当の素顔。

　自分たちを襲おそった人物とおんなじ風ふうには見えなかった。

　どうして、自分や美雨や月兎を攻こう撃げきするようなことをしたのかは判わからなかったが、寿花がジェットとおんなじ『子供』なんだということは、判ったような気がした。

　そしたら、とたんに、

「だったらしょうがないかも……」

　と思えた。

　何が仕し様ようがないのか。

　襲しゆう撃げきされたことだ。

　なんらかの理由が寿じゆ花かにはあって、それですごく怒りを感じている。

　それは確たしか。

　ジェットも判わかる。

　子供がオトナに対して感じる理り不ふ尽じんさとか、正体不明の怒り。

　月げつ兎とはその理由に何となく勘かんづいているみたい。でも、ジェットは、やっぱりその理由も判らない。

　だって、判らないことだらけなんだから。

　判るのは、ジェットと寿花は同じ子供だということだけ。

　きっと境きよう遇ぐうは違う。

　寿花は、月兎や美み雨うたちのような、もののけなどの害からみんなを護まもる能力者で。

　ジェットは、護られる側。

　これだけでもだいぶ違うし、そういうことなら、美雨の立場のほうが寿花に近い。

　それでも、ジェットは寿花に妙な親近感を持っていた。




　──寿花も女の子顔だ。




　ジェットはカワイイ系で、寿花はキレイ系だけど、きっと女の子顔をからかわれたりしたんじゃないだろうかと思うだけで、親近感を持たずにはいられない！

　むしろ、興きよう味み津しん々しんだ。

　そりゃ、うちを真っ暗にされたり、ミーちゃんやじーちゃんにひどいことしてたし、はじめは、

「なんで、こんなことすんの？」

　とか思ったよ？

　けど。

　もしかして、

「ともだちになれるかも……」

　そんな風ふうに思えた。

　思えたんだ。

　……。

　…………。

　…………。

　まあ、それも、

　…………一いつ瞬しゆんだった。

「雛ひな蕗ぶき月げつ兎とぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!」

　うつむきかげんに肩をふるわせていた寿じゆ花かが、いきなり叫んで、ガバッと月兎に向き直った。

「なんじゃ？」

　まだ、挑ちよう発はつするようなヘン顔でいる月兎。

　ちょっ、じーちゃん……？

　もうそれ、よくない？

　なんか、様よう子すがおかしい……よ？

　ジェットのとなりの美み雨うも、

「…………っ」

　無言で目を合わせ、何度もうなずく。

「蒼そう間ま一族を裏切っておいて、さらに、この蒼間寿花までを愚ぐ弄ろうしてぇぇぇぇっっ!!」

　寿花の目が、完全に殺さつ気き立だっていた。

　ジェットは、直感的に、完全に『ヤヴァイ！』と思った。

　そして、ジェットのこういう悪いほうのカンって、

「よく当たるんだよね……」

　ってゆう。

　まあ、…………当たってた。

「うきょッ!?」

　一瞬前まで、ひとをナメたおしたヘン顔をくり出すのにいそしんでいた月兎の表情が、一変した。

　それが、その状況のヤヴァイ度を物語っていたといっても過言でもなんでもなく。

　──そうなんです！

「こんのォォォォォォォ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～オォッ!!」

　完全に戦せん闘とう態勢の構えを取った寿花の両手のひらに、まばゆい光が出現していた。




「「ちょっ!!」」




　ジェットと美雨のツッコミがシンクロニシティ。

　でも、もうそれは止まらなかった。

　ジェットには、完全に見覚えがある。

　それは美雨が、〝物ものの怪け〟と戦っていたときに手のひらからマシンガンのように光弾を打ち出していたのと、完全によく似ている。

　つまり、完全に寿じゆ花かは月げつ兎とに向け、いや、ジェットや美み雨うもろとも、攻こう撃げきをしかけようとしているというアレだ。

「ま、待て！　話せば判わかる!!」

　月兎がヘン顔じゃないひきつった顔で言う。

　でも、科白せりふが完全にヒーローにやぶれる小悪党のソレだった。

「うわぁぁっ!?」

　ジェットは、もうヤヴァすぎて、まともな科白すら出てこなかった。

　光が居間を照らし出す。

　昼間のように明るく。

　危険をビンカンに感じ取った美雨がとっさにジェットを抱きしめるようにおおいかぶさってきた。

　普ふ段だんなら、

「ミーちゃん、ハズイ！」

　とか、ものすごく拒否反応をしめしてしまいそうだが、今のジェットはもう、ぎゅっと美雨を抱きしめ返すほかにできそうなこともなかった。

　むしろ、じーちゃん、なんとかして……！

「うるさぁぁぁああぁぁぁぁああぁぁぁあぁぁぁぁぁああぁぁあぁぁあぁあぁぁいッッッ!!」

　としかし、ジェットの願ねがいも虚むなしく、寿花が先に行動に出た。

　両手のひらに集めた〝チカラ〟を、頭の上で合体させた。

「お、おっきい！」

　ジェットが目を見開く。

　巨大な光の弾たまが、バンザイをするようなポーズの寿花の頭上でりゃんりゃんと輝かがやいて、より光が強くなる。

「莫ば迦かもんがぁぁ～～……」

　ジェットが最後に聞いたのは、そんな月兎のなげく微かすかな声だった。







　ちゅど～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ん!!




　派は手でな爆ばく音おんと、まばゆい閃せん光こうが雛ひな蕗ぶき家け住じゆう居きよ部ぶ居間を中心に周囲一帯半径約二百メートルを包みこんだ。




「あー、また雛蕗さんちなんか、やってるわねぇ」

　と、近所の奥さまたちが言ったとか言わないとか。




　　　　♪




「わたしたちがこちらへきてからずっと、空が晴れていたでしょう？　だから、お花や樹きにお水をあげようと思ったんです」

〝彼女〟は、弾はずむような笑え顔がおで、透すき通りそうに白く花きや車しやな腕にブリキのジョウロを抱えていた。

　ただ、たっぷりと水の入ったジョウロの重さに彼女がよたよたするのを、縁えん側がわに腰かけている〝彼〟がとても不安そうに見ていた。

「姫ひめ、手て伝つだおうか？」

　彼はそう言ったが。

「わっ、わたし……っとっとっと！　ひ、ひとりでぇ～～……ああ、だ、だいじょ……ぅ、ぶ～～で……すぅぅ……っっっっ」

　とかなんとか言っている間も、彼女は、ジョウロに振ふり廻まわされて、あっちへフラフラこっちへフラフラ。

　これじゃ、彼女は、ジョウロを持っているのか、ジョウロに持たされているのか判わからない。

　とても「だいじょうぶ」には見えなかった。

　やれやれと彼は、空が燃もえるような夕ゆう陽ひ色いろになった髪を左手でかいた。

　彼女は、「よいしょ、よいしょ……」とつぶやきながら、ジョウロを抱え上げる。太陽光こう線せんから顔を背そむけ、うつむいた花と乾いた土に水をまきはじめた。

　ジョウロの重さにはじめは、力みすぎで腕を震ふるわせていたが、ジョウロが軽くなっていくとにこにことした微笑が出てきた。

　彼の方に視線を向ける。

「どうですか？　わたしにもできました！　ほめてほめてっ」

　というような視線と表情だった。

「うん。きっと花も大地もよろこんでると思うよ、姫」

　やさしい笑顔で彼が言う。

　すると、彼女はもっと笑顔になった。

「わたし、判ったことがあるんです」

「なに？」

　彼が訊きく。

　はい、と彼女はうなずいて、

「ジョウロに入れるお水は、もうちょっと減らした方がいいですね」

　そう言った。

　いたって、真剣だった。

　冗じよう談だんのつもりもなかった。彼女は冗談があまり得意じゃない。それは以前証明済み。

　けれど、

「……ははっ、ははははははははっ！」

　こらえきれずという風ふうに彼がふき出した。

　水を入れすぎたら、ジョウロが重くなるのは当たり前のことだ。

　なのに、彼女は大まじめな表情だった。

　縁えん側がわをごろごろところがりながら、お腹なかを抱えて大笑いする彼に、不ふ思し議ぎそうな瞳ひとみを向けて首をかしげる。

　何か、おかしなことを言ってしまったのでしょうか？

　けれど、まあ、いいかと彼女は思った。

「よかったです」

　やっと彼が笑ってくれたんだ。

　だから、彼女も笑え顔がおになる。

　笑顔になれる。

　彼女が急に水やりなんてはじめたのもそのせいだ。

　ここ二、三日、彼はずっと落ち込んでいた。

　彼女に気をつかわせないように無理に明るく振ふる舞まったりしてくれていたけれど、それが彼女を不安にさせた。

　彼が彼女のために植えてくれた花もなんだかしおれてしまっている。

「ああ、そうですっ」

　名案。

　……ではなかったが、彼女なりに考えてみたことだった。

　自分の元気な姿を見てもらおう。

　長旅の疲れや精神疲労から倒れてしまった彼女がようやく回復したと思った矢先、今度は、彼に問題が……。

　それなのに、励ましてもらってばかり。

　元気をもらうばかり。

　だから、彼女は、ブリキのジョウロにたっぷりの水をくんだ。

　元気のない花を元気にしよう。

　綺き麗れいな花を見たら、彼も少しは元気が出るかもしれない。

　いつも、自分がそうだから。

　そして、結果は、上々だった。

　彼女の意図とは多少違う（笑わせたというより、笑われた）ところはあったけれど、彼に笑え顔がおが戻った。




　彼が落ち込むことになった原因は、彼女も知っている。

　彼自身の『失敗』だ。

　話は、三日前にさかのぼる──







　彼女と彼は、この街では『よそ者』だった。

　そして、本家で〝事件〟を起こした反乱分子の一員の容よう疑ぎまでかけられてしまっている。

　彼女と彼を容疑者と呼んでいるのは、『志し青せい団だん』を名乗る若者たち──それを率いる青年と相あい棒ぼうの太った男たち。

　ここでは、彼女と彼は、──知らない場所からやってきた誰だれも知らない人間だった。

　身を隠すために、すでに死んだ者としている彼女たちは、雛ひな蕗ぶき慈じ温おんから『雛蕗』の姓を借りることになった。

　けれど、

「それだけじゃ駄だ目めだ。この街で暮らしていく以上は、この街の一部にならないと……」

　彼が言った。

　街のひとたちは、彼女と彼を志青団の若者たちが言うように、本家での事件を起こした容疑者とは思っていなかった。だが、古くからの伝統のある街では、もともと外からきた者が入り込む余地があまりない。こころよく思われていないのは確たしかだ。

　街の──この辺あたりの能力者のまとめ役で責任者の慈温が彼女と彼を『家族』と言っているだけに、

「出て行け！」

　とまでは言われない。

　しかし、本家で事件があったあとだ。しかも反乱を起こした者たちの一部がまだ、逃亡しているという。街の人たちは、外からの来訪者に対して必要以上に過剰な反応をしめしていた。

　志青団の若者たちも、自分たちのチカラを見せたい認めてもらいたいという気持ちは事実だろうし、この街を、ここに生きる人々を脅きよう威いから護まもりたい強い想おもいで自発的に動いている。

　べつに、彼女と彼を容疑者に仕立て、『悪』を作り出したいワケではない。

　護まもりたい。それだけだ。

　もともと、慈温を筆ひつ頭とうにこの街の能力者たちには強い団結があった。

　が、団結に水を差すように、こんなときに身み許もとの知れない『よそ者』を呼び込んだのは、慈温だった。

　だからこそ、若者たちも、この街の能力者たちも戸と惑まどいを隠せず、強い拒否反応を生んでしまった。

　それは、たちまち街中に連れん鎖さしていった。

　予想を超える反発に慈じ温おんも頭を悩ませている。

「すまんの。皆を束たばねる当主のワシがこんなていたらくで……」

　慈温は、彼女と彼に、申もうし訳わけなさそうにしていたが、ふたりが慈温を責める理由はない。

　あるとしたら、ただただ感かん謝しやだけ。

　突然やってきた彼女と彼を何も言わず迎え入れてくれた上に、「家族」とまで言ってくれた。

　それに、たくさんの人間を、それぞれにそれぞれの〝意思〟を持った人間を束ねていくということが、どれほどたいへんで困こん難なんなことなのかを、蒼そう間ま本家の中心にいた彼女はよく知っている。

　慈温の苦労も多少は判わかっているつもりだ。

　だけれど、だからといって、彼女には何もできなかった。

　目立たぬよう。

　息を潜ひそめて、ひっそりと暮らしていくぐらいしか、ふたりには思いつかないし、それくらいしかこの街のために何もできなさそうだ。

　彼女は、

「それでもいいんですよ」

　と言った。

　キミといっしょなら。

　それだけで、もう十分すぎるくらいなんですから。

　この縁えん側がわから眺める庭の景色けしきも嫌いじゃありませんし。

　キミがくれた花も大好きです。

　が、彼は首を振った。

「駄だ目めだよ、姫ひめ。たぶん、駄目なんだ。だって、姫が言ったろう『うまくやっていけるかも』って。だから……このままじゃ……」

　彼の言いたいことは、なんとなく判る。

　感じる。

　自分のことを想おもってくれているんだ。

　だからこそ、彼は、こんなことを言い出した。

「──俺おれ、あいつらのところに行ってくる」

　あいつらというのは、『志し青せい団だん』のことだ。

　この地域の能力者たちをまとめる存在の慈温に噛かみついてきた志青団だが、悪い連中には見えなかった。

　むしろ、この街を想おもっての行動で、仲間意い識しきもオトナ以上に強そうだった。

「あいつら、悪いやつじゃなさそうだ」

　軽いやつらでもなさそうだ。

　少し背伸びをしているようにも見えたが、しっかりとした信念を持っている。

　街が好きなんだろうな。

　あんなに一いつ生しよう懸けん命めいになるくらいだ。

　だからこそ、

「あいつらと判わかり合えて仲間になれれば、この街にもきっと溶け込める」

　と彼は思った。

　そして、行動。

　思い立ったら即行動。

　勢いが大切。

　が、

「で。あいつらって何ど処こにいるんだっけ？」

　と彼。

「……さあ、何処なのでしょう？」

　と彼女。

　空から振ぶる勢い。

　空から廻まわる勢い。

　計画性のない彼。

　ふわふわとした彼女。

　慈じ温おんに言わせると、

「しっかりしてるようで、惚ぼけ惚ぼけなんだよ、ふたりとも……」

　……だった。

　けれど、

「おーい、出てこい──雛ひな蕗ぶき月げつ兎とーっっ！」

　正門の向こうから、声がした。

　志し青せい団だんを率いる青年の声だ。

「月兎くーん、いるー？」

　つづけて、太った方の男の声だ。

「なんだその呼び方は！　お前は、いつから友達になったんだ。仲良しか……！」

　つづけて、青年のツッコミが聞こえてくる。

　あいかわらずの漫まん才ざいコンビだ。

　彼女と彼は、顔を見合わせて、「うんっ！」とうなずいた。

　まるで、彼女と彼のやりとりを聞いていたようなころ合いだ。

　なんと、『あいつら』が自分たちからやってきてくれた。

　先日、

「クソッ！　いいか、オマエ、憶おぼえてろよ！」

　と言ったのを青年は自分で憶えていたようだ。律りち儀ぎにも、あちらからこちらを訪ねてきてくれた。




　と、




　……そこまでは、よかったが……。




　問題はここからだった。

　彼が落ち込むことになった原因は──




　　　　♪




　外は、すっかりどっぷり陽ひが暮れて、本当の夜の真まっ暗くら闇やみだった。

　さっきと違うのは、電気をつければちゃんと明るいってこと。

　それが普通なんだ。

　だから、よけい、今さらながらさっきのことがひどく異質に感じて、少年の心しん臓ぞうはバクバクと音を立てて騒さわいでいた。




　蒼そう間ま寿じゆ花かが放った光弾の被害は、爆ばく音おんと閃せん光こうの衝しよう撃げきに反して、思いのほかちいさかった。

「い、生きてる!?」

「ジェットちゃん、ケガしてない？」

　美み雨うがジェットに訊たずねた。

「あ、うん！　死ぬかと思ったけど……！」

　寿花が巨大な光弾を放ったときの衝撃でまだ心臓がドキドキ鳴っていたり、ぎゅっと美雨のことを抱きしめたままだったりとか、美雨もそれに気づいてはずかしそうに、でもちょっぴりうれしそうに頬ほおを赤くしてたりするのに気づかなかったりだとか、ジェットはまだ、いろんなことにいろいろと気が回ってなかった。

　ここは、雛ひな蕗ぶき家け母おも屋やの一家団らんの場、居間。

　ひっくり返ったこたつとバラバラに散らばったみかん。

　服がぼろぼろで髪の毛もコントみたくぼっさぼさの月げつ兎とがいる。

「ひゅぉ～～っ」

　と、何な故ぜか口から煙を吐いている。

　コントだ。

「ねぇ、ミーちゃ……ん──ああっ！」

　ようやく、ジェットは美み雨うの顔がものすごく近いところにあるのに気づいた。

「わ、わわわっ！　ご、ごめんっ！」

　あわてて、抱きしめたままだった美雨から手を離はなした。

「ううん、いいよ。ジェットちゃん」
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　美雨は、形の崩れた服を整ととのえたり、乱れた長い髪の毛を手ぐしですく。

　もうちょっと、あのままでもよかったかな、なんて……。とか思いながら。

　いっぽうジェットは、美雨の恥じらう姿にドッキドキで、顔を真まっ赤かにしていた。「落ち着こう、落ち着こうよ、自分っ！」と心の中で何度もつぶやきながら、ふ～～っ、と深呼吸して、あらためて辺あたりを見み廻まわしてみる。

　ちょこちょこと、テルミンが辺りを跳はね廻まわっていた。

　楽しそうにしている。

　視し線せんに気がつくと、パタパタ駆けてきて、頭の上によじ登ってきた。

　ジェットは無抵抗でそれを受け入れた。

「テルミン……いいなぁ、お気楽で……」

　月げつ兎とは、コントをやり終えて満足したのか、傍かたわらの──蒼そう間ま寿じゆ花かに目を向けていた。

　寿花は「逃げも隠れもしないぞ！」といった風ふうなふてぶてしさ満点の態度で、姿勢よくあぐらで畳たたみの上に、どかっと座っている。

　その周りでは、数人のオトナたちがわさわさとしていた。

　ひとりは、ジェットの父、正まさ宗むねだ。

　暗くら闇やみの影えい響きよう下かになかったらしい敷しき地ちの離はなれにある仕事場スタジオでひとり、まんがのネーム（下した描がきの下描き）をきっていたら、いきなりの爆ばく音おんと閃せん光こう。

　あわてて飛び出してきたみたいだ。今は正宗は、タバコをくゆらせ腕組みでぼんやりと現場の様よう子すをながめていた。

　落ち着いて見えるが、正宗は動揺している。

　ジェットには判わかる。

　まず、タバコを持つ指が微妙に震ふるえている。

　それに、タバコは母、珠たま生きが嫌いやがるから家の中では吸ってはいけないルールになっている。

　ジェットは、たまにこういうテンパった父を見かけることがあった。

　連れん載さいまんがの締しめ切きりが危ないときとか。

　最近だと、ジェットがやっかいなもののけに取とり憑つかれてたとき。

　正宗は、ジェットとおなじ非能力者だ。

　さっきのアレには、さぞ驚おどろいたに違いない。

　とうさん、判る。判る。ぼくには判るよ。その気持ち。

　だって、ぼくもびっくりしたんだもん！

　正宗のほかにここにいるオトナは、つい一、二時間前までいっしょにいて、おそばやさん──じゃなくておそばやさんの倉庫を借りてやっている楽器工房『ＨＳＷ』までつれて行ってくれた、酒屋の社長さんで、月兎の〝お仕事〟仲間、左さ海かい秀ひで雄お。と、

　あぶらぎった額ひたいと顔に、突き出たぽってりおなかの太った初老の男性、というかジェットの小学校の校長先生で、左海と同じく〝お仕事〟仲間、伊い部べ武たけ満みつだ。

　月兎、左海、伊部が集まって、サッカーの選せん手しゆが試合前にやるみたく三人で円えん陣じんを組んで、なにやら話しあっている。

　コソコソすぎて何も聞こえてこない。

　ときどき、寿花のことを見たり、ジェットや美み雨うのことを見たりしていた。

　どんな話してんだろ、じーちゃんたち？

　ジェットには聞こえなかったが、ちなみにこんな会話──




「ったく、あのバアさんめっ！」

　いまいましそうに、誰だれかの顔を思い浮かべる月兎。

「あんまり本家のご当主を悪く言うなよ」

　落ち着かせようと左さ海かいが、月げつ兎とをなだめる。

『御お上かみ』に噛かみついたってロクなことがない。

「そうそう。月兎くんが騒さわぐと、そのとばっちりが僕らのほうにも飛んでくるんだからさぁ」

　雪が降るような春の寒さでも、まんまる笑え顔がおの額ひたいに大粒の汗を浮かべる伊い部べも、左海の言葉にうんうん、と納得する。

「誰だれも、御上のことだとはいっとらんじゃろう？」

　としかし、月兎がすっとぼける。

「そう言って、毎度お騒さわがせなことをする莫ば迦か野や郎ろうは何ど処この何奴どいつだ……！」

　にらむようにじろりと左海は月兎に視し線せんを向ける。

「誰じゃ？　おまえか!?」

　が、月兎はその視線を受けてななめに流した。

「僕じゃないよ。君のことでしょ、月兎くん」

　伊部はそれをさらに受けて返す。

　さすがに何十年といった付き合いで培つちかわれてきたボケとツッコミだった。

「判わーっとるわぃ。そんなもん」

「なら、いちいち話の腰を折るな」

「まあまあ、で、どうする気だい？」

「さあてのぅ……。御上はなんてゆっとったんじゃ？」

「上は、知らぬ存ぜぬだ。いつものことだが」

「でも本当は、知ってないことはないよねぇ～。あの寿花って子が『龍りゆうノ眼め』について知り得たのも妙だしさ」

「じゃな。ワシのことも、『姫ひめ』のことも知っておったしのぅ。……ってどうしたんじゃ、ヒデ？」

　テンポよく進んでいた会話が、左海で途と切ぎれた。急に黙だまりこくってしまった。

「……いや、何か懐なつかしくてな……」

　左海は、フッと口を閉じたまま笑った。

「どうしたの、じじい臭くさいなぁ」

　伊部が言う。

「オマエもジジイだろうが」

　と左海がすぐに返す。

「ただなんとなく、『姫』という呼び方がな、久しぶりに聞いたな……」

「ああ、なるほどねえ～。そういやそうだねえ～」

　伊部も下あごの脂あぶら身みをたぷたぷさせながらうなずく。

「バカタレが……っ」

　憎まれ口をきく月げつ兎とだったが、めずらしくイキオイがなかった。

　恥ずかしがっていたんだった。

「オマエは、昔から『姫ひめ』にだけは弱いからな」

「『姫』ちゃん可愛かわいいし美人だし穏おだやかで優やさしいし、月兎くんにはもったいないよ、絶対」

「やかましいわっ！　やかましいわっ！　もっぺんゆうけど、やかましいわッッ！」

　ガヴァッ！　と身を起こして、月兎が大声で叫びながら円えん陣じんを解といた。

　その声に、ジェットが目をしばたかせながら見いる。

　正まさ宗むねは、まだタバコを吸っていた。今のでまたびっくりしたっぽい。

「で、どうするつもりだ？」

　月兎の様よう子すに、にやにやしつつも左さ海かいが訊たずねた。

「うっさいわ、ボケっ。んなもん、知るかっ！」

「むくれることないじゃないかあ、月兎くん。ひやかして、ごめんよお～」

　伊い部べがしたたる汗をハンカチでぬぐいながら言う。

「むくれとらんわぃ！」

　と言っているが、むくれっつらの月兎。

「と・に・か・く・じゃ！　これからどうするかは、『本人』に訊きいてみればよかろうっ！」

　月兎の視し線せんが、寿じゆ花かに向けられた。




「──ん？」

　円陣を解いた月兎たちが、あぐらかきっぱの寿花のところへ近寄っていく。

　ジェットがそれを緊きん張ちようした表情で見つめる。

　ひどい目にあったけど、やっぱり寿花のことは、気になる。

「ちょっとだけだけどさ……」

　ひとりごとが自然と幼い唇からこぼれた。

　美み雨うがそんなジェットのそわそわした様子に、ふと何かを感じていた。

　言葉に言い表せないこの感じ。

　違い和わ感かん……？

　何ど処こかでおなじような……、

　とか美雨が深く考えをめぐらせようとしていると、




　バタンッ、




　と、畳たたみを叩たたくような音がして、美雨のシンキングタイムは、ぷつりと途と切ぎれてしまった。

　同時に、正宗が我われに返って、

「ヤバっ！　ネーム途中のまんまだった！」

　今日きよう中じゆうにネームを上げるとか担当の編へん集しゆうのひとに言ってあったのに……！

　自分の口からはき出したタバコの煙を手をうちわにしてぶんぶんとかき消し、「ジェット、あとで話聞かせてくれ！」と残して、大慌ててで仕事場に戻っていった。

　……灰皿とタバコの吸すい殻がら置いたまんまだけど……、かあさんに見つかったらしかられちゃうよ、とうさん……。

「──で、どうなんじゃ？」

　あぐらをかいて座った月げつ兎とが訊たずねた。

　けれど、月兎の真正面で同じくあぐらをかく寿じゆ花かは、月兎から顔を背そむけてしまう。

　ジェットは、さっきみたいに寿花が暴あばれ出したりしないかと、その短い髪の毛からのぞく綺き麗れいな横顔をじーっと見つめた。

　月兎のうしろに控ひかえるように、左さ海かいと伊い部べがゆっくりと畳たたみに腰を下ろした。

「ワシは、『おぬしはどうしたいのか？』と訊きいておる」

　もう一度、今度は、小バカにしたり、挑ちよう発はつするような態度ではなく、静かな声で問いかける。

「……──な……っ？」

　その問いに驚おどろいたように、寿花は背けていた顔を月兎に向ける。

「どうした？　何かがしたくて、本家からわざわざこんなところまでやってきたのじゃなかったんかのぅ」

　月兎が言う。真まっ直すぐに寿花の目を見て。

「当たり前だ……。そうでなければ、こんなところに蒼そう間ま本家の自分がわざわざ足を運ぶはずがない……っ」

　まるで、何処かの国の王さまみたいな科白せりふだ。

　左海と伊部が呆あきれた風ふうに顔を見合わせる。

「では、おぬしは何を為なすために此こ処こへ来たのじゃ」

　月兎が問いかける。

　なかなか真ま面じ目めなバージョンの月兎の姿を見られないので、これはこれでちょっとドキドキするジェットだった。

　すると、

「『龍りゆうノ眼め』を返せ！　それが目的だ……！」

　前のめりになって、寿花が言った。

　が──

「ちょー無理じゃ」

　あっさりと軽いかんじで月兎が一刀両断する。

「じ、じーちゃん!?」

　びっくりした。

　自分で、何をしにきたか話せとかいったくせにっっ！

　なにやってんの、じーちゃん!?

　けど、当事者の月げつ兎とは、いたって真剣。不ふ思し議ぎなくらい真ま面じ目めな顔。

　あたらしいタイプのギャグ!?

　逆に!?

「ふざけるなッッッ！」

　寿じゆ花かが怒ど鳴なる。

　さっきの寿花の暴ぼう走そうが嫌いやでも思い出された。

「雛ひな蕗ぶき月兎と雛蕗晴はる歌か、オマエらが『龍りゆうノ眼め』を盗み出し、隠し持っていることは判わかっているんだ！　あれは、オマエらのようなヤツがあつかえる代しろ物ものじゃない！　神じん器ぎだぞ!?　アレを持つ資格があるのは後継者の自分だけだ……!!」

　さらにヒートアップする寿花。

　今にも月兎に飛びかかりそうな雰囲気がひしひしだ。

　ひしひしだよ……。

「けど、無理なもんは無理じゃ」

　やっぱり月兎は真面目な調ちよう子しで返す。

　それが、逆に？　寿花をいらだたせる。

　じーちゃん、アレだね。ひとを怒らせたりむかつかせたりするの得意なの!?

　てか、じーちゃんなんかぬすんだの？

　その、りゅうのめとかいうの？

　悪いことしたの？

　悪いことしたら、ごめんなさいでしょ？

　あやまらないと……。

　ジェットの心配をよそに、月兎は、

「おぬしは、なーんも判っとらんようじゃのぅ」

　がっかりしたというより、月兎は面めん倒どうくさそうな顔をした。

「まあ、良いわ。そんなにほしいならくれてやろう」

　としかし一転して、月兎がそんなことを言い出す。

　ますます、ジェットはワケが判らなくなった。

「ど、どういうこと……？」

　助けを求めて、ジェットは美み雨うに視し線せんを投げかけた。しかし、美雨は、無言で「判らないの、ゴメンね」と首を横に振った。

「最初から、素直にそうすればいいんだ……」

　ようやく、と、寿じゆ花かはフーッと大きく息をはいて、前のめりだった身体からだを元に戻し、どかっと腰を下ろした。

「早く、龍りゆうノ眼めを持ってこい」

　が、まだまだ、それで話は終わらなかった。

　寿花が考えていたよりも、ジェットにとってはまったく想像することもできないような、複雑でこんがらがってややこしいシリアスなことだった。

「──ほいっ、もってけ泥どろ棒ぼうさんじゃ!!」

　月げつ兎とが言って、なんと、畳たたみの上に大の字に寝っ転がった。

　ひどくシュールなボケかと、

「誰だれが泥棒だっっ！」

　寿花がツッコむところを間違えたくらいだった。

「違う違う……」

　というように、左さ海かいと伊い部べが同じように首を振って、同じように下に向かって、ちょいちょい、と指をさした。

　ふたりの指の先で、──月兎が寝転がっていて、

「早くしろー！　にくなりやるなり何でもしろーっ!!」

　と叫んでいる。

　てゆうか、それをいうなら『にるなりやくなり』だと思うし。

　ってゆうか、そうじゃない！

「バカにするのもいいかげんにしろ！　子供だと思って……！」

　悔しそうに唇を噛かむ、寿花だったが、

「莫ば迦かになんぞ、しとらん。おぬしも蒼そう間まの人間じゃ。その歳としでも実戦に出ることもあったろう。もう、立派な能力者じゃ。すぐにカッとなるところがあるみたいじゃが。そういうところは、おぬしは祖バ母アさん似にじゃな」

　びゃっ、とすばやく月兎が半身を起こす。

　そして、にかっと笑った。

「──ワシじゃよ。龍ノ眼は、ワシそのものなんじゃよ」

　寿花の表情が一変した。

　ジェットの表情は、




『？』




　だらけだった。




　　　　♪




〝彼女〟と〝彼〟を訪ねてやってきた志し青せい団だんの面々。

　といっても、

「あれ？　今日きようはおまえらふたりだけか？」

　彼が正門の前に迎え出ると、そこにいたのは、志青団を率いている青年と笑え顔がおで「やっほー。またきたよー」と友達感覚で手を振る太った男だけだった。

「話を着つけに来たぞ」

　青年が言う。

　が、

「みんな、忙しいんだよねえ～。なんだかんだと毎日は付き合ってられないってかんじなんだよね。あ、僕も、本当は忙しいんだよ？　だけどねぇ……」

「もう黙だまれ……！」

　青年のたくましい腕が伸びて、お喋しやべりな太った男の口をふさいだ。

「じゃあ、暇ひまなのはおまえだけか？」

　彼が訊きく。

「俺おれも暇じゃない！」

　必死の否定がよけい虚むなしい。

「このひとね、実家が酒屋でいつもは手て伝つだってるんだけどさ。最近、お父とうさんと喧けん嘩かしちゃって……」

　いつの間にか、太った男が彼の傍かたわらに立って、そんなことを耳打ちしてきた。

「そっかー。だったら、早く仲直りしたほうがいいぞ？　親は大事にしろよな」

　大おお真ま面じ目めに彼が言うと、青年は、顔を赤くし、

「オマエに言われなくてもそうする！」

　唾つばきまき散らしながら興こう奮ふんした様よう子すで、返す。

　すると、彼は笑った。

　やっぱり、悪い奴やつらじゃないと思った。

「なら、よかった」

　安心したように彼はうなずいて、「それじゃあ」と正門の向こうに戻ろうとする。

「──お、おい、ちょっと待て！　話は終わってないぞ!?」

　あわてて、青年が引きとめる。

「あれ、姫ひめ？」

「……どうしました？」

　彼が正門の中に入ると、すぐそこで待っていた彼女と目が合った。

　それで、思い出す。

「あ、そうだった。こっちも話があるんだった……っ！」

　惚ぼけ惚ぼけでうっかり何も話さずに、彼女と一いつ緒しよに家の中に戻ってしまうところだった。

「あのぅ……？」

　と、彼の背中を追いかけて、彼女が正門から顔をのぞかせた。

　その瞬しゆん間かん、

「──────っ!!」

　青年と太った男が、絶句した。

　ふたりが生なま唾つばをごくりと飲み込む音が聞こえた。

　長い黒髪。大きな瞳ひとみに長い睫まつ毛げ。透すき通るような白い肌に花きや車しやな身体からだ。

　いきなり、目の前に見たこともないような神秘的な雰囲気を持った女性──彼女が現れたことは、ふたりに大きな動揺を与えた。

　が、そうとは気付かない彼女は、

「はじめまして。ええっと……、雛ひな蕗ぶき晴はる歌かと申します……っ」

　深々とお辞じ儀ぎする。

「ああっ、はじめまして……！」

「どもどもどもどもっ」

　と、同じくお辞儀するふたり。

　なんだか、彼女の、ふわふわとした満開のお花畑にでもいるような雰囲気にどっぷり呑のみ込まれてしまっていた。

「姫ひめ、大丈夫か？」

　彼女の身体を気き遣づかって彼が手を差し出してくれた。

「はい、もう。大丈夫です」

　そう言いながらも、彼女は彼の手を取る。

「…………？」

「…………ん？」

　ふたりの視し線せんが、自分たちに張りついていることに彼女と彼は首をかしげる。

「どうした……あ……」

[image: ]

　彼女は何がどうしたのか目を丸くしていたが、彼はすぐに気がついた。

　いつものクセで、人前で堂どう々どうと彼女と手をつないでしまったからだ。

　にたにたとしながら、太った男が彼を見る。

　青年は、「なんでこんなやつに、こんな美しいひとが……っ」という納得いかない表情だ。

　その視線の意味にまったく気付く素振りもないまま、彼女はさらに首をかしげた。

「あのぅ、どうしたのでしょう？」

　彼に訊たずねてみる。

「い、いや、なんでもないから、姫ひめ、うん。大丈夫だから……っ」

　すると、青年の顔が、何とも表現しづらい微妙な顔になった。

「『姫』って呼んでるのか、オマエ……」

　ぼそり、と青年が言う。

　ぼっ、と火がついたように彼の顔が一気に一気に赤くなった。

「わ、悪いか!?」

　妙に回数の多い、瞬まばたきをする彼。

　彼女は、どうしたのかと、彼の横顔をじーっと眺める。

　が、逆効果だったようで、ますます彼は赤くなった。

「は、話ってなんだ……っ!?　い、いや、それより実は、俺おれからも話があるんだ、聞いてくれ！　おまえらの話は今度聞くから、絶対聞くからっ！」

　ごまかすように勢いばかりで彼は続けて喋しやべった。

　青年と太った男は、まだ笑ったままだったが、顔を見合わせる。

「まあ、いい。話してみろよ」

　青年が言った。

　高圧的な態度がやわらいでいた。

　彼女のお花畑のような雰囲気と彼の様よう子すに、青年は、自分たちが考える『容よう疑ぎ者しや』とは違うものを感じはじめていた。

「あ、うん。話す話すっ！　えっと！　………………………………………………なんだっけ？」

　彼女が、「わっ」と声を出してしまうくらい、ふたりが見事にずっこけた。

「知るかッ！」

　青年が声を張り上げる。

「……な、なんだっけ？」

　彼が彼女の方を見た。

「たしか、この方たちと一いつ緒しよに〝もののけ〟と戦いたいという話ではなかった？」

　彼女が、彼が話してくれたことを思い出して言った。

「ああ、そうだった。そうそう、じゃあそれで！　じゃあ、そういうことで……」

「待てよ、雛ひな蕗ぶき月げつ兎と……っ！」

　言うだけ言って、彼女の手を引いて、また正門の向こうに消えてしまいそうになった彼を再び、青年が呼び止める。

「一緒に戦うだと？」

　青年の表情が堅く強こわばっている。

　太った男はあいかわらずにこやかなままだったが、青年の判断を待っているようだった。

「だって、おまえらも能力者だろ？」

　彼が訊きく。

「当然だ。オマエもそうか」

「ああ」

　青年の言葉に、しっかりと彼がうなずいた。

　と、腕組みで青年は考え込んでしまう。

　真剣な様子に、彼は、

「駄だ目めなのか？」

　青年に訊たずねた。

　すると、

「駄目に決まっている。こっちは、オマエを疑っているんだぞ？」

　青年は答えた。

「判わかっている。けど、姫ひめも俺おれも、おまえたちが思っているような悪人じゃない」

「言うだけなら簡かん単たんだ」

「信じなくてもいい。けど、見てくれればいい。俺は護まもりたいひとがいるんだ。オマエらもそうだろ？」

　彼が言う『護まもりたいひと』というのが、〝彼女〟のことだと、ふたりもすぐに判った。

　そして、彼女自身にもそれが伝わった。

　涙が出そうなくらいうれしかった。

　つないだ彼の手からつたわってくるぬくもりがただただ、やさしかった。

「この街にとって、オマエらは〝脅きよう威い〟になるかもしれない」

　青年は、そうならない可能性も感じていたが、やはり、信じ切れずにいた。

「見み極きわめてやる。オマエらが、本当に〝脅威〟じゃないのかを」

「どうすればいい？」

「今夜零れい時じだ。最近、ここらへんをうろついている〝もののけ〟がいる。そいつの討とう伐ばつがある。まあ、子供でも相手できるような雑ざ魚こだからな、オマエのチカラも見られるだろう。ただし、少しでも妙な素振りがあったときには、容よう赦しやなくオマエを叩たたく」

　そう言うと、青年は、くるりと彼女と彼に背を向けて、歩き出した。

　そのうしろを、

「じゃあね、姫ちゃん、月げつ兎とくんっ」

　と、まんまる笑え顔がおの太った男が追っかけていく。

「はい。御ご機き嫌げんよう」

　彼女も笑顔で手を振って、ふたりを見送る。

　すると、

「おいっ──」

　彼が、ふたりの背中を呼び止めた。

　振り返るふたりに、

「ありがとな、おまえら！」

　大声で感かん謝しやした。

「莫ば迦かが……。まだ、オマエを信用していないと言っているだろう」

　呆あきれて青年は肩をすくませる。

「それとなあ、俺おれは『おまえ』じゃない。──左さ海かい秀ひで雄おだ。ちゃんと憶おぼえておけ」

「あ、僕は、伊い部べ武たけ満みつね。忘れないでよお～」

　ふたりの背中が遠ざかっていく。

　それが消えるまで、彼女と彼は正門の前で見送っていた。

「よかったですね」

　彼女は、ほっとしてつぶやいた。

　彼もうなずいてくれた。

「ああ、これでなんとか仲良くできればいいんだけどな……」




　……。

　…………。

　………………。

　……………………。

　なんとか、ならなかった。

　残念ながら、彼が『大失敗』してしまったからだ。




　その夜、彼女は、左さ海かいと伊い部べたち志し青せい団だんと一いつ緒しよに、もののけの討とう伐ばつに出た彼の帰りを待っていた。

「先に、眠ってていいから」

　と彼に言われたが、とてもそんな気分にはなれない。

　薄うす暗ぐらい部へ屋やの中で、じっと目を閉じて彼の無事を祈った。

　そして、彼は帰ってきた。

　無事……というか、服はズタズタのボロボロ、彼自身はこの世の終わりのように、すごく落ち込んでいる状態。

「大丈夫ですか？　怪け我がはしていませんか!?」

「怪我は……べつにいいんだ……。どうせ、ほっとけばすぐ治るしさ…………戦うには便利な身体からだになった……」

「それでは、いったい、どうしたのですか!?」

　彼女が心配して訊たずねると、彼が言った。

　聞いたこともないせつなくて哀かなしい声で、

「──………………………………………………………………………………ヘタこいた……」

「え？」

　あまりに弱々しい声に彼女は思わず訊きき返してしまう。

　それがよりいっそう彼を自じ嘲ちようさせた。

「……やっちまった……」

　彼は、討伐に出た先で、青年たちの作戦通り、もののけを学校の校庭に追い込んだ。

　順じゆん調ちようだった。

　彼が、自分のチカラを見せようと張り切るまでは……。







　ちゅっ……、







　ど～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～んっ!!







　彼は自分の中に封ふう印いんした『龍りゆうノ眼め』のチカラを完全に把握していなかった。

　そして、制せい御ぎよもまったくできなかった。

　便利な身体からだになったというのは、ものすごく甘い考えだった。

　発動したチカラは、雑ざ魚こ的てきなもののけを倒すどころか存在ごと消し去り、学校の校庭をえぐり直径百メートルはある大穴を開けてしまう。

　さらには、その場にいた志し青せい団だんの仲間まで、ついでに吹き飛ばした。

　もののけは討伐し、一般人への被害は出なかったが、志青団にこっぴどく怒られた。

　これが、彼が落ち込こんだ理由──

「……………………………………………………………………だーめーだー……」

　半泣きの彼の頭を、

「よしよし……」

　と撫なでながら、彼女は、彼をはげます。

「大丈夫ですよ。次は、がんばりましょう。きっと、うまくいきますから」

「無理だ……。だって、俺おれ、ひどい失敗をしてしまった……」

　としかし、彼の落おち込み様ようは留とどまることを知らなかった。

　志青団は、慈じ温おんに意見するだけあって、実力者揃ぞろいだった。そのおかげで、彼の大失敗で発動させたチカラの中、かすり傷程度ですんだ。

　これで、大おお怪け我がでもさせていたらと考えると……。

「……ファ、だーめだぁー」

　それでも彼女は、言った。

「大丈夫です。大丈夫ですから」




　──次は、わたしが……。




　彼女は、決心していた。

　いつも、何かをしてもらうだけ。

　今回も彼だけに負担をかけてしまった。

　でも、もしかすると、自分にもやれることがあるかもしれない。

　そうなら、それをやるだけだ。

　自分にもできること。

　彼がくれた生きている意味。

　こんな自分も生きていていいと思わせてくれた。

　この世界。

　彼といっしょに、いたいだけかもしれないけれど。







　彼女は、大好きな歌を唄うたった。

　彼が眠るまでの子守歌。




　それは、やさしく鳴って、

　何ど処こまでも響ひびいていくようだった。

　この世界を、あったかやたいせつで満たすように。

　響いて、

　届いて、

　包みこむ。

　満たす、ヒカリ。











Make Friends With Time－fin.
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　　　　♪




　雪はやんだけれど、昼間の騒さわがしさをまだ引きずったまま、夜になった。

　雛ひな蕗ぶき家けの居間では、読んで字のごとく──ジェット少年が目を『点』にしていた。

「ワシじゃよ。『龍りゆうノ眼め』がワシそのものなんじゃ」

　月げつ兎とがそんなことを言い出した。

「ま、まさか……そんなバカなことっ!?」

　寿じゆ花かが大げさなくらいの声を上げ驚おどろく。

「それって、いったいどういう……!?」

　ジェットのとなりにいる美み雨うも、月兎の言葉が信じられないといった様よう子す。

　が。

「え、え、えっ？　なに？　なに？　なにが？　なんなの??」

　ジェットは、まったく話が通じていなかった。

　頭の上に乗っかってるテルミンも「くぅ？」と首をかしげた。

　判わかってるのか判ってないのか。

　ジェットも似たようなものだった。

『りゅうのめ』って、なに？

『うおのめ』の仲間？

　じーちゃん、うおのめ？

　てゆうか、まず。




　──うおのめって、なに!?




　それは、たぶん、足の裏にできることが多い、皮ひ膚ふがあれやこれやなって魚さかなの目めみたく見える、別名を『鶏けい眼がん』ともいうアレのことだ。押すと痛い。

　そして、龍ノ眼は魚の目の仲間じゃないし。

　月兎も魚の目じゃない。

　しかしながら、疑問があさってのほうに向かいつつあるジェットは、『龍ノ眼』『魚の目』の疑問に答えてもらえず、きょろきょろその場にいるひとたちに視し線せんを向けていた。

　伊い部べが「あーあ、いっちゃった……」と苦にが笑わらいでもらして、左さ海かいが「莫ば迦かが……」と片手で顔をおおったりしている。

　それで、なんとなく、『りゅうのめ』というのが、あまり口にしちゃいけないキーワードなのかな？　ということは判わかった。

　けれど。そのことがどう、美み雨うや寿じゆ花かたちのリアクションにつながるのかまでは判らない。

　むしろ、リアクションが一番大きかったのは、ジェットだった。

　しかも、そのせいで、みんなもジェットが『龍りゆうノ眼め』について、「あれ？　この派は手でなリアクションをしたってゆうことは？　ジェットも龍ノ眼の知ち識しきあったんだっけ？　そっかそっかぁ。なら、説明しなくていいからいいや。じゃあ、このままま進めよう。話を」的な？

　そんな雰囲気が、空気が、たれ流しだった。

　そんなワケで、話はそそくさと流れていく。

　思いもよらない、あさってのほうに。

「どういうことだ……アンタが龍ノ眼そのものだと……？」

　まだ月げつ兎とが言った言葉の意味が理解できず、さらに寿花が言う。

「そうじゃ。信じられんか？」

　月兎が訊きいた。

「当たり前だ！　そんなバカな話があってたまるか！　龍ノ眼は、〝証あかし〟を持つ者だけがあつかえるはず……!?」

「でも、本当じゃ。嘘うそは言っとらん。それは、おまえさんが一番よく判わかるんじゃないのかの。龍ノ眼の後継者なんじゃろ？」

　月兎に言われ、寿花がハッとなって、目を閉じた。

　何かに意い識しきを集中させている。

　そして、もう一度、目を開けたとき、

「……バカな……っ、まさか……本当に……!?」

　驚おどろきと疑ぎ問もんで顔がこわばっていた。

　月兎と寿花の間で何が起こったのかと、ジェットはまばたきを早めながら、ふたりを交互に見た。

「ワシの中の、龍ノ眼を感じ取ったじゃろ？」

「何な故ぜだ……!?」

「まあ、やむにやまれぬ事情があってのぅ」

　言って、月兎は目を細めた。無意識なのか、胸のところの傷に手を当てる。

「嘘だ！」

　としかし、信じないという風ふうに寿花は大きく首を振った。

「真実じゃ」

　月兎が言う。

「嘘をつくな！　そんなワケあるはずがない！　盗ぬすんだ龍ノ眼に何か細さい工くをしたんだな!?」

　寿花は、月兎の言葉をかたくなに信じようとしなかった。

　それほど『月兎が龍ノ眼そのもの』というのが衝しよう撃げき的てきなことなんだと、ジェットにも判った。

　と、傍かたわらの美み雨うが、はたと気がついた。

「もしかして……！　龍りゆうノ眼めの影えい響きようを受けているせいで、月げつ兎とおじーちゃんは、『不死身』になってしまったの？」

「まあ、そうじゃな。うきょっ♡」

　何な故ぜか照れる月兎。

　それはリアクション間違いだ。ぜったい。

「不死身……？」

　今聞いた情報と自分の中の情報を整せい理りしていた寿じゆ花かに、その『検けん索さくワード』が引っかかった。

「どういう意味だ。この男が不ふ死し人にんだとでもいうのか？」

　ああ、そうか。

　ジェットは、うっかりしていた。

　つい、忘れそうになってしまう。

　月兎は、ジェットのじーちゃんで。

　それは、生まれたときからジェットのじーちゃんで、ずっとそこにいて、いっしょにいて、あたりまえの日常になっているから、忘れてしまいそうになる。

　でも、それは『常じよう識しき』じゃなかったんだった。

　髪の毛の色が夕ゆう陽ひみたく真まっ赤かで、ジーパンや皮パンはいて、オールスターのハイカットスニーカーはいてたり、シルバーアクセサリをじゃらじゃらさせてたり、それで、髑どく髏ろと死しに神がみの刺し繍しゆうが入ったド派は手でなスカジャンを着てたりしてて、見た目は、どうがんばっても二は十た歳ちくらいにしか見えない若造なんだけど、

「じーちゃんって、これでも老人のひとなんだよね……」

　ジェットがぽつりと言う。

「な……？」

　寿花が、まじまじとジェットを見てきた。

　予想外の長文ワードに、今度は寿花の脳内知識データバンクで検索ヒットしなかったらしい。

　しょーがない。

　と思う。

　少年にとっても、これはひどく重い悩みの種なんだから。

　月兎は、齢よわい六十を超えて赤いちゃんちゃんこもすでに着倒したにしては、世間一般のおじーちゃんと違いがありすぎる。

　よぼよぼもしてないし、ぷるぷるしながら危なっかしく自転車の運転をしたりしない。

　赤い原付ズーマーに乗って、ギター担かついで爆ばく走そうしてる。

　なので、ジェットが『カタギのご老人』にしようと奮ふん闘とう中ちゆう。

　なかなかうまくいってないけれども……。

「驚おどろくとは思うんだけど、じーちゃん、ぼくのじーちゃんなんだよ、これでも？」

　ジェットが寿じゆ花かに言う。

「これでもはよけいじゃよ、ジェットぉ」

　ちょっと泣きそうに月げつ兎とがつぶやく。

「どういうことだ!?」

　と、また寿花が驚いた声を上げる。

　それに対して、ジェットが答えることにした。

「ぜんぜん、そういう風ふうに見えないかもだけど、じーちゃんは、ようするに、ぼくのかあさんのとうさんなんだ」

「龍りゆうノ眼めの影えい響きようということか……!?」

　言って、寿花はぶつぶつと口の中で何かをつぶやいた。

　月兎と龍ノ眼についての矛む盾じゆん点てんを捜したり、自分の中の情報のつじつま合わせをしている風だ。

　今日きよう最大級に、眉み間けんにしわをよせている。

　美み雨うも困こん惑わくした表情だ。

「いったいどうして、こんなことが起こっているんだ……!?」

　寿花は、月兎に目を向け、それからジェットたち居間にいる人間全員の顔を見み廻まわした。

　どうやら、

『龍ノ眼』

　というのが、月兎につきまとう数々の疑ぎ問もんを解き明かすキーワードだろう。

　ジェットは、あいかわらず龍ノ眼も魚うおの目めも判わからなかったが、それだけは確たしかだった。

　そして、龍ノ眼は、寿花にとっても重要なものらしい。

　それは寿花の動揺っぷりからもなんとなく伝わってくる。

　あぐらをかいて座り直した寿花が言う。

「ワケが判らないっ！　どうなっているんだ!!」

　あたらしく知った情報が能力者の寿花にとっても非ひ常じよう識しきすぎたのか、頭の中で整せい理りができなくなって、ついには、大声を張り上げた。

　ジェットが、びくっと身を震ふるわせる。

　寿花は、イラだちを隠せなくなっていた。

　が、月兎は、それとは対照的に落ち着いた口く調ちようで、

「知りたいか？」

　と寿花に訊たずねた。

　ゆっくりと畳たたみに腰を下ろす。

　それに合わせるように、左さ海かいと伊い部べも座った。

「ちなみに、ジェットが言ったことも、ワシが話していることもすべて真実じゃ。ワシはこのとおりジジイじゃろ？」

「何ど処こがだ！」

　寿じゆ花かがつっこんだ。

　みんなそう思った。

　何処がだよ、じーちゃん。

　って、思った。

　そりゃそうだよ。

　じーちゃん、どっからどうみても、いっぱん的なおじーちゃんじゃないじゃん！

「──もういい！」

　寿花が怒ど鳴なった。

　またも、ジェットはビクッ、と身を震ふるわせた。

　びっくりして、一歩うしろへ下がってしまう。

　何気なく、美み雨うがジェットの前へ出る。

　寿花が何かをするならジェットを護まもらなくてはならない。

　それが美雨の『使命』で、彼女自身の『想おもい』だ。

　だが、寿花には関係のないことだ。

　そういうように、

「もうたくさんだ！　ふざけたことばかり言って！」

　寿花はおおげさに首を左右にぶんぶんと振った。

「ジェットもワシも事実を言っておるだけじゃ」

　冷静な月げつ兎との声。

「うるさい！」

　としかし、寿花は手振り身振りを大きくして。

「もう情報はいらない！　混乱するだけだ！　これ以上、頭の中を乱されてたまるか……！」

　情報を引き出そうとしていたのは寿花だが、会話を拒否してきた。

　でも、ジェットは、「ムリもないかなあ」と思った。

　本当は、ジェットも絶ぜつ賛さん混乱中だったりするからだ。

　月兎の『真実』にもう少しで触れそうなんだけれど。

　なんだか、それが恐ろしくなってきた。

　真実を知ることが、とても怖く感じてしまう。

　何な故ぜかは判わからない。

　もしかすると、月兎と過ごしてきた時間の中にたくさんのヒントがあったかもしれない。

　それに気づかなかったのはジェットで、これまで気づこうともしなかった。

　若すぎるじーちゃん。

　夕ゆう陽ひみたく赤い髪。

　胸の傷。

　能力者。

　ばーちゃん。

　今はもう、死んでしまっていない。

　もののけ。

　蒼そう間まという名前。

　それから、──龍りゆうノ眼め。

　全部のことを点と線せんで結ぶには、まだ、知らないことがある。

　ずっと、ずっと、ジェットが月げつ兎とに訊きこうと思っていたこと。

「なんで、じーちゃんはそんなに若いの？」

　もうすぐで判わかるのに、ジェットもこれ以上は訊かないほうがいいような気がした。

　寿じゆ花かとおんなじだった。

「だが、ここに龍ノ眼があることは判ったんだ。あとは、この眼で確たしかめる。そして、龍ノ眼をこの手に取り戻す」

　迷いを振り払うように、寿花が言った。

　すると、月兎は、

「判った。ワシは、もう何も言ゆわん」

　口にチャックするポーズを見せる。

　が、そんなチャックは最初から存在していないので、

「寿花といったな？　おぬしの好きにするがいい。なんだったら、このうちに泊まっていけばいい。いやむしろ、泊まれ」

　喋しやべる。さっさと喋る。

　そして、

　とてつもなくおかしなことをぬかしてけつかったんだ。

「なっ、なに」

「え？　…………──エエッッッッ!?」

　寿花よりも、ジェットのほうが驚おどろいていた。

　美み雨うも、「えっ？」と息を詰まらせる。

　左さ海かいと伊い部べは、また面めん倒どうを呼びこもうとしている月兎に、やれやれとあきれて、苦にが笑わらいだった。

「誰だれがこんな裏切り者のところに！　寝こみを襲おそうつもりだな!?」

　突とつ拍ぴよう子しもない提案に、寿花は完全に疑ぎ心しん暗あん鬼きになっている。

「あほか。そんなことせんわい！　襲うんなら、ジェットを襲うわ！」

　そっか。

　それなら、安心……。

「じゃないよ！　じーちゃん、なに言ってんのさっ!?」

「ダイジョブじゃ、ジェットや！　やさしくするぞぃ？」

　言って、ウィンクする月げつ兎と。

　うわぁー！

　ぼく、やさしく襲おそわれることになったよ!?

「よけいな詮せん索さくはしなくてもいい。ただ、このクソ寒い中で、おぬしのようなちっこいのを外でうろちょろさせとくワケにもいかんじゃろ？」

　月兎が言う。

　襲う襲わないの話に触れていないところをみると、やっぱり襲われることは決定した？

「そんな必要ない！」

　と寿じゆ花かが言えば、

「ある！」

　と月兎が言う。

「おぬしは『蒼そう間ま』じゃ。ワシら組そ織しきの下っ端の者は、蒼間の後継者というおぬしを丁てい重ちようぉぉ～～～～っっっにお迎えする義務があるんじゃ！」

「だから、必要ないと言っている！」

「いーや、何が何でもおもてなしじゃ！　おもてなっしんぐトゥユーじゃ！」

　ワケが判わからなくなってきた。

　でも、ジェットは、こうなると月兎が譲ゆずらないことをよーく知っている。

　じーちゃんて、『ガンコジジィ』なんだもんね。

「ゲームするのじゃ！」

　と言う月兎に、「宿題があるからあとで」なんて通用しない。

「今じゃ～～、今すぐやるのじゃ～～っ！　宿題なんてあとでもできるじゃろうが！　じゃけれども、ワシとジェットのスウィート甘いタイムは、今しかないんじゃ!!」

　ゲームもあとでできると思うけど……、仕方なく、ジェットは月兎に付き合うことになる。

　そのまま放っておくと、朝まで騒さわぐからだ。

　そうなると本当に宿題どころじゃなくなるし、眠れなくなるおそれまである。

　言い出すと聞かない子供みたい、それが月兎。

　ああー、寿花くんも早く「うん」ってゆわなきゃ、しつっこいよ～～……。

　と、

「なんなら、家うち中じゆうを勝手に見み廻まわってもいいんじゃぞ？　風ふ呂ろも台所も自由に使っていい。自分のうちだと思えばいい！」

　なんか、ホームステイの留学生を受け入れる家族のような科白せりふだった。

　けど、寿じゆ花かは、

「うちなんて思えるか……！」

　とつぶやきつつも、何かを考えているようだった。

　ジェットはそれを、はらはらと見守る。

　そして、その傍かたわらに寄りそうようにいる美み雨うは、はらはらどきどきしながら見ていた。

　……泊まっていくの？

　このひとが？

　でも、それって、ジェットちゃんとひとつやねの下に……？

　ど、どうしよう？

　だったら、あたしも泊まっていったほうがいいのかな？

　いやいやいやいやいやいやいやいやっ。

　違うの。そういうんじゃなくって……！

　ほ、ほら、あたし〝護もり人びと〟だから？

　そうそう、ジェットちゃんの護人だからっ！

　とかなんとか、すぐ傍そばで美雨が、自問自答を繰くり返しているなんて知るよしもないジェットだった。

　あいかわらず、異性関係がまったくダメなジェット少年だった。

　だから、のちのち、美雨の不安と心配は、ある意味、現実となってしまう。

　そのうち、その当事者、蒼そう間ま寿花が口を開いた。

　考えて出した結けつ論ろんは。

「……判わかった」

　寿花がそう言ってうなずいた。

　仕方なく。というかんじだろうか。

　にしても、

「あっさりと……」

　そんな風ふうにも思えた。

　ジェットは、何か引っかかりを覚えつつも、次の瞬しゆん間かんには、思考回路は強制遮しや断だんされてしまうことになる。







　ぐぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～……っ。







「うきょっ♡」

　月げつ兎とのお腹なかのムシがフルボリュームで啼ないた。

「………………え？」

　ジェットだけじゃなかった。

　そこにいる全員が、ぽかんとしたり、あんぐりと口を開いた。

「とりあえず、飯にせんかの？　さっきから腹が減ってどうにかなりそうなんじゃ!!」

　ちょびっと照れてはにかみながら、月兎が言う。

　じ、じーちゃん!?

　もしかして、さっきまでの真ま面じ目めっぽい顔とか、実は、お腹がすいてたのをがまんしてたから!?

「お腹の虫さんたちはさっきからずっとフィーヴァーフィーヴァーじゃっっ！　タケミツ！」

　ジュパッ、と月兎が、伊い部べを指さす。

　さばっ、とジェットと美み雨うと寿じゆ花かが何事かと伊部に視し線せんを移す。

　すると、

「──あ、もしもし、僕だけど？　うん、そうそう……」

　間かん髪はつ入いれず、伊部が胸ポケットから携ケ帯ー電タ話イを取り出し、何ど処こかに連絡を取っていた。

「特上と上を半分ずつ、えーっと、六人……あ、やっぱり、倍で。十二人前かなっ」

　たぶん、お寿す司し屋やさんだ。

　でも、十二人前？

「よっつは、サビ抜きね。じゃあ、超特急でよろしく。え、はやくて三十分？　駄だ目めぇ、十五分っ」

　それで、伊部は、ピッと通話を終了させた。

　ただ、その直前に受話口から、

『そんなの無理……──ッ』

　というのが、かすかに聞こえたような聞こえなかったような……。

　ジェットは知るよしもなかったが、こういうひとのことを『真性のドＳ』といったりする。

　知らなくていいことだ。

「──あのぅ、もしかして……出前？　ですか？」

　ジェットが「よっしゃー、でかしたー！」とか騒さわいでる月兎を放っておいて、伊部に訊きいた。

「うん。そう。ほら、月兎くんもあんな調ちよう子しだから、早くご飯にしたほうがいいかなあって。ひいきにしてるところなら、この時間でも融ゆう通ずうがきくから」

　ってゆうか、お寿司屋さんにちょっと無む理り矢や理りだったっぽいのは気のせいかな？

「あっ、もしかして、ジェットくん、お寿司嫌いだった？」

「い、いえ、そ、そういうんじゃなくて……っ」

「お金？　お金なら僕と月兎くんとヒデちゃんで払うから大丈夫だよぉ」

「俺おれもか!?」

　左さ海かいが驚おどろいて声をあげた。

　出前を注文したのが伊い部べだったから、当然支払いも伊部だと思っていたらしい。

　でも、そうじゃなかった。

「当たり前じゃないかぁ」

「金持ちのクセに、そういうところは昔からしっかりしてるな、オマエは……」

「持ちつ持たれつだよぉ」

　その科白せりふは、あっているようなあってないような気がした。

「じゃあ、用意しようか」

　伊部が、ぱんっ、と手のひらを叩たたく。

　呆ぼう然ぜんとしていた美み雨うが、ハッとなって、

「ハイっ！」

　と、コクコク首を上下させた。




　こうして、何な故ぜか、お寿す司しパーティが開かい催さいされることになった。

　それはなんだか、寿じゆ花かの『歓かん迎げい会かい』みたいだった。




　寿花は、あぜんとしていた。

　でも、月げつ兎とはこういうひとなんだ。

　自分勝手で、わがままで、ハジケててふざけっぱなし。

　でも、みんなを笑え顔がおにする。

　ぴっかぴかの笑顔だ。

　だから、ジェットはなんだかんだと文句を言っていても、月兎のことがちょっぴりうらやましかった。

　自分にはできるだろうか。

　誰だれかを笑顔にできるだろうか。

　じーちゃんは、本当はすごいんだ。

　いざとなったらすごく頼りになる。

　ぼくを、みんなを助けてくれる。

　痛くても、苦しくても、つらくても、いつも笑って、へっちゃらな顔で。

　かっこよくて、やさしくて、あったかくて。

　いつも頭を、髪の毛をなでてくれるその手があんがいおっきいのも知ってる。

　いつか、ぼくもそんな風ふうになれるのかな？

　じーちゃんみたいに。

　誰だれかの笑え顔がおになれるかな？




　ふと、写真の中の祖そ母ぼの笑顔を思い出した。




〝彼女〟は、笑ってた。

　とても綺き麗れいに笑ってた。




　　　　♪




　お寿す司しは、あっという間にやってきた。

　雪が雨に変わったひどく足もとの悪いなか、自転車ぶっとばしてお寿司屋さんの大将みずからが息を「ぜーぜーっ！」しながらやってきた。

　けれど、伊い部べが指定した時間よりも遅れてしまっていた。

　なので、

「駄だ目めじゃないかあ。んーでも、ちょっと割り引いてくれたら許してあげるよぉ？」

　と笑顔で伊部にすごまれてしまう。

　笑顔だけになんだか、よけい怖い。

　大将は、半泣きでその条件を呑のみこんで、伊部から支払いを受け取っていた。

「悪いねぇ、まけてもらっちゃってえ」

　笑顔だ。

　ぜんぜん、悪びれてない。

　むしろ、アクドイ!?

　ドＳだからだ。

「ま、まいど。また、ごひいきに……っ！」

　それでも、そう言って雛ひな蕗ぶき家けを去っていったお寿司屋さんの大将さんの背中に、ジェットは『漢おとこ』を見た！

「これぞ、しょくにんさん！　ってかんじだねっ」

　ひとりプロの魂たましいに感動しているジェットだったが、

「──うきゃぁああああああああああああああああああああああぁっ！　す、す、す、す、す、す、寿司じゃ！　いや、むしろ、シースーじゃあッッッッッッッッ!!」

　月げつ兎とが大だい興こう奮ふんでこたつの上に並べられた寿司に、よだれを、だらだらだらだらだらだらっだらっだ垂れ流しているのにつられて、

「うわーっ、すごい！」

　そして、大将の背中をあっさり忘れてしまう。

　少年の心はもう、『お寿す司しさま』のモノだった。

　だって、ほんとは、ぼくもお腹なかがすいてたんだもん！

　じーちゃんじゃないけど、ずっとがまんしてたんだよ？

　そんなアレで……。




「──いっただっきま～～～～っす！」




　みんなで合唱しつつ合がつ掌しよう。

　当たり前のように、寿じゆ花かは無言。

　座り位置は、こたつの周囲に、







　　　　ジェット　美み雨う

　月兎　　　　　　　　　寿花

　　　　左さ海かい　　　伊い部べ







　というかんじ。

　二時間ほど前に自分たちを襲しゆう撃げきした人物といっしょに、食卓こたつを囲んでいるというこの不ふ思し議ぎ空間。

「誰だれじゃ、この寿司にぎった奴やつは!?　出てこい！　う……──うまいのじゃっっっっ!!」

　真っ先に手をつけ、赤身を口に運んだ月兎が、顔をぐちゃぐちゃにして怒るように感動を表現した。

　じーちゃんて、器き用ようだなぁ。

　顔の筋肉も、それどんな風ふうになってんの？

　と月兎に感心しつつも、ジェットも目の前の寿司桶おけの中のネタに手を伸ばす。

　もちろん、わさび抜き。

　月兎は、ものの十分ほどで三人前は食べ、満足そうな顔をしたかと思ったら、まだ満足してなくって、

「ちょっ、じーちゃんっ！」

　取って置いた、もうそろそろ帰宅するはずの母、珠たま生きの分に手を出そうとしたのをジェットが寸前で食い止めた。

「ほら、ぼくのぶんあげ……」

　あげるからこれでがまんして。

　とか言おうとしたが最後までいく前に、

「マジでか!?　ぢ、ぢゅぇっと～～～～～～～～～～～～～～～ん♡　ラヴ！」

　月げつ兎とがジェットのお寿す司しをさらっていった。

「って！　そ、それ、ミーちゃんの分も入ってるから!!」

「──ふごごっ……？　ゴクンッ──うきゃ？」

　時すでに遅し。

　ウニとイクラとタコとイカとアナゴとタマゴなどなどが、軽い咀そ嚼しやくを経へて、月兎の胃の中へ吸いこまれていった。

「……じ、じーちゃん……。ご、ごめんね、ミーちゃん……」

「いいよ、ジェットちゃん」

　美み雨うは、怒るどころかむしろ、月兎の──寿司ネタが一いつ瞬しゆんにして消えるという手品マジツクのような食べっぷりを楽しんでいるみたいだった。

「ふぁー……」

　とため息をつくジェット。

　何げなく視し線せんを寿じゆ花かに向けてみた。

「…………ん……？」

　正座した寿花は、少しうつむき加減で膝ひざの上に置いた手に視線を落としている。

　目の前のお寿司には、まったく手をつけてなかった。

　……おすしキライなのかな？

　もしくは、わさびがダメとか？

　あ、でも、アレ。わさび抜きのやつだし。

　ちょっと、待って。

　むしろ、逆？

　逆なの？

　わさびが入ってないとイヤとか？




　──全部、違ってた。




「おぅ？　なんじゃ、手ぇつけとらんのか？」

　月兎が、手つかずの寿花の分の寿司にめざとく気がついた。

　しかし寿花からの返事はなく、膝の上の手もとを見つめるだけ。

「喰くわんのか？　なら、ワシがもらうぞぃ!!」

　寿花からの反応がないのをいいことに、返事も待たずに月兎が身を乗り出して、寿花の寿司に手を伸ばそうとした。

　さすがにジェットも、

「おぎょうぎが悪いよ、じーちゃん！」

　とジェットを止める。

「じーちゃん、『めっ！』だよ？」

　ジェットが犬をしつけるように言うと、月げつ兎とは、叱しかられた犬のように小さくなって、

「じゃけれどもぉ、もったいなかろぅ？」

　うーん。それもそう。間違ってない。

　なので、ジェットは訊きいてみた。

「どうしたの？　食欲ないの？」

　寿じゆ花かはジェットのほうを見ないままで、

「べつに……」

　とだけ答えた。

「どうせ、このクソ寒い中でずっとワシらを見張ってたせいで、風か邪ぜでも引いてしまったんじゃないのかぁ？」

　イヤらしい口ぶりで、月兎がイヤらしい視し線せんを寿花に送る。

　そんな、まさかぁ。

　と思ったが、

「……馬ば鹿かをいうなっ！」

　そういう寿花が、それ以上は黙だまってしまった。

　どうやら、図ず星ぼしらしかった。

　言われてみると、ほんのり顔が赤い。

　熱ねつがあるのかもしれない。

「ほぁあ～～。まったく、それならそうとさっさとゆえばいいんじゃ。さっきゆったじゃろ？　ここを我わが家やと思えと」

　ふだんあきれられるばかりの月兎がここぞとあきれた風ふうに言った。

　ぐっ、とこらえた寿花は、よけい押し黙ってしまう。

「ジェット。とりあえず、今日きようは寿花に、ジェットの部へ屋やを貸してやってくれんかの」

「え？　あ、うん。判わかった」

　こくん、とジェットはうなずいた。

　ほかの空あいている部屋で布ふ団とんやら何やらを用意するのには時間がかかるのは、判る。

　でも、なんで、ぼくの部屋？

　ねえさんの部屋今、使ってないし……。

「あ、ジェットちゃん、あたしもいこうか……？」

　おそるおそるというカンジで、美雨が提案してきた。

　でも、その真意に気づかないで、ジェットは、

「ううん、いいよ。ぼくの部へ屋やだし、だいじょうぶ、ありがと」

　とやんわりと断ってしまった。

「そ……そう？　んじゃ、よろしく……」

　美み雨うもそれ以上は言えず、両手を無意味にひらひらさせてから、手持ちぶさたに湯飲みをつかんで、ごくごくとお茶を呑のんだ。

「……？」

　まあ、いいやとジェットは気にとめるべきところを気にもとめず、

「寿じゆ花かくん。部屋まであんないする」

　言って、ジェットが立ち上がっても、寿花は、うつむいたままだった。

「寿花くん？　ほら、いこ」

　もう一度言う。

　しかし、無言のまま反応がない。

　すると、

「いいから、おとなしく部屋に行ってこいじゃ！　じゃないと、ワシがジェットと寝られんじゃろうがっっ!?」

　とつぜん月げつ兎とが、ズレまくったことを言ってけつかった。

　そういうことね。

　だから、ぼくの部屋に寿花くんを……。

　じーちゃん……。

　じーちゃん……。

　嗚あ呼あ、じーちゃん……。

　さっきとは違う意味で、泣きたくなった。

　けれど、寿花は、反抗的な視し線せんを一いつ瞬しゆん、月兎に向けると立ち上がった。

　そのままにらみ合いになりそうな雰囲気に、

　ジェットはおろおろしそうになったが、早く寿花をつれだしたほうがいいと判断した。

「え、えっと。んじゃ、こっち」

　すぅー、とふすまを開けて廊下に出ると、そのあとに寿花がしぶしぶというか月兎の顔を見ているよりはマシという感じを全身から垂れ流しながらついてきた。

　ちょうどそのとき、玄関から、

「ただいまぁー」

　と帰宅した母、珠たま生きの声が聞こえてきた。







　居間を出て行くジェットと寿じゆ花かを、美み雨うが心配そうな目でじーっと見ていたのが気になった。

　でも、ジェットは、何時間か前に襲しゆう撃げきしてきた寿花のことを不安がっているんだろうと思っていた。

　だいじょうぶ。

　……たぶん。

　いざとなったら、じーちゃんがなんとかしてくれるよ。

　……たぶん。

　けど、そうじゃない。

　美雨の不安は、ジェットへの不安だった。

　ジェットのことだからもしかして……、気づいてないのかもしれない。

　てゆうか、気づいてない。

　だから、不安なんだ。

　そう。美雨の不安が的中し、ジェットは、まんまと、王道の展開に足を踏み入れ、お約束通りになるワケで。

　そんなジェットは寿花を部へ屋やに案内したあと、台所にやってきていた。

　帰宅するなりすぐ台所に立っていた母、珠たま生きに、

「これ、お古だけどないよりはいいと思うから、寿花ちゃんに持っていってあげて」

　と、姉、莉り々りの着ていたパジャマ的なモノを持たされた。

　これ、女の子用だけど？

　ジェットは珠生が帰ってくる前に、寿花のことやら起こった事件などをメールで珠生のケータイに送信しておいた。

　だいたいのことを把握済みの母親。さすがに月兎じーちやんの娘だけあって驚おどろいた様よう子すもない。

　でも。これ、女の子用だよね？

　それから、珠生は台所でお寿す司しをつまみつつ、風か邪ぜの寿花のために、お寿司ではなく消化のよいご飯を用意しはじめた。

　昼間起こった真まっ暗くら闇やみ事件などを体たい験けんしていないせいか、珠生は、鼻はな唄うたまじりだ。

「なんかさぁ、ちょっとうれしいんだー。雛蕗家うちにこうやって、お客さんがくるのって、あんまりないじゃない？　だからねえー。それに、寿花ちゃんてアレでしょー？」

　アレって？

　まあいいか。

　それより、はやいとこ、パジャマを寿花に渡してこよう。

　女の子用だけど、ジェットのはちょっとちいさいだろうし、月兎や珠生のだと大きすぎる。

　小こ柄がらな莉々のお古がたぶん、ぴったりなんだろう。

　それにないよりはいいかもだ。

　見たところ、寿じゆ花かは着がえとか持ってなさそうだった。

　そういうことか、さすが、かあさん。とジェットは、納得して、渡されたパジャマを手に二階の自室、今は寿花がいる部へ屋やへ向かう。

「そういえば、寿花くんて、どっからきたんだろ？　蒼そう間まさんちって遠いのかな？」

　二階の部屋までは、短い距きよ離りだったが、ジェットはぼんやりと考えていた。

　昨日きのうは、ずっと外にいたみたいだけど、まさか野宿？

　すごいなー。

　ぼくとおない歳どしか、ちょっと上くらいなのに。

　野宿かー……。

　ぼくは、考えられないかなー……。

　寒いしねー。

　春なのにねー。

　と、いきおいよく自室のドアを開けた。

　開けた。

　開けてしまったんだ。

　つい。うっかりだった。

　考えごとをはずませていたせいで、すっかり忘れポンチだったよ。

　今、ぼくの部屋はぼくの部屋なんだけどぼくの部屋じゃなかったんだねっ！

「…………アッ……！」

　運悪く。

　というか、こういう場合の典型的パターンで、テレビドラマとか、まんがでもよくあって、

「んなことあるワケないじゃんっ」

　ジェットはそう思っていた。

　なもんで、自分がまさにそんなお約束にどっぷりばっちりがっちりはまることになるなんて、思ってなかったワケで。

「────なっ……!?」

　大きく目を見開いて、驚おどろいた表情の寿花がこっちを見ていた。







　……下着姿だった。







　着がえようとしてたところに、ひじょうにぜつみょうなナイスなタイミングでジェットがドアを開けてしまった。

　が、それだけじゃなかった。

　ジェットはずっと、勘かん違ちがいしていた。

　それに気づかされた。

「…………えぇ──!?」

　寿じゆ花かが身に着けていた下着に思わず目がいく。

　いやらしい気持ちなんかじゃない。

　だって、おんなじ男の子だし！

　だったら、驚おどろくこともたじろぐこともおろおろすることもなかったんだけれども……。

「寿花……くん………じゃなくて、……『さん』？」

　そう。

「…………お、お、お、お、お、お、お、お、おっ──」







　おんなのこ（♀）







「──だったのぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

[image: ]

　寿じゆ花かが身に着つけていたのは、まぎれもなくジェットや月げつ兎とのとは違う──女の子のガーリィなアンダーウェアだった。

　髪の毛が短かったり、言葉づかいとか口く調ちようとかで、てっきり、男の子だとばっかり！

　ザ・お約束。

「あいにく、私は、生まれてから今日きようの今日まで一度も、『女』をやめたことなんて、ないんだよ──ッッ!!」

　怒りをかみ殺して、寿花がうなった。

「ご、ご、ご、ご、ご、ゴメン！　ぼ、ぼく……！」

「いいから、さっさと……──出てけぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっぇぇぇぇぇぇぇぇぇえええぇえぇぇぇぇぇぇえぇえっぇぇぇえぇぇぇぇぇぇぇえぇぇぇええぇぇぇぇぇえぇぇぇぇぇぇぇぇえええぇえぇぇぇぇぇぇえェェッッッッッッッ!!」

「はいぃぃっ！」

　廻まわれ右！

　で、部へ屋やを出た。

　生きた心地ここちがしないというのは、こういうことを言うんだ!?

　って思った。

　心しん臓ぞうが、バックンバックン、聴きいたことないような音を立てている。

　び、びっくりした……！

「ふぁぁ……っ」

　男子としてなさけない声をもらしながら、ジェットはしっかりと閉ざされたドアにもたれかかりながら、ずるずると床ゆかにへたりこんだ。

　異性関係に微妙なジェット。

「もしかして……、みんなしってたのかな……？」

　あたり。

　気づいてないのは、ジェットだけ。

　ぼくって……。

　落ちこんで膝ひざを抱えた。

　で。気づいた。

「あ……っ。ぱ、パジャマ渡すの忘れた」

　膝を抱えるのを急きゆう遽きよとりやめにして、ジェットはおそるおそる、




　こんこんっ。




　と部へ屋やのドアをノックしてみた。

　当然のように、向こうからは返事がない。

　着がえていたから、もしかすると、自分の着がえが用意してあったのかもしれない。

　けど、一応……。

「あ、あのぅ……。ほんとはパジャマ持ってきたんだけど……。母かあさんが持ってけって、こ、これ、ねえさんのなんだけど、ちゃんと洗ってあるし、……と思うし。キレイだと思うから……」

　反応なし……！

　て・ゆ・う・か！

「だ、だから、パジャマねえさんのだったんだ……！　おおきいとかちいさいとかじゃなくて、女の子用なのは、女の子だからじゃん！　なにやってんの、ぼく……!!」

　涙目！

「パジャマ……ここ、置いとくね……？」

　おそるおそるびくびくしながら、ジェットがそう声をかけると、ややあって、




　ガチャ……、




　うっすら、ドアが開いた。

　かと思ったら、

　──バッ！

　と目にもとまらぬ速さで、ドアの開いたわずかな隙すき間まから手が伸びて、パジャマを持っていった。

「あの……ほんとに、ごめん……。そんなつもりじゃなかったんだ……その……ごめんなさい」

　見えてないのに、ジェットはぺこぺこと何度も頭をさげた。

　すると、それが通じたのかそうじゃないのか、




　ガチャ。




　とまた、ドアが開いた。

「……ええーっと……」

　しかし、どうしたらいいもんかとジェットが考えあぐねていると、

「……入ってきていいぞ」

　と中から寿じゆ花かの声がした。

「あ、うんっ！」

　べつにもう用事も何もないが、ジェットは言われるがままに、ドギマギしながら部へ屋やの中へ入ってみることにした。

　まるで、ぜんぜん知らない女の子の部へ屋やに入る気分だった。

　自分の部屋なんだけど……。

　寿じゆ花かは、ジャストサイズのパジャマに身を包んでいた。

　着てくれたんだ……！

　そんなことに何な故ぜだか、感動すらおぼえた。

「おいっ」

　が、寿花に声をかけられただけで、ジェットは、

「は、はいっ！」

　びくんとなって、姿勢を正してしまった。

「これが『雛ひな蕗ぶき晴はる歌か』か……？」

　寿花が訊きいてきた。

　その視し線せんの先には、ジェットの机の上に飾られた家族の写真があった。

「ああ、うんっ。それがぼくのばーちゃんだよ」

　写真の中で、月げつ兎とと晴歌が並んで仲良く笑っていた。

「そうか。やはりな……」

　予想通りといったかんじに、寿花はうなずいて納得した。

　しかし、次にジェットの言った科白せりふに、表情がくずれる。

「でも、ぼくも逢あったことないんだ。ずっと前に、かあさんが子供のころに死んじゃったんだって」

「なっ？　どういうことだ、それは!?」

　写真から視線を外はずし、寿花がジェットに向いた。

「え？　どう、って？」

「雛蕗月兎は、龍りゆうノ眼めのチカラの影えい響きようで不ふ死し人にんになっているんだろう？　なら、雛蕗晴歌もおなじように、不死人ではないのか!?」

「あ、いや、だって、ほら……死んじゃってるけど……？」

　ジェットは疑ぎ問もんにもならないことを、そうあるべき答えを口にした。

「そんな……なら、龍ノ眼が盗み出されたのは、最近ではないというのか!?　雛蕗月げつ兎とと雛蕗晴はる歌かが盗み出したとするなら、数十年前……!?　その間ずっと、龍ノ眼は蒼そう間まになかったということになる……？　なんだ？　なんなんだ？　いったい、どうなっているんだ……」

　寿花は、自問自答していた。

　真実は近くて遠く。

　ときに、嘘うそは真実になり、真実が嘘になる。

　それを見み極きわめられるのは、自分の目と、心だけだ。

　だが、寿花は目の前の真実が、自身の知る事実と違っていることに戸と惑まどっていた。

　全部、そうだ。

　ここにきてから、寿じゆ花かが聞いたことと、真実が違ってきている。

　ますます、謎なぞが増えていくばかりだ。

　月げつ兎とが語る言葉に惑まどわされないよう一度は耳を塞ふさいだ寿花だったが。

「……もう一度、確たしかめる必要があるな……」

　顔をあげると、寿花は、

「あ、ちょ、ちょっと……！」

　ジェットを跳はね飛とばすように、部へ屋やから出て行こうとした。

　風か邪ぜを引いているんだから、寝ていたほうがいいと言おうとしたジェットだったが、それを遮さえぎるように、







　ちゃんちゃらちゃらちゃらちゃらちゃらり～～♪







　電話の着信を知らせる電子音メロデイが家中に鳴なり響ひびいた。

　ジェットの部屋にある子こ機きも、ボタン部分をチカチカと点滅させながら着信を知らせている。

　と、間もなくして、子機の点滅も消え、メロディも消えた。

　下で誰だれかが電話に出たようだった。

　すると、下から、

「ぬわぁんじゃとぅぅぅぅぅ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」

　という月兎のわめく声が聞こえてきた。

「何かあったな……！」

　すぐさま、寿花が部屋を出て行く。

「あ、待って……！」

　ジェットもあとを追いかけ、下に降りていった。







　電話の主ぬしは、昼間行った──蕎そ麦ば屋やの倉庫を改装したところでやっている楽器職しよく人にんで法具ギター職人の、ゆっきーこと本ほん名な有ゆ希き子こだった。

　ジェットは、どっぷり悪い予感がした。

　自分が嫌いやになる。

　だって、ジェットのこういう悪い予感は、




　ズバリだからだ。










　　　　♪




　ジジジジジジッ、と街がい灯とうが小さな音を立てまたたいていた。

「なんなんじゃ、こりゃ？」

　エンジンを切り、月げつ兎とが原付ズーマーを停車させる。

「うくっ？」

　と啼なくテルミンがくっついているヘルメットのシールドをオープンにして、見上げるそこには、

「なんなんじゃってば……！」

　さっきまで星が笑え顔がおで手を振っていたような晴れた夜空に、巨大などす黒い雲が渦うず巻まいていた。

　しかも渦巻きの中から、──何かが出てこようとしている。

　雷らい鳴めいがとどろき、渦の中心が広がっていく。

「まっずいのぅ！　なんでまたあんなもんが!?」

　空に出現したのは、馬ば鹿かデカイ、







『手』







　だった。

　左手のように見えるそれは、焼けこげたように黒くなっていて、長く鋭するどい爪つめが生はえている。

「……つーか、デカすぎじゃろ!!」

　月兎はすぐにピンときた。

　そして、ほぼ同時に、

「………………うきゃーっ！　いかんぞ！　やばいぞ、ヤヴァイぞぃ！　もしや、ヤツの狙ねらいはワシか!?　むしろ──ワシのギターかっっ!?」

　あんぐりと口をあげて、空から降りてこようとしている『手』を見上げる。

　そのとき、背負ったギグバッグの中の──フライングＶが、アンプにつないでもいないのに、




　ウォォォォォォォォォ……ン。




　という静かなうなり声を上げた。

「やはり！　引き合っておるのかッ!?」

　もののけは、月げつ兎とのギター。というより、そこに封ふう印いんされている『幻あ妖やの鬼おに斬きり丸まる』に向かってきていた。




　さっきの本ほん名な有ゆ希き子こからの電話はこのことを知らせていた。

　電話に出たのは、珠たま生きで、

「お父とうさん、有希子ちゃんからー」

　と、コードレスの受話器を持って、居間にやってきた。

　それを受け取ると、月兎は、

「もっしんぐ！」

　軽快に出た。

『あー、もしもし、月兎くん？　有希子だけど。夜分遅くにごめんさいねってゆうアレなんだけど。ケータイにかけてもつながんないから、こっちに電話した』

「おう、ゆきんこか。ケータイ部へ屋やに置きっぱじゃった。すまんの。んで、どうした？」

『あのさ。さっき、〝三さの地ち〟の知り合いから連絡があって……』

「ほうほう。〝三の地〟のぅ。それがなんじゃ？」

『ちょっとさー。確たしかめてほしいんだけどー』

「なにをじゃ？」

『昼間渡したフライングＶを……』

「はて？」

　言われるまま、月げつ兎とは居間を出て自室に向かった。

　もうその時点で異変にうっすらと気づきはじめていた。

　ギターが置いてある月兎の部へ屋やが内側から、ぼんやりと点滅して光っていた。

「なんじゃあ……？」

　障しよう子じを開き中を見ると、

「竿ギターが光っとるぞぃ!?」

『あー、やっぱりー』

　耳に当てた受話器から、有ゆ希き子このがっかりしたような、それでいて納得したような声がした。

「ど、どういうことじゃ？」

『あのさ。三さの地ちの知り合いからの連絡ってゆうのが、封ふうじられてた〈鬼の手〉が封印を破っていなくなっちゃったってゆうのだったワケね？』

「それとこれに何が関係あるとゆうんじゃ!?」

　光るだけではなく、フライングＶは、ちいさくウォォォォォンと鳴っていた。

　張られた弦が振動か何かで響ひびいているんじゃなくて、ギター自体が啼ないているようだった。

『その鬼の手ってゆうのは強すぎて、同じ鬼に退治されちゃったってゆうやつなのね。殺しきれなかったから、ぶった切りにしてバラバラで全国各地の霊れい験げんあたらかじゃなくて、あらかたじゃないし、アー！　もう！　イライラする！』

「そりゃ、こっちの科白せりふじゃわい。で、なんなんじゃ!?」

『ごめんごめん。で、その鬼のバラバラ死体を、ここぞとばかりに、各地の大地のチカラが溢あふれる場所に封印したワケよ。人間がね。アタシらの祖先が』

「おう。そうじゃろうなー。……で？」

『で！　鬼をバラバラにした鬼が、今、月げつ兎とくんの目の前にあるフライングＶに封印されてるやつ、〈幻あ妖やの鬼おに斬きり丸まる〉なの！　鬼斬丸ってゆう名前も、同族を斬きったってゆうのから付いた名前だしね！』

「まさか！　鬼の手は、同族のくせに自分をバラバラにした鬼斬丸に恨うらみを晴らそうとかしようとしてる。とかゆうんじゃなかろうな……」

『あら、正解……！』

「…………阿あ呆ほう！　なんじゃ、そのヤヴァイ展開は!!」

『だから、こうやって連絡してんじゃん！』

「うきゃーっ！　つまり、鬼の手は、今こっちに向かってきとるんじゃな!?」

『そうそう。そのフライングＶに引かれてねっ！』

　なんてこったい！

『でも大丈夫！　手以外の、ほかの胴体とか足とか片方の手とかは、まだ封ふう印いんされたままだから、全部そろったらとんでもなかったねっ！』

「ねっ、じゃないわッ！　阿あ呆ほうーっ！」

　ぴっ、と受話を終了させる。

「こなくそーっ！　──出動じゃあぁぁああぁぁあぁっ！」




　月げつ兎とが上空に『鬼の手』を見つけたのと同時刻。

　暗くら闇やみの中を、ひとつのちいさな影かげが走っていた。

「鬼の手か……っ！　あんな『Ａ級』のもののけが、何な故ぜ、この地に降りてきた……？」

　影は──寿じゆ花かはつぶやきながらも、空に出現した鬼の手が降下してくるだろうポイントを目指していた。

「街全体が、妖よう気きに包まれている……。なるほど、これでは、ほかの雑魚もののけどもがうじゃうじゃ出てくるはずだ」

　事実。鬼の手の妖気に呼こ応おうするように、さまざまなもののけたちが街のいたるところに現れていた。

　それを、月兎の指揮のもとで、能力者たちがそれぞれの持ち場で互いに連れん携けいを取って対応していた。

　が、

「馬ば鹿かが。雑ざ魚こを相手にしている暇ひまがあったら、さっさと鬼の手アレを殺やればいいんだ。チカラのない者は群れても所しよ詮せんその程度か。くだらないな」

　寿花は皮肉る。

「お祖ば母あさまもここの人間たちも、どうして組そ織しきにこだわるんだ。個のチカラがあれば、どうにでもなるだろう。……そうか」

　ふふふっ、と寿花は口をゆるませた。

「鬼の手アレを倒せば、お祖母さまも私のチカラを認めてくれるはず！　いや、認めざるを得なくなる。よし……っ、アレは、私が──殺る！」

　寿花は、地を蹴けり、舞まい上がった。




　さらにその二十分弱前。

「くそっ！　まだこんな浅い時間に出おって！」

　月兎は、この街に迫ってくる強大な妖気を感じ取っていた。

　それはほかの能力者たちもそうだった。

　美み雨う、左さ海かい、伊い部べ、そして、寿花も。

「あとはヒデとタケミツの指示で動け。妖気につられて出てくる奴やつ等らの面めん倒どうを頼むぞ。ワシとテルミンが『鬼の手』を叩たたくっ」

　月げつ兎とがケータイに向かって声を張り上げていた。

　雛ひな蕗ぶき家け玄関。

　ジェットとその護もり人びとの美み雨うは、みんながいつもよりちょっと早い〝夜のお仕事〟に出るのを見送るところだった。

　月兎、左さ海かい、伊い部べは、ケータイなどの文明の利器も使いつつ、ほかの能力者たちと連絡を取りあっていた。

　このあたりの能力者を束たばねる月兎の呑のん気きな性格のせいで〝下〟から多少の不満はあるものの、能力者たちは抜群のチームワークと連れん携けいを誇っている。

　それは、ほかの能力者たちの集まりが目標とするほどに高い団結だった。

　だからこそ。

　だからこそ、蒼そう間ま寿じゆ花かは──ここに送りこまれてきていた。

　寿花はそれに気づかず、自分の判断でここにやってきたと思っている。

　そうするようにし向けたのは、『御お上かみ』だ。

　ただ、寿花がソレに気づかなければ、なんの意味も持たなくなってしまうが。

　月兎も左海も伊部も判わかっていた。

　だが、判った上であえて、

「おまえは、こなくていい」

　月兎は寿花にそう言った。

　パジャマから戦せん闘とう用ようの服に着がえて、「蒼間本家のチカラを見せてやる」と意気ごんでいた寿花の気をそいだ。

「そんな、風か邪ぜっぴきでこられてもチームワークを乱すだけじゃわぃ」

　チームワークという言葉が似合ってない月兎が言うが、

「関係ない。私ひとりでやれる。十分だ」

　寿花は、自信のある表情で返した。

　しかし、

「戦いはひとりでやるもんじゃない。全員攻こう撃げき全員守備じゃ」

　月兎はきっぱりと言った。

「おまえが本家からきたとか、よそ者だとかそういうつもりはないが。おとなしくしとれ。風邪を悪化させてもしょうがなかろう」

　寿花は、納得してないようだが、

「……判った」

　と、あっさりうなずいた。

　ジェットは、それがなんだか意外だった。

　さっきまでの寿じゆ花かを見る限り、ああいう言いかたをされると噛かみついていたからだ。

　でも、本当に風か邪ぜがつらいのかもしれない。

　かあさんがご飯作ってくれてるし、寿花には風邪をしっかり治してもらおう。

「よし、じゃあ、行ってくるのじゃ。あとは頼んだぞ、ミゥミゥ」

「はいっ、判わかりました！」

　月げつ兎との声に、美み雨うがしっかりと返事をした。

　ジェット、美雨、寿花は、戦いに出る三人のうしろ姿を見送った。




　──それが約二十分前。




　しかし。

「あ、あれ？　いない!?」

　ジェットが、二階の部へ屋やに食事ができたと伝えに行ったとき、すでに寿花の姿はなかった。

　今から、十分ほど前のできごと。

「どうしよう……」

　自室のベッドに腰かけ、ジェットは頭をひねった。

「月兎おじーちゃんには、連絡した？」

　おなじくベッドに腰かける美雨が訊きいてきた。

「うん……。でも、ケータイつながらなくて……。もう、もののけと戦ってるのかも」

　だとしたら、寿花もその近くにいるはずだ。きっと。

　風邪を引いているのに、無理しなければいいけど。

「じーちゃんにダメだって言われたのに、なんで……。ハァー、なんか、心配だなぁ……」

　その科白せりふに美雨は一いつ瞬しゆん、ドキリとさせられたが、美雨が感じているような心配は必要なかった。

　純粋にジェットは、寿花のことを親しん身みに思っていた。

　真まっ暗くら闇やみにされたり、美雨と月兎が捕まったりしたけど、やっぱり寿花のことが気にかかる。

　その気持ちは、兄弟を想おもう心に似ていた。

　寿花には親近感があった。

　おんなじ『女の子顔』だと思ってたけど、寿花はちゃんと女の子だったのでその同族愛みたいなのじゃない。

　見た目じゃなくて、立たち振ふる舞まいが、なんとなく〝背伸び〟をしているところがジェットと寿花は似ている。

　子供の目め線せんよりもオトナの目線で見ようとする。

　等身大では、自分の弱さばかり気がついてしまうから、少しでも高いところから見下ろして、自分もふくめた周囲を見渡そうとする。

　けっして、誰だれかを見下したいワケじゃない。

　見下されたくない。

「子供だから」とか「オトナのくせに」とか言いい訳わけにしたくない。

　自分は自分でそれ以上でもそれ以下でもない。

　自分は自分以外の何にもなれなくて、誰かが自分の代わりになることもできないんだ。

　なら、

　自分らしさって、なんだろう？

　子供らしさって、なんだろう？

　オトナらしさって、なんだろう？

　らしさってなんだろう？

　背伸びをするのはいけないこと？

　見上げてばかりじゃ、足もとの小石さえ気づかないから。

　ちいさな小石につまずいて、膝ひざをすりむいてはじめて気がつくんだ。

　気がついたんだ。

　ぼくは、ぼくのままで、ここにいるんだよ。

　なにも哀かなしくなんかないよ。

　こわくはないよ。

「誰かを頼ってもいいんだよ」

　って声が聴きこえて、誰かがさしのべた手を拒こばんでいる自分に気がついた。

　誰かを頼ってもいい。

　信じていい。

　だから、自分を信じられる。

　キミを信じる自分なら信じられる。

　ぼくは、ぼくでいいの？

　弱いまま、強くなれないまま。

　それでも、ぼくはぼくをやめられない。

　ぼくは、ぼくをやめない。

　光と影かげ。

　全部、ぼくだから。

　全部、キミだから。

　見てほしいって思う。

「──見てほしいって思う！」

　とつぜん、ジェットはベッドから立ち上がった。

「ジェットちゃん……!?」

　驚おどろいて、美み雨うがベッドから落ちそうになった。

「ミーちゃんっ、じーちゃんたちがいる場所判わかる？」

「え、で、でも……っ」

「やっぱり、ダメだよ。自分を見なきゃダメなんだ！　自分を見なきゃ、ほかのひとも見れないし。ほかのひとからも見てもらえないし、見てもらいたいじゃない？　って、なにいってんだろ、ぼく!?　あのさ、えっと……！」

　言いたかったことがうまく言葉にできない。

　できそこないの想おもいが、いびつな言葉になるだけだ。

　それでも、

「ぼく、行く！　行ってくる！　寿じゆ花かくん……じゃないのか、寿花さんに、見てもらいたい。ぼくやじーちゃんのこと、うたがったり、うたがわれたりするのってあんまり得意じゃないし！」

　不ぶ器き用ようにジェットは想いを伝えようとしていた。

　美雨には、それが伝わる。

　美雨だから伝わる。

「うん。判わかった。ジェットちゃん、行こう！　月げつ兎とおじーちゃんのとこ、寿花さんのとこ」

「うん！　ありがとう！」

　ふたりは、自然と手を出して、つないだ。
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　その手はちいさくて、幼くて、でも、たいせつなモノは離はなさない。

　背伸びをしてもいい。

　弱くてもいい。

　強くなくてもいい。

　だけど、いつか、オトナになるのなら。

　今の自分に、

「オトナになるってとても素す敵てきなことだよ」

　と言えるひとになりたい。

　ジェットは、ぎゅっと美み雨うの手をにぎった。

　そして、いつかのように部へ屋やを飛び出した。




　外は、吸いこまれそうな夜空が、暗くら闇やみに星を奪うばわれて泣き出しそうな顔をしていた。










　　　　♪




　上空。

　できそこないの満月が、かくれんぼしたままだ。




「ぐぅぅぅぅぅぅぅだらっだっだぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁあぁぁぁぁぁぁッッッッッ!!」

　意味不明の雄お叫たけびで、月げつ兎とが原付ズーマーごと『鬼の手』に体当たりを仕かけていた。

　が、原付の後部に重みを感じる。

「おろ？」

　振り返る必要はなかった。

「──ハアッ！」

　月兎の原付を踏み台にして、寿じゆ花かが先に鬼の手に突進していく。

「ちょ！　おま！　なにやっとるんじゃーっ！　ワシの見せ場～～～っ！」

「知るかあぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ──────────ッッ！」

　両手をかかげ、頭上に大きな光の弾たまを出現させると、寿花はそれを二回りも三回りも巨大な鬼の手にブチこんだ。




　ズガァァァァァァァァァァァアアァァァァッ！




　爆ばく裂れつ音おんがして、鬼の手が地上に落下していく。

「よし！」

　寿じゆ花かは手て応ごたえを感じた。

　しかし、

「ばっかたれがぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　月げつ兎とが怒ど鳴なる。

「民家の真上に落として、どないするんじゃ～～～～～～～～～～～～～～～い！」

　月兎は体当たりして、鬼の手を人ひと気けのない場所に誘ゆう導どうしようとしていた。

　ところが、おかまいなしで寿花が攻こう撃げきをしてしまった。

　鬼の手は、攻撃の衝しよう撃げきで民家へ向かって落下していく。

「落とさなければいいだけの話だろう……！」

「なに言っとるんじゃ！　そういうんじゃなくて──」




　ズガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガッッッッ！




　今度は、寿花は、光の弾たまをちいさく、マシンガンのように撃うち出した。

　光弾は次々と、鬼の手にヒットして、落下する方向を変えさせる。

　ズザザザザーッと巨体が、民家を寸前でよけて、神社の境けい内だい──能力者たちが使う対もののけ用のフィールドに落ちた。

「これで、問題ない」

　寿花が言う。

「だから、そういうんじゃないと言っておるんじゃあ！」

「目的通りになったんだろ？　文句を言うなっ」

　ふたりは怒ど鳴なりあいながら、地上に着地すると、鬼の手のほうへと走った。

『怨うらミヲ晴ラス……！』

　舞まい上がる土つち煙けむりの中、鬼の手の〝意い識しき〟がビリビリと響ひびいた。

『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』『怨ミヲ』

　妖よう気きにまじって、鬼の手の意識が辺あたりを支配する。

「なんつー、殺さつ気きじゃい。おまえはよほど怨まれておったようじゃのぅ」

　月げつ兎とはそう呟つぶやきながら、テルミンが飛び降りたヘルメットを脱ぎ捨てると、背中のギグバッグからフライングＶを引き抜いた。

「かーっ！　ぶっつけ本番で、こんなゴツイのと戦やるハメになろうとはのぅ……！」

　ギターをかまえる。

　鬼の手の妖気に共鳴し、ギターがまた啼なく。

「って、おまえしっかりしろ！　ビビッとるのか！　しゃきっとせんかい、しゃきっと！」

　ギターが鬼の手の妖気に呑のみこまれてしまっている。

　月兎のチカラに反応しない。

　これでは、戦えない！

「ぎゃーす！　幻あ妖やの鬼おに斬きり丸まるが聞いてあきれるわーっ！　ゆきんこぉ、失敗じゃあ、こやつは失敗作じゃあ、ほえぇ～～……っ」

　すると、

「下がってろ。ギそタいーつが鬼の手を呼んだ原因なんだろう？　しかも戦えないのなら、これ以上、元げん凶きようを振ふり廻まわす必要はない」

　月兎の前に、寿じゆ花かが立った。

「なんじゃと？」

「邪じや魔まだからどいていろ。こいつは、私が殺やるんだ！」

　寿花はかまえる。

　右腕にチカラを集中させた。

「む、無理じゃ！　いくら、蒼そう間ま本家のおまえさんでも──相手が悪い！」

　月兎が言う。

　だが、寿花は聞く耳を持たなかった。

「戦ってみれば判わかる！　裏切り者は、そこでおとなしく黙だまって見てろ!!」

　寿花は地を蹴けり、鬼の手に飛びこんでいく。

　鬼の手の五本の指がそれぞれ、寿花を襲おそう。

「ハアァァァァァッ！」

　寿花は攻こう撃げきをさけ、手のひらの部分にもぐりこんだ。

　光の弾たまを放つ。

　ありったけのフルパワーで。







　ガァァァァァァァァァァァァァァァァァァアァァァァァァァン!!







　鬼の手の巨体が跳はね上がり、再び地上に落ちてくるまでに数秒の間があった。

「殺やった！」

　寿じゆ花かは手て応ごたえに確かく信しんを持った。

　だが、

「──まだじゃ！」

　月げつ兎とが叫んだ。

　その刹せつ那な、

「ぐあぁぁぁぁ～～～～～～～～～～～～～～～っ!!」

　土つち煙けむりの中から、鬼の手の指だけが伸びてきた。

　寿花の身体からだをとらえる。

　ちいさな身体がきしんだ。

「だから、いわんこっちゃない！」

　月兎は、すぐさま寿花のもとへ駆け寄ると、

「せいよあっっと！」

　かけ声とともに、ギターを鬼の指めがけて振り下ろした。

「………………やっぱ……ぜんぜん駄だ目めなのじゃ……っ！」

　チカラを受けつけない法具ギターは、ただのギター以下だった。

　ビーンッ、と衝しよう撃げきだけが腕に伝わってくる。

　鬼の手はまったくの無傷だ。

「こなくそぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっぉぉぉおぉぉぉぉっっ！」

　仕方なく月兎は、制せい御ぎよできないチカラを制御しきれないままに使った。







　ぽすっ。







　オ〇ラみたいな音と衝撃しかなかった。

「ど、どうせなら、景気よく暴ぼう走そうせんかいっっっ!!」

　暴走するのもしないのもそれすらもコントロールできなかった。それが龍りゆうノ眼めだ。

「ぐぁぁっぁぁぁっ！」

　寿じゆ花かの身体からだは悲鳴を上げ、ずるずると鬼の手のほうへ引きずられていってしまう。

「テルミンっ！」

　月げつ兎とが叫ぶ。

「うくっ！」

　待ってました。とばかりに、テルミンが変身した。

　巨大な羽根を持った、大きさなら鬼の手に負けていない飛龍ドラゴンの姿になる。

「ブチかましたれーっ！　ちょっと、弱めで！」

「くぅ～～～～～っ！」

　テルミンは大きく口を開け、まんがみたいなエネルギー波を放つ。

　寿花が捕まっているので、少し手加減した。

　それでも威力は抜群で、指ごと寿花をはじき飛ばしてしまう。

「ぎょっ！」

「うくっ？」

　テルミンが『やっちゃった』的な顔をする。

「──じーちゃん、なにやってんのっっ!?」

「うきゃ？」

　月兎の視し線せんの先には、びっくりした顔のジェットが、美み雨うとともに立っていた。

「ぢ、ぢぇっと！　なにをしとるんじゃ!?」

「なにしとるんじゃ、じゃないよ！　寿花さんをふっとばしてどうすんのさ!!」

「わしは手加減しろといったんじゃが、テルミンがっ！」

　しかし、テルミンは、

「くうっ！」

　手加減したよ。と返した。

　それは事実らしい。

　鬼の手はまったくダメージを負ってなかった。

「もういいよ！　──寿花さん！」

　叫びながら、ジェットが寿花に駆け寄る。

　それを美雨がサポートした。

　寿花にまた襲おそいかかろうとする鬼の手に向け、連続して光弾を放った。

　美雨はジェットを護まもる使命を持つ〝護もり人びと〟だ。それも、オトナの能力者に交じっても、劣らないチカラを身につけている。

　鬼の手が派は手でに爆ばく炎えんを上げた。

　だが、やはり、ダメージにはなってない。

「なんつう、頑がん丈じようなヤツじゃ！　さすがに、手だけになってしもうても鬼は鬼じゃの。最さい凶きようの遺い伝でん子しか。くそっ！　龍りゆうノ眼めのチカラが少しでも制せい御ぎよできれば、テルミンと合体攻こう撃げきができるんじゃが……っ！」

　もはや、役立たずのギターを地面にたたきつけ、月げつ兎とは携ケ帯ー電タ話イを取り出した。

「──ゆきんこのばかたれぇ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！　はあ、すっきりしたわぃ！」

　有ゆ希き子こが電話口に出たとたん叫んで、すぐ電話を切った。

　ついでに、反撃を喰くらわないように電源もオフった。

　ひどいイタ電だ。

「……じーちゃん……」

　哀かなしくなってきたが、それを横目に、ジェットは、テルミンの攻撃で吹き飛ばされてしまって地面に転がされていた寿じゆ花かの身体からだを抱き起こした。

「寿花さんっ、だいじょうぶ？」

　ゆすらゆすら揺り動かすと、うぅっ、と寿花がうめいた。

　意い識しきはある。次第にはっきりしてきた。

「敵は……！」

　寿花はすぐに戦せん闘とうに戻ろうとしたが、うまく身体に力が入らずに少しふらついてしまう。

　あわてて、ジェットと美み雨うが抱きとめた。

「あぶなっ！」

「寿花さん、熱ねつが……っ」

　美雨が寿花の額ひたいに触れる。

　熱あつくなっていた。

　風か邪ぜが悪化しているようだ。

「ほらー！　ちゃんと寝てなきゃなんだよ！」

　ジェットが頬ほおをふくらませ怒った。

「うるさいっ！　おまえらなんかに、何が判わかるってゆうんだ！」

　としかし、寿花はあばれるようにして、ふたりの手を振りほどく。

「コイツを倒して、私はチカラを見せるんだ……、示すんだ……ッ」

　まだ子供だからと一人前とは認めてもらえず、悔しい想おもいをしてきた。

　まだ心が未み熟じゆくだからと、チカラを振るうことすらもとがめられる。

　チカラを認めてほしいだけなのに。

　寿花は、ひとりでも戦えることを見せようとしていた。

「やれる……私は、ちゃんと戦える……！」

　そんな寿花の手をジェットはとっさにつかんでいた。

「──ダメだよ！」

　なにがダメなんだろ!?

　自分で言っておいて、何がなんだか判わからない。

　でも、もう止まれない！

　こうなったら、やってやれだ！

「もう戦っちゃダメ！」

「なにを言っているんだ、オマエは！」

　寿じゆ花かが再び、ジェットの手を振りほどこうとした。

　でも、ほどけない。

　ジェットは、しっかりと両手で寿花の腕をつかんでいた。

　そして、真まっ直すぐにその目を見ていた。大きな瞳ひとみで。

「あぶないよ！　風か邪ぜ引いてるんでしょ！　熱ねつだってあるし！」

「そんなの関係ない！　私はやれるんだ！　ひとりでもやれる！」

「やれないよ！　できてないでしょ!?」

「まだ判わからないだろ！　敵は動いているんだ!!」

　寿花はジェットの視し線せんを無視して、鬼の手を見ていた。

　月げつ兎とがなんとか戦っている。

「よーほーよーほーっ！　ほーでらんらんららっ！」

　科白せりふだけだと伝わってこないが、かなり苦戦していた。

　五本の指が別々の攻こう撃げきをくり出してくるのを、月兎はかわしながら、手のひらにもぐりこんで、暴ぼう走そうでもいいから制せい御ぎよできないチカラを振るう。

　が、まともにチカラが使えないままだった。

　それがジェットにも判わかった。

「じーちゃんでもあんなんだよ？　キミにできるの？」

「できる！　やらなきゃならないんだ！」

「ケガするよ？　──死んじゃうかもしれないんだよ？」

「かまわない！　最初から、死ぬことなんて恐れていない！」

　恐れない？

　こわくない？

　死ぬんだよ？

　いなくなっちゃうんだよ？

　そんなの、こわくないワケない！

「ぜったいに、ダメ!!」

　ジェットが怒ど鳴なった。

「ジェットちゃん……？」

　美み雨うがびっくりするくらい大きな大きな声だった。

　しかも、どうしてかジェットは泣いていた。

「ぼくはやだ！」

　ぐいっと強引に寿じゆ花かの身体からだをつかんで、ジェットは自分のほうへ向けさせた。

「何を言っている……!?」

　寿花が困こん惑わくした表情をうかべる。

　かまわず、

「ぼくは、寿花さんがいなくなったらやだ。死んだらやだ。泣く、泣いちゃうよ！」

　もう泣いてるクセに、ジェットはそんなことを言った。

「哀かなしいし、つらいし、くやしいもん！」

「くやしい……？」

「うん。だって、寿花さんに、じーちゃんとかぼくのことちゃんと見てもらってない。裏切り者って意味は知らないし、判わかんないけど。でも、ぜったい違うと思うんだ。だって、じーちゃん、いいかげんで、うるさくて、おこりんぼうでくいしんぼうで、すぐかっこつけるくせにかっこつかないけど、けど！　ひとを裏切ったりしない！　傷つけたりしない！　するのは、ひとを笑え顔がおにするだけだから！」

　自分でも言葉が足りていないのは判ってた。

　でも、だからといって、伝えないままじゃダメなんだ！

「寿花さん、じーちゃんやぼくらのこと知らないでしょ？　なんにも知らないでしょ？　ぼくも寿花さんのこと知らない。じーちゃんについても知らないことあるくらいだもん。胸のおっきな傷もそう、『りゅうのめ』とかいうのもそう。ばーちゃんのことなんてなんにも知らない。ぼくのばーちゃんなのに。ほら？　知らないことばっかりでしょ？」

「………おまえ」

「だから、それを知ろうとしないで耳を閉じないで。じーちゃんの話聞こうよ。ぼくもなんとなく怖いけど、聞かなきゃダメだって思ったんだ。本当は、いつかじーちゃんが話してくれるのを待とうかなとか思ってたんだけど。だから、寿花さんも話して、話したくなかったら話さなくていいけど、話せることあったら聞かせてほしい。いっぱい話したら判ることもあると思うよ？　判らないままかもしれないけどさ。でも、やらないよりはいいでしょ？　ねっ？」

　ジェットの真まっ直すぐな瞳ひとみが真っ直ぐに寿花を見る。

　寿花は、その瞳から逃げられず真っ直ぐに向かっていた。

　言っていることはめちゃくちゃな気がする。

　どうしようもないでたらめな想おもいばかりだ。

　できそこないの言葉たちだ。

　けど、伝わらない言葉じゃなかった。

　伝わらない想いじゃなかった。

　自分は、今、何ど処こにいる？

　此こ処こに立っている。

　ここでこうして、呼吸をしている。

　今までずっと耳を塞ふさいできた。

　オトナたちの言葉から、逃れてきた。

　だって、言いい訳わけばかりなんだ。

　理由をつけて、自分を見てくれないから。

　そう思っていたんだ。

　だけど、本当は、耳を塞いでいたのは自分自身だった。

　自分の呼吸の音さえ聴きこえないようにしてた。

　耳を塞いでいる手を離はなせば、自分の足跡もよく聴こえるのに。

　ああ、子供だったんだな。

　子供なんだ。
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「そうだった……」

　ぽつり、寿じゆ花かから言葉がこぼれた。

「私は、子供だったんだ。オトナのフリをしていた。……違うオトナの真ま似ねをしてただけ」

「でも、悪いことじゃないと思うよ」

　ジェットは言う。

　服で涙をふいた。

　そして、笑う。

　一いつ生しよう懸けん命めい笑った。

　寿じゆ花かから手を離はなすと、いつの間に寿花の身体からだから力みが消えていた。

　ジェットはそれに気づかなかったが。

　美み雨うは、判わかっていた。

　美雨だから。

「やっぱり、ジェットちゃんは、ジェットちゃんだ」

　すごいね。

　そうだよ。

　すごいんだ。

　だって、あたしの世界で一番好きなひとだもん。

　美雨も笑え顔がおになった。

「なんだよ、おまえら、こんなときに笑って……」

　そう言う寿花だったが、フッと笑えみがこぼれた。

　はじめて見せる笑顔だった。

　と──

「ごぎゃぁぁぁぁぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ん!!」

「ほわっ！」

　鬼の手にデコピンを喰くらって、月げつ兎とがこっちにぶっ飛んできた。

　あとちょっとで、ジェットに激げき突とつしそうなほど。

「じ、じーちゃん」

　月兎は、二十回転ほどごろごろしたあと、

「でも、復活なのじゃ!!」

　すぐに回復した。

　なんかボロボロだったけど。

　そして、

「うきゃ？」

　寿花の微妙な変化に気づいた。

「ほほぅ。さすが、ジェットじゃの。略して、サットじゃ！」

　ワケの判らないことを言う。

「寿じゆ花か、いけるか？　すまんが、ちょっと手をかしてくれ」

　さっきは戦いに出ることすらダメだと言ったが、今度は、月げつ兎とのほうから協力を求める。

「え……？　……うん。まだ、やれるっ」

　寿花の顔は熱ねつで赤くなっていたが、数分前よりもいい表情をしていた。

　少しの変化が、大きな変化をもたらす。

「よし、ワシが龍りゆうノ眼めそのものだと言ったのは覚えておるな？」

「ああっ」

　こくっ、と寿花はうなずいた。

「なら、龍ノ眼の制せい御ぎよの仕方は教わっておるか？」

「龍ノ眼の？　だいたいは習った……でもどうするんだ？」

「ワシの中の龍ノ眼のチカラを制御してくれ。あとはワシがやる！」

「そ、そうか。そういうことか……！」

〝証あかし〟を持つ寿花。

　今、龍ノ眼の制御ができるのは、寿花だけだ。

　いつか、〝彼女〟と〝彼〟がしたように、ふたりならやれる。

「いくぞ！」

　月げつ兎とが言った。

　また、月兎と寿花が鬼の手に向かっていく。

　今度は、ふたりだ。

　でも、その背中を見送るジェットの表情は不安と心配でいっぱいだった。

　まして、寿花は女の子で、体たい調ちようが良くない。

「だいじょうぶかな、ケガしないでよ……」

　すると、美み雨うがジェットの手をにぎって、しっかりとにぎって、

「だいじょうぶだよ」

　強くそう言った。

「女の子は強いの。──やるときはやるんだからっ！」

　テルミンがばさばさと翼つばさをはばたかせ、月兎と寿花の傍かたわらに降り立った。

「よっし、テルミン、せーので攻こう撃げきするぞぃ！」

　月兎が元気よく指示を出した。

「くぅ！」

　と、テルミンも元気よく、首を上下させそれを了解した。

「龍ノ眼の制御に入るぞっ」

　月兎の腰のあたりにくっつくようにしている寿花が言って、月兎の背中に自分の額ひたいをくっつけた。

「龍りゆうノ眼めよ、我わが声こえに応こたえよ……っ！」

　寿じゆ花かのチカラと月げつ兎との龍ノ眼が共鳴する。

　そして、

「よっしゃぁああっ！　きたきたぁぁぁぁぁっ！　んじゃ、やるぞテルミン！　ぶちかましてやんのじゃッッ！　せーの────……っ」







　ずずずずっずうずずっっずずずずずずずずぅうううううううー……。







　──と、

　正直きったない下品な音を立てて、月兎がお茶すすり上げた。

　ジェットは、「じーちゃんっ」とかツッコミを入れようかと思ったが、やめた。

　月兎の表情は、ふざけてはいなかった。

　戦いが終わって、雛ひな蕗ぶき家けに戻ってきたジェット、美み雨う、寿花、月兎は、また、左さ海かいと伊い部べを交えて、こたつを囲んでいた。

「休んだほうがいいよ」

　とジェットは風か邪ぜの状態を心配したが、寿花は、

「大丈夫だ。話が聞きたいんだ」

　そう言って、やわらかに笑った。

　お茶を飲のみ干ほした月兎は、まるで、懐なつかしい想おもい出でをさぐるように、こころのふちを指でなぞるように、

「寿花。おまえさんが何を聞いて何を知っているかは判わからんが、今から話すことは〝真実〟じゃ。嘘うそ偽いつわりのない真実の話じゃ。しかし、信じる信じないは勝手じゃ、自分で決めろ」

　そして、語られたのは──




　ひとつの、物語り。

〝彼女〟と〝彼〟の、歩く道。

　その先の尖さき。




　その先の尖──




　ヒカリにうながされて、目を開けた。

　子供たちが走っていく。

　そこには、風に舞まい上がった無数の花びらが宙をたゆたっていた。

　ふわふわとか、ひらひらとか、それはまるで、色づいた淡あわ雪ゆきのよう。

　その中に、立っていたひと。

　何な故ぜか目が止まって、離はなせなかった。

　淡雪の中に立っていた。

〝彼〟がいた。

〝彼女〟は、彼を見付けた。

　それは、同時に、

　彼女に生きる意味をくれた。

　出で逢あい。




　──ヒカリの射さすほうだった。










　　　　♪




〝彼〟の名めい誉よ挽ばん回かい、汚名返上の機き会かいは、すぐにやってきた。

〝彼女〟は、運がよかった。よい巡めぐり合わせだ。と思ったが、彼はそうではなかった。

「駄だ目めだ。駄目に決まっている」

　彼が、普ふ段だん彼女にはしないような強い口く調ちようで言った。

　彼女と彼は、高い場所からそそぐ太陽光こう線せんがやわらかに照らす、縁えん側がわにいた。

　彼女は、縁側に腰かけ、庭に立っている彼を見上げていた。

「でも、やらなくては、キミが誤解されたままになってしまいます」

　彼女は言う。

　そして、それができるのは今のところ、自分だけだと知っている。

　だから、そう言うのは、彼女にとっても当然のことだった。

「たとえそうだとしても、姫ひめを危険な目にあわせるくらいなら、誤解されたままでいい……！」

　としかし、彼にとってみれば、そうではない。

「いけません。この街で生きてゆくのなら、溶け込まなくては。あのひとたちは、キミのことを受け入れてくれようとしていました。今度のことで、距きよ離りを持ってしまうのは、とても残念なことだと思います」

「俺おれのことなんてどうでもいいんだ」

「よくありません」

　きっぱりと彼女は言った。

「キミがいなければ、わたしはきっと此こ処こに立っていることはできなかった」

「俺だって、姫ひめがいなきゃ。きっとこんな風ふうには……」

　彼の言葉に、彼女はにっこりと微笑ほほえんだ。

　どうしてそんな表情をするのかと、彼の顔には疑問が浮かんだ。

　でも、答えは簡かん単たんだ。

「キミがいるから、わたしはいるんです。なのに、キミに助けてもらってばかり。けれど、今このとき、わたしにもできることがあります」

「でも……姫……」

「はい。危険なのは判わかっています」

「なら、どうして？」

「先ほども言いました。キミのためになりたいだけです」

「だから、それは……っ」

　口ごもる彼。

　彼も彼女の言いたいことは判っていた。

　それでも、彼には首を縦たてに振ることができなかった。




　──彼女が、実戦に出ること。




　彼の身体からだは今、『龍りゆうノ眼め』のチカラを宿やどしている。

　チカラは、彼と龍りゆう神じんの化け身しんでうさぎのような生き物、テルミンとしてふたつに分かれてはいるが、それでも、彼は完全にチカラを制せい御ぎよできていない。

　現在、チカラを制御するための策を、慈じ温おんが練っているが、まだ時間が必要だった。

　しかし、チカラは今すぐ必要になった。

　こんな昼間だというのに、〝もののけ〟が現れた反応があった。

「今すぐ、こい！」

　と、左さ海かいから連絡が入ったのは、数分前のこと。

　大きな失敗をしてしまった彼に、志し青せい団だんの左海秀ひで雄おと伊い部べ武たけ満みつがもう一度、機き会かいをくれた。が、彼にはまだチカラを制御する術すべがない。

「いえ。できます」

　としかし、彼女は自信たっぷりだった。

　今すぐにでも、龍りゆうノ眼めを制せい御ぎよできる方法がたったひとつある。

「わたしが傍そばにいれば、大丈夫では？」

　もともと龍ノ眼のチカラを制御できるのは、〝証あかし〟を持つ彼女だけだった。

　ただ、龍ノ眼が彼の身体からだに封ふう印いんされていたり、テルミンに分かれていたりと状況が多少異なってはいるが、いまだ彼女は〝証〟を持っている。

「キミとわたしがいれば、龍ノ眼の制御もそんなに難むずかしいことではないと思います」

「かも知れない。でも、それじゃ、姫ひめまで実戦に参加することになってしまう……！」

「かまいません」

「俺おれがかまうんだ！」

　さっきからこのやりとりを繰くり返している。

　もう、左さ海かいに指定された志し青せい団だんの集合場所に向かわなくてはならないのに。

「やっぱり、今回は志青団あいつらやほかのみんなに任せよう」

「いえ。行きましょう。迷っている時間はもうありません」

「だから、駄だ目めだっていってんだろ!?」

　彼女のかたくなな姿勢に彼が、声を荒げた。

　しかし彼女は、驚おどろくことも動揺することもなかった。むしろ、立ち上がって一歩彼に近付くと、しっかりとにぎりしめられた彼の両手に、手を触れた。

「大丈夫です」

「大丈夫じゃない」

　彼女の言葉に首を振る彼。

　が、彼女も首を振った。

　そして繰くり返す。

「大丈夫です。キミがいるから」

「え……っ？」

　彼が彼女の瞳ひとみを見つめる。

　彼女はしっかりと彼の瞳を見つめ返した。

「しっかりと護まもってくださいねっ」

　彼女は微笑ほほえむ。

「え？　ええっ!?」

「あれ？　護ってくれないのですか？」

「い、いや！　護る！　護るに決まってるだろっ!?」

「ほら、安心です」

「……い、いや……そういうんじゃ……なくって」

　戸と惑まどう彼に、彼女は言った。

「大丈夫。キミとわたし、ふたりなら〝無敵〟ですっ」

　やっぱり彼女は笑った。

　綺き麗れいに笑った。

　彼は、もう、うなずくしかなかった。

「……判わかったよ、姫ひめ……」







　集合時間にはもう間に合わない。

　もののけの反応を追って直接現場に向かうことにした。

　が、彼女の身体からだのことを考えると走って……というワケにもいかず──

「姫、ちゃんとつかまってて」

「はいっ」

　お寺の住じゆう職しよくとしての〝昼のお仕事〟に慈じ温おんが使っている原付スーパーカブを借りた。

　不安と心配で身体に必要以上の力が入りまくっている彼とは対照的に、彼女は楽しそうにしていた。

「遊びにいくんじゃないんだぞ!?」

　彼が言うと、彼女は、

「もちろんです」

　きりりとした表情を見せたが、すぐにその表情はくずれてしまった。

「さあ、行きましょうっ」

　はりきった声が楽しそうだ。

「……ハァー……もう……姫ぇ……っ」

　彼がため息のように言って、でも、もう行くしかなくて、仕方なくスーパーカブのエンジンを始動させた。




　ブロロロロロロロロロロロロロォォッッッ！




　まるで、これから何ど処こへ何をしに向かうのかが判っているかのように、カブは元気のいいエンジン音をとどろかせた。

「おまえまで、張り切らなくていいんだよ……っ。まったくっ！　行くぞ、姫っ！」

「はいっ！」

　ぎゅぅ、っと、彼の身体に廻まわした腕にできるだけの力を込めて、彼女は彼の背中に頬ほおを寄せた。

　カブが走り出す。

　が、

「──ど、ど、どわぁああああああああああああああぁぁぁああぁぁぁぁぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!」

　発進したとたん、まだギアが一速にもかかわらず、前ぜん輪りんが浮き上がった。

　というよりも、恐ろしい速度が出ている。

「な、な、な、な、なんなんだこの原カ付ブは～～～～ッッ!?」

　このスーパーカブ。

　実は、ただのスーパーカブじゃなかった。

　見た目は普通のそこらへんを走っている一般的なモノと変わらないが、慈じ温おんが、昼のお仕事だけじゃなくて、〝夜のお仕事〟にも使っている『特別』な改良と調ちよう整せいがほどこしてあるモノだった。

　よくよく見れば、ハンドルのところにちょこんと、蒼そう間ま一族を筆ひつ頭とうとする能力者の組そ織しきの象しよう徴ちようとして用られている模も様ようが描かれている。

　チカラに反応して、原付の概がい念ねんと限界と想像を超えた速度が出る上に、ものすごい馬力もあるから、運転もそう簡かん単たんなものじゃない。

「うぉ～～～～～～～～っ、こ、こんのっ、じゃじゃ馬がおとなしくしろっっっっっ！」

　なんとか押さえ付けて、前輪を着地させた。

「すごいねっ」

　彼女はのんきに言う。

「ま、まあなっ！」

　返す彼の声は、必死だった。

　それでも、この調ちよう子しなら現場へ到着するのもあっという間だ。




「──あっ」

　という間の抜けた声を伊い部べが漏もらした。

　自分に襲おそいかかってこようとした鳥と人を強引に混合したような姿をしたもののけが、目の前で、──法外な速度で突進してきた（暴ぼう走そうしているようにも見える）原動機付自転車スーパーカブに轢ひかれて、ぺっしゃんこになったからだ。

　伊部は、首に巻いた手ぬぐいでしたたる汗をぬぐい、

「やあ、やっときたね～」

　と暴走カブの搭乗者に笑え顔がおを向ける。

「ごめん遅れた！」

　カブに乗っていたのは、彼と、

「なんだ、そのうしろのは!?」

　迫りくる鳥のもののけを、その陽ひに焼けた筋肉質な腕で殴り付け、霊れい力りよくの剣で斬きって捨てながら左さ海かいが目を丸くした。

「何って……姫ひめだ」

　彼が説明しづらそうに言った。

「こんにちわ、みなさん」

　にこにこと場違いにほがらかでやわらかいあいさつをする、彼女。

　一いつ瞬しゆん、その場がお花畑になったような錯さつ覚かくをおぼえる。

　が、ここは、人ひと気けのない神社の敷しき地ちの中だった。

　慈じ温おんが当主を務める組織が、対もののけ用に法術をほどこした特殊な場所。

　しかも、もののけとの交戦中。

「…………あぁっ？」

　左海があんぐりと口を開ける。

「ば、莫ば迦かかっ!?　ただでさえ、こんな真っ昼間にもののけが出て、人目に付かないようにやっているのに、オマエ等らが目立ってどうするんだ　なんだそのカブ!?」

　どたどたと大おお股またで左海がふたりの傍そばに走り寄ってきた。

　能力者たちがいる街とはいえ、もののけや能力者たちや組そ織しきのことを何もしらない一般人もいる。

　そのひとたちが気付かないように『脅きよう威い』を片付けるのが、組織の能力者たちの仕事だ。

「仕方ないだろう。まだ、運転になれてなかったんだから」

　としかし彼が言った。

「なれるなれないの問題じゃないだろ、今のは!?」

　左海がこめかみに血管を浮かべ苛いら立だちを表した。

　彼女と彼は、街中を爆ばく走そうしてきてしまった。

　カブでそんな速度出るワケない。

　目立つ目立つ。

「まあまあ、いいじゃないのさ。もののけも一匹倒せたワケだし」

　首に巻いた手ぬぐいを取り、伊い部べは滝のような汗をぬぐう。

「それでいいのか!?　それになんで、その女を連れてきた!?」

「……そ、それは……」

　彼が言葉に詰まる。

　代わりに彼女が続けた。

「わたしは、彼の補助です。お気になさらずに」

「するわ！」

　が、左海はすかさず突っ込んだ。

「仕方がないんだ。俺おれ、またこないだみたいなことになりそうだったから……」

　彼の科白せりふに、左さ海かいも伊い部べも先日の『大失敗』を思い出していた。

「なら、その、姫ひめとかいう女がいれば、アレのようなことはないというのか？」

　左海が訊きくと、

「……たぶん」

　彼は、やや力なくうなずいた。

　彼女をこんな危険なもののけとの戦いの場に連れ出すのは、やはり彼の本意ではない。

　しかし、彼女は言う。

「やれます。戦やって殺やれなんですっ」

　花きや車しやで清せい楚そで可か憐れんな容よう姿しを持つ彼女から思いがけず、野や蛮ばんとも思える科白が飛び出してきた。左海も、伊部さえも、互いに顔を見合わせ驚おどろく。

　しかし、それも数秒の間で、

「……なら、しっかりと頼むぞ。この前のようなことになるのは、勘かん弁べんしてくれよ」

　左海がうなずいた。

　彼女の言葉にはしっかりとした想おもいが詰まっていた。彼を信じるその心。それは、左海にも伊部にも伝わった。

「よろしくねっ。ところで、月げつ兎とくんの頭の上にいるコも必要なの？」

「あれ？」

　伊部に言われ、彼女が彼の頭の上に目を向けると、

「テルミン？」

　真っ白いふわふわしたまんじゅうみたいでうさぎによく似た、その実、龍りゆう神じんの化け身しんのテルミンだった。

「くっ！」

　しゅたっ、と前脚を器き用ようにあげる。

「がんばるぞ。と言ってます」

　彼女がテルミンの声を通訳した。

「判わかるの？」

　不ふ思し議ぎそうに伊部が訊たずねてきた。

「はい、なんとなくですが」

　彼女は笑って答えた。

「ですよね？」

　そして、彼も、

「うん」

　と、うなずいた。

　彼女は、龍りゆうノ眼めを制せい御ぎよすることができる〝証あかし〟を持っている。

　彼とテルミンには、龍ノ眼のチカラが宿やどっている。

　言葉がなんとなくでも通じるのは、不ふ思し議ぎじゃなかった。

　でも、

「不思議な奴やつ等らだな」

　ぽつり、と左さ海かいがつぶやいた。

　微かすかに笑って。

　それもすぐに消え、左海の表情がチカラを持った能力者の厳きびしいソレに変わった。

「なら、現状を説明するぞ。一度しか言わないから聞いておけよ」

「はいっ！」

「おぅっ！」

「くぅっ！」

　ふたりといっぴきが力強くうなずいた。




　もののけは、街中に散らばっていた。

　一箇所に集中してはいない。

　数も種類もバラバラで、いたるところに出没している。

　もののけたちが自由に活動できないはずのこんな昼間に出てくること自体まれだ。

　狙ねらいもはっきりしない。

　いつもなら、大地の霊れい的てきな〝チカラ〟が集まる場所に集まるはずが、今回は違う。

「狙いがないのが、むしろ、狙いかもしれないな」

　彼が言うと、

「そのようだな」

　左海も、伊い部べも同意した。

「だとすると──」




　ぶろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ…………っ。




　スーパーカブ疾しつ走そう。

　太陽が真上にあり、影かげがカブの真下をついてくる。

　彼女と彼は、いろんな意味でスーパーカブの飛び抜けた機き動どう力りよくを活いかして、志し青せい団だんに先行し前を走っていた。

　組そ織しきがうまくやれているのか、街中は静かで、左海たちに指定されたいろんな意味で『裏道』を疾走しているため、一般人にほとんど出で逢あわない。

　出で逢あってしまったとしても、この超ちよう速そくのカブなら、まともに見られる心配もないだろう。

　このまま被害も出なければいいが。

「街に出没しているもののけは『おとり』で、何ど処こかにそれらを指揮しているもののけがいるということですね？」

　風にまけないよう声を張って、彼女は彼に訊たずねる。

「おそらく！」

「くぅっ！」

　彼の頭にくっついているテルミンが啼ないた。

「どうしたの？」

「うくっ！」

　ぴしっ、と彼女の問いに答え、テルミンは片方の前脚を北東の方へ指す。

「そっちにいるの？」

「うくぅっ！」

　こくこく、うなずくテルミン。

　どうやら、霊れい力りよくの網あみを街に張はり巡めぐらせていたらしく、街中のもののけたちの中に、一箇所で留とどまっている妖よう気きがいるのを見付けたようだ。

　テルミンのやる気は本物だった。

「でかした！　テルミン、ほかの連中にそれを知らせられるか？」

　カブを北東に向けながら、彼がうながすと、

「うくくっ！」

　まかせとけ、とテルミンが短い前脚で胸をぽむっと打った。

　すかさず、霊力を飛ばして、志し青せい団だんに『敵の本体』の位置を知らせる。

「すごいね、テルミン。わたしなんかよりもずっとすごい」

　彼女は、風に消される声でひとりごちた。

「──そんなことない」

　としかし、それは彼に聞こえていた。

「本当に今でも、姫ひめを連れて行きたくないんだ。でも、姫が傍そばにいてくれることは、心強く感じてる。嘘うそじゃない」

「うん。ありがとうございます」

　彼女は、ぎゅぅ、と彼につかまった。

　風は冷たくて、頬ほおに鋭するどい鉄の塊かたまりのような刺し激げきを感じていた。

　でも、彼の背中から伝わってくる温度が、それをやわらげてくれた。

　それは同じように、彼も、彼女の温ぬくもりを背中に受けていた。

　背中に責任感と、胸に安心感を抱えて。

　カブがさらに速度を上げた。







　もののけの〝本体〟がいるはずの場所へやってきた彼女と彼だったが、まだ、こんなにももののけたちがいたのかと驚おどろいた。

　が、かまわずに、もののけの群れの中へ突入していった。

　というよりも、カブが速度を出しすぎて止まれなかっただけだったが。

　なら、もう行くしかない！

　車は急に止まれない！

「うっしゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁッ!!」

[image: ]

　彼が吠ほえ、スーパーカブが地面から飛び上がると、鳥と人を無む理り矢や理り混合したようなもののけが連なって襲おそってくる。

　それをものともせずにカブがなぎ倒し、轢ひき倒していく。

　その光景は、まさに非日常的で超現実的だった。

　ガシャンッ、とサスペンションをきしませながらカブが着地する。

「姫、大丈夫かっ？」

　彼が背中にくっついているうしろの彼女に声をかけてきた。

「は、はいっ。ちょっとびっくりしましたけど……」

　怖くはなかった。

〝本体〟がひそんでいるとあってか、周囲はもののけだらけ。

　なのに、彼女からは笑えみさえ浮かんできそうなほどだった。

　それが不ふ謹きん慎しんで緊きん張ちよう感かんのない行為だと自分で判わかっている彼女は、懸けん命めいにこらえていた。

　でも、やはり、──うれしい気持ちが押さえきれずに、こみ上げてきてしまう。

　こうして彼の傍そばにいられること、彼の力になれるかもしれないこと。

「姫ひめ！　見付けた、アレがこいつらの〝親玉〟だ!!」

　その声に、彼女は彼の背中越しに顔を覗のぞかせてみた。

　もののけたちの群れの奥に、一ひと際きわ大きな巨体を揺らす鳥のもののけがいた。

「あれが親玉さんですか？　身体からだが半分大地に埋まっていますよ？」

「たぶん、ああやって土地の〝チカラ〟を吸い上げているんだ」

　このあたりには、大地のチカラが溢あふれ出す場所が何箇所もかある。

　それは彼女の故郷や彼の故郷にもあり霊れい験げんあらたかな場所とされ、人間に活力やよい影えい響きようを与えてくれる。

　一方で、そのチカラは、もののけたちの〝好物〟でもあった。

　このような場所には、大小様さま々ざまなもののけが土地の、大地のチカラを求めて集まってきてしまう。

　そのために、彼らのような能力者たちがいて、もののけたちの脅きよう威いから人々を護まもっていた。

　しかも、目の前のヤツは、容量以上にチカラを喰くらって、その巨体が破裂しそうなくらい膨ふくれ上がっている。

　他ほかのもののけも数が数だけに、伊い部べたちの到着を待つことも考えたが、限界を超えている本体がいつ破裂するか判わからない。

　そうなると、喰らったチカラだけでなく、吸い上げていたままの勢いが止まらず、大地のチカラが溢れ出してしまうかもしれない。

　街への影響が出る。地じ震しんなどの被害が出るおそれがあった。

　そうなる前に──

「あの親玉さんをやっつけてしまえば、いいのですねっ」

「そうだ。大地にこのまま封ふう印いんしてしまえばいい。蓋ふたをするみたいにさ。……というか、姫ひめ。『親玉さん』って……。もののけだし、敵だぞ？」

「はいっ。そうですねっ」

「……まあ、いいか。姫っぽいから」

「ありがとう」

「ハハハッ。──じゃあ、いくか！　〝龍りゆうノ眼め〟のチカラを解放する。頼んだぞっ！」

「はいっ！」

　彼女は、しっかりとうなずいた。

　そして、目を閉じ祈りを捧ささげるように、彼の背中に自分の額ひたいを触れさせる。







　ドクン……ッ！







　龍りゆうノ眼めが反応する。

　彼の赫あかい髪かみが炎のように揺らめき立ち、身体からだがチカラで満たされていく。

　先日のようにチカラが溢あふれすぎ暴ぼう走そうすることもなかった。

「よし……っ！」

　彼は拳こぶしをにぎりしめ、自分の中のチカラの存在を確たしかめた。

「このまま、一気に片を付けてやる」

　彼が、カブのグリップを廻まわそうとハンドルに手をやろうとしたそのとき、

　予期せぬことが起こった。

「あれ？　テルミン？」

　彼女が、彼の頭の上のテルミンの異変に気付いた。

「どうした、姫ひめ？　──って、うぉぉぉいっ!?」

「くぅっ!!」

　テルミンがひと啼なきすると、そのちいさな身体からだが光をおびはじめた。

　それはみるみる（彼の頭の上で）大きくなっていく。

「うわぁ、すごいです。テルミン」

　彼女がパチパチと拍手しながら感かん嘆たんの声を漏もらした。

「ど、ど、ど、ど──どうなってんだぁっ!?」

　彼の頭の上に、鋭するどい牙きばを持ち背中に大きな翼つばさを広げた、白銀にも見える真っ白い『龍』が出現していた。

　全長二メートルはあるだろうこれが、テルミンの戦せん闘とう形態。

　彼女が龍ノ眼を制せい御ぎよしようとしたことに、彼といっしょに反応してしまったらしい。

「くぅっ！」

　でも、啼き方は変わってなかった。

　しかし、突然現れた龍から伝わってくる強大なチカラの波動に、敵のもののけたちに動揺が走っていた。

　同じもののけの類たぐいだったとしても、テルミンは『龍神』の化け身しんだ。

　そのチカラは、絶大。

　そこらへんのもののけとは『位』が違う。

「くぅぅぅぅーっ！」

　テルミンが啼なく。

　大きな口を広げると、







　ずぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！







　閃せん光こうが走った。

　もののけたちは何が起こったのか理解できないまま、次の瞬しゆん間かんには、──消滅していた。

　テルミンの口からチカラの光弾が撃うち出された。

「む、無む茶ちや苦く茶ちやだな!?」

　彼がうなる。

　先日自分も同じようなチカラを使って（暴ぼう走そうさせて）大地に大穴を開けたが、こうして傍はた目めから見てみると『龍りゆうノ眼め』の強大なチカラを改めて思い知らされた。

　だが、先日の彼と違っていたのは、テルミンの光弾は、的てき確かくに敵の〝本体〟を護まもっていたもののけどもだけを吹き飛ばし、ほかには被害を出していなかったことだ。

　彼女がいるせいなのか、テルミンだけでそれができるのかはこの時点で判わからなかったが、彼にも同じチカラが宿やどっていることは確たしか。

　そして、彼女がいれば、制せい御ぎよもできるはず。

「やってみるか……。て……まず、テルミン……。俺おれの頭から降りてくれ……」

「うくっ？」

　頭に乗ったままだった。

　重さは感じてなかったが、正直、邪じや魔までしょうがない。

　ばさばさと翼つばさをはためかせ、テルミンが地上へ降り立つ。

　それを確認してから、彼はカブから降りた。

「テルミン、姫ひめを頼む」

「くぅ！」

「やっちゃってくださいっ！」

　彼女が言うと、

「おぅっ！　戦やって殺やれだッ！」

　大きく彼がうなずいた。

　十数メートル向こうでは、大地からチカラをたらふく吸い取ったもののけの親玉が、地上へ這はい出ようとしていた。

「そのまま、此こ処こに封ふう印いんしてやる……！」

　もののけは大地のチカラを破裂しそうなくらいまでため込んでいる。

　この状態で打ち倒せば、チカラが暴走して、周囲に被害を及ぼす可能性がある。

　なら、逆に大地のチカラを利用してこの土地に封印してしまう方が、危険が少ない。

「よっしゃぁっ！」

　地面を蹴ける。彼の身体からだは、重力を失ったように軽々と、十数メートルの距きよ離りを一いつ瞬しゆんにして、零ゼロにした。

「グォアウゥァゥアオゥゥオォゥォゥッッ!!」

　鳥のもののけは、容量以上のチカラを吸い込んだせいで身体が崩ほう壊かいしかかっていた。

　そんな状態で攻こう撃げきを仕かけてくる。

「おとなしくしてろっ！　喰くいすぎでまともに動けないんだろうがっっ！」

　もののけが振ふり廻まわした腕を軽々とよけ、彼は接近して、近きん距きよ離りから鳥頭に両手のひらに集めた光弾を放った。







　グガァアアアアアアアアアアアアッァァァン！







　まともに攻撃を受けたもののけの巨体があっけなく大地にひっくり返った。

「仕上げっ！」

　高く飛び上がると、彼は指先で空中に光の『陣じん』を描いた。

　封ふう陣じんの法術だが、本来は、大地に直接陣を描かなくてはならない。

　しかし龍りゆうノ眼めのチカラを得た彼は、それを必要とせず、

「大地に吸収されるまで眠ってろっ!!」

　倒れビクビクッと脈打つもののけめがけて、陣を放った。

「グゥォウァゥアウゥアァアォゥォゥッゥオォォォッォオォォォォォ………ッッ！」

　もののけはうなりをあげ抵抗を見せるが、彼の放った陣はもののけの身体を大地に貼はり付け、そのチカラを大地に戻していく。

　彼は手のひらを打って、片手で印いんを結ぶ。

「──ハァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！」

　一気に、もののけを押し込んだ。

　陣が輝かがやきを増す。

　光はやがて収しゆう束そくしてくと、溶けるようにもののけごと大地の中に消えていく。

　最後にドクン、と大地に張り付いた陣の光が脈打ち、法術は完成した。

「よし、っと……」

　着地すると、彼がうしろを振り返る。

「やりましたあーっ」

　彼女は笑え顔がおで手を振った。

「おぅ」

　彼も手を振り返してくれた。

　ふぅ、と彼女は深呼吸する。

　ほっと安心した。

　それと同時に、足が震ふるえてきた。

　今ごろになって、怖くなってきたんだった。

　今回は、うまくいったけれど、次はそうとは限らない。

　命を賭として、彼や能力者のひとたちは、いつもこんな戦いをしていたんだ。

　はじめて知ること。

　はじめて目まの当あたりにしたこと。

　彼が歩み寄ってきた。

「あはは……っ。やりましたね。やっちゃいましたね」

　無理に笑おうとした。そうしたら、彼は、

「うん」

　と言って、彼女の頭をそっと撫なでた。

　よしよし、と子供をあやすように。

「がんばったな、姫ひめ。うん。がんばった」

　彼の細くて長い指。

　髪の毛を梳すく、やさしく触れた。

　彼女は、なんだか涙が出そうになって、一いつ生しよう懸けん命めいそれを我が慢まんしていた。

　役に立ててよかった。

「ありがとう。姫……」

　彼が言った。

　やさしい笑顔で。

「うくっ？」

　と、いつの間にか、うさぎのような姿に戻ったテルミンが、彼女の頭に登ってきた。

　彼の真ま似ねをして、彼女の頭を、さわさわと撫でる。
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「がんばったね、晴はる歌か」

　そんな風ふうにほめてくれているみたいだった。

「ありがとう、テルミン」

　彼女から力が抜け、自然な笑え顔がおになった。

　やっと、笑えた。




　それから、ふたりは、駆け付けた左さ海かいや伊い部べと合流して、もののけを封ふう印いんしたことを伝えた。

　先走って戦せん闘とうをはじめてしまったことは、組そ織しきの連れん携けいを無視したような行為になってしまったが、事情をさっした左海も伊部も、「よくやった」とふたりをほめてくれた。

　けれど、

「無事だったからいいものを。次は、志し青せい団だんとともに行動してもらうぞ」

　左海が付け加える。

　それは怒っているようで、仲間として行動しろと言っているようにも聞こえた。




　月日は、流れていく。

　永遠のような時間も、無限ではない。

　限られたときの中で、何ができるだろうか。

　何を想おもうだろうか。

「それはキミ次第だよ」

　朝あさ陽ひが昇ってきて、そんな風ふうに言った。

　気がした。




　いつの間にか、彼女も彼も、この街の暮らしになれ、人々の中にすっかり溶け込んでいた。

　月日は、流れていく。

　これが限られた時間の中だと、彼女が一番よく知っていた。

　ただ、

　許されるのなら、

「もう少しだけ、生きていてもいいですか？」

　そう思った。

　そう願ねがった。










　　　　♪




　その日、〝彼女〟と〝彼〟の、長くて短い物語りを知った。

　物語りは、あたらしいストーリーへとつづくエンディングまで一気に駆け抜けていった。




　ジェットが知らない、じーちゃんとばーちゃんがそこにいて、たしかにいて、呼吸して物語りを紡つむいでいたんだった。

　月げつ兎との口から語られる真実は、ジェットにはとても重くて、つらくて、でもあったかくて、やさしくて、どうしようもなく泣きそうになってしまった。




「──まあ、こんなかんじかのぅ……」

　ずずずずずずっ、と月兎がすっかり冷さめてしまったお茶をすする。

「多少は、割かつ愛あいしている部分があるけれどな」

　同じように、お茶をすすり左さ海かいが言った。

　それに、

「ああ、僕のうちに楽器があったってゆうだけで、バンドはじめたりね。月兎くんがやたら興きよう味みもってさ。『姫ひめちゃんのために歌を作りたい』とか言って」

　伊い部べが補足をする。

「うっさいんじゃボケがっ。せっかくワシがチョー判わかりやすく語っとったのに、よけいな話を加えるんじゃないわっ！」

　めずらしく月げつ兎とが顔を赤くしている。

　本当に、ばーちゃんには弱かったんだ。

　話は、ジェットには、衝しよう撃げき的てきな内容だった。

　じーちゃん、そんなのボク、かかえきれそうにないよ……。

　情けないことも思ってしまう。

　それくらい、たくさんの、いろんなことが起こって、長い時間があって、今がある。

　月兎がここにいる理由。

　ジェットがここにいる意味。

　ばーちゃんには、逢あったことない。

　ジェットが生まれるずっと前に、死んでしまったからだ。

　写真の中で微笑ほほえんでいる、とても綺き麗れいな女性。

　母かあさんや姉ねえさんに似ている。

　それだけしか、ジェットの中に、ばーちゃんは存在していなかった。

　けど、じーちゃんの話を聞いたら、胸のところがなんか、すごくあったかくなった。

　哀かなしいし、せつなさがいっぱいだ。

　でも、じーちゃんとばーちゃんがいて、ぼくがいるんだ。

　そう思うと、とても祖そ母ぼ、晴はる歌かのことが身近に感じられるようだった。

　ジェットは、となりに座る美み雨うに目を向けた。

　じーちゃんの過去について、美雨は何もしらなかったようで、途中で、ジェットの手をにぎってきた。

「み、ミーちゃん……はず……」

　恥ずかしいと言おうとしたが、やめた。

　美雨が泣きそうに震ふるえていたからだ。

　ぐすぐす、とうっすらと浮かんだ涙をかわいらしい柄がらのハンカチでぬぐっている。

　そして、寿じゆ花かは、自分が思っていた──蒼そう間まの裏切り者としての『晴歌と月兎』の物語りとのギャップに驚おどろいていた。

「本当は、お祖ば母あさまが誰だれかと話しているのを聞いただけだったんだ。雛ひな蕗ぶき月兎と雛蕗晴歌という人物が、龍りゆうノ眼めを持っていると……。龍ノ眼は、蒼間の宝で、〝証あかし〟を持つ者以外触れられない神じん器ぎ。それが失われたとしたら、お祖母さまに多大な責任がのしかかる。私は、龍ノ眼を取り戻して、お祖母さまを助けたかった。少しでも役に立ちたかったんだ……」

　寿じゆ花かは、〝証あかし〟を持つ者として、早く一人前になりたかった。

　祖そ母ぼに、蒼そう間ま一族の当主に自分という存在を認めてほしかった。

　だから、ひとり屋や敷しきを抜け出し、ここまでやってきた。

　ひとりで龍りゆうノ眼めを取り戻せば、きっと認めてくれるはずだから。

　けれど、裏切り者で神じん器ぎを盗んだと思っていた雛ひな蕗ぶき晴はる歌かは、自分の祖母の姉妹だった。

　本当の名前は、蒼間晴歌。

　晴歌と月げつ兎とが本当は、命を賭として蒼間の危き機きを救っていた。

　そのせいで、月兎の身体からだは、不老不死になってしまった。

　権力をめぐる争いのきっかけを、自分の存在と龍ノ眼だと思った晴歌は、自分は死んだこととして、月兎とともに、この街へやってきた。

　雛蕗慈じ温おんというあたらしい家族ができ、左さ海かいや伊い部べという仲間もできた。

　この街が、ふたりのあたらしいふるさとになったんだ。

　そして、蒼間の家は、龍ノ眼のチカラに頼ることなく一族を再さい興こうし、組そ織しきをまとめ直した。

　だからこそ、寿花が生まれてきたんだから。

　月兎の話に、ジェットももちろん、ものすっっっっっっっっっっっっっっっごく、驚おどろいた！

　いつか訊きくことになるんだと思っていた『じーちゃんがアホみたいに若い理ワ由ケ』には、とてもつらい過去があった。

　そして、ジェットにはその〝つらさ〟が理解できない。

　理解できそうにない。

　ゴメンね、じーちゃん。

　何も知らなくて。

　何も判わかってあげられなくて。

「ジェット、お茶っ」

　月兎が言う。

「あ、うん」

　ジェットは言われるまま、急きゆう須すを手に立ち上がると、傍かたわらに置いてあったポットから、ジョビジョバー、っとお湯を注いだ。

「サンキューなのじゃ」

　月兎はジェットがいれたお茶を、ぐいっと飲む。

　話すのは月兎にとってもつらかったんじゃないかと思ったが、月兎は平然としていた。

　月兎の過去のことを知っているはずの左海と伊部のほうが、しんみりしてたくらいだ。

　それは、月兎にとって、終わってしまった過去の想おもい出でじゃなくて、今もつづいている現在進行形の想い出だからだ。

　物語りはつづいている。

　晴はる歌かの想いは、今も此こ処こにあって、そして、月げつ兎とにも、ジェットにも残されているからだ。

　失なくなったワケじゃない。

　失くしたワケじゃない。

　ちゃんとたいせつな此処に、たいせつなまま在ある。

　ばーちゃんが死んでしまったとき、かあさんは子供だった。

　そこには、想像もできない哀かなしさとかさみしさがあったんだろう。

　でも、じーちゃんにはかあさんがいて。

　かあさんには、じーちゃんがいて。

　家族がふえて、とうさんやねえさんやぼくがいる。

　左さ海かいさんや伊い部べさんもいた。

　それから、街のみんな。

　きっと、笑え顔がおであふれていたんだろう。

　だから、月兎は今も笑顔でいられる。

　いつかの冬の日、手をつないで歩いたその温ぬくもりを忘れてない。

　ずずずずずずずずずずーっ。

　まだ熱あつ々あつなはずのお茶をあっという間に月兎は飲のみ干ほした。

「うぃー。もう、こんな時間か」

　言われて、ジェットは居間の柱にかけられた古い時と計けいに目をやった。

　時刻は、もうすぐ十二時になろうとしていた。

「そういや、もう、眠くなってきた」

　はわわ、とあくびする。

　つられて、美み雨うと寿じゆ花かもあくびした。

　そろったあくびに、みんながぷっと笑った。

　笑顔だった。

「そっか、こんな時間か。じゃあ、僕らもう、帰るよ」

　伊部がケータイでパチパチとそこらへんのギャルのような速度でメールを打ったかと思うと、すくっと立ち上がった。

「俺おれも今日きようは帰るよ。明日あしたまたくる。様よう子すを見にな。まあ、心配はなさそうだがな」

　つづけて、左さ海かいも立ち上がる。ちらりと、寿花を見やった。

　その眼まな差ざしは、とてもやさしかった。

「おぅ。んじゃ、また明日じゃな」

　しゅたっ、と片腕を上げる代わりに何な故ぜか、足を上げて月兎はふたりを見送った。

「あ……ご、ごちそうさまでしたっ！」

　ジェットがふたりに声をかける。

　お寿す司しのお礼を忘れてた！

　美み雨うも、「ごちそうさまでした！」とそれにならった。

　寿じゆ花かは、「…………」無言だったが、ぺこりとちいさく頭をさげた。

「ああ。また、明日あしたな」

　左さ海かいが軽く手を振り、伊い部べと一いつ緒しよに帰っていった。

「ミゥミゥも泊まっていくか？」

　月げつ兎とが訊きいた。

　美雨は、ちょっとうれしそうに微笑ほほえんだけれど、

「いいえ。今日きようは、帰ります。次は、ぜったいに泊めてもらっちゃいますから。ねっ、ジェットちゃん」

「あ、うん。そうだね？」

　ワケも判わからず、ジェットはうなずいた。

　眠気がピーク。

「じゃあ、今日はもう、寝るかーっ！」







　夜。

「スゥーとしたら、フゥーっとするよ？」

　と、まんまるお月さまがワケの判らないことを言っていた。

　夢だった。

　うっすらと目を開けると、そこはいつもの天てん井じようではなく、

　……そっか、じーちゃんの部へ屋やだったんだっけ……。

　眠いんだけど、何な故ぜか目が覚めた。

　雪は降ってなかったが、外は昨日きのうの寒さを引きずったままで、頬ほおにひんやりとした冷たい空気を感じた。

　布ふ団とんの中でごそごそと動いて、身体からだの向きを変えてみると、

「……ん……？」

　一ミリの隙すき間まもないくらいにびっちりとくっつけられたとなりの布団で寝ているはずの月兎の姿がなかった。

　また、〝夜のお仕事〟かな？

　と思ったが、部屋の中で声がして、そうじゃないとすぐに判った。

　部屋の隅すみに置かれた棚の前で、月兎は誰だれかに話しかけていた。

「なんかさ。ジェットたちに昔のこと話したら、なさけないけど……少しだけ、本当に少しだけど……寂さびしくなったよ」

　誰だれだろ……。

　てか、じーちゃん、いつもとなんか違う……。

　そっと目を凝こらすが、そこには誰もいない。

　が、すぐに〝誰〟なのかジェットはさっした。

　月げつ兎との前には、写真があった。

　ばーちゃん──晴はる歌かの写真だ。

　月兎が一番好きな、笑え顔がおの写真。

　その中で、晴歌は笑っていた。

　とても綺き麗れいに笑ってた。

「姫ひめ、時間なんてあっという間だな。珠たま生きも莉り々りもジェットも、いつか俺おれを追い越していくのかもな……」

　そうつぶやく月兎の横顔が、障しよう子じを透すき通って照らされる月明かりに浮かんでいた。

　とてもさみしそうで、ジェットは、胸が押しつぶされそうなくらいせつなくなってしまった。

　そのさみしそうな理由は、ジェットには判わからなかった。

　まだ、それを知るのは遠い未来の話になるかもしれない。

　月兎は、ただ、一番好きなひとといっしょに生きる平へい凡ぼんで何の変哲もない人生を、ただ、いっしょに老いてゆきたかったと思っていたことを。

「──じーちゃん……っ」

　声をかけようとしたが、ジェットは、はっとそれを押し戻した。

「──ん？　ハァー、まったく今日きようくらい、おとなしくしておれんのかのぅ。さっき出しゆつ撃げきしたばっかりじゃっつーのっ！」

　いつもの月兎が、面めん倒どうくさそうにつぶやく。

　たぶん、また、もののけが出現したんだろう。

　ジェットは能力がなくて判わからないけれど。

「やれやれ……」

　そう言いながら、月兎がこっちに近づいてきた。

　……あっ！

　ジェットは、あわてて目を閉じて、寝たふりをする。

　すると、ジェットの布ふ団とんの傍かたわらにかがんだ月兎の手がジェットの髪に触れた。

　それから、やさしく撫なでる。

「ジェット、行ってくるぞいっ」

　言って、月兎は立ち上がると、部へ屋やを出て行った。

　そのうしろを、ぴょんぴょんと跳はねる音が聞こえて、テルミンが追いかけていったんだと判った。

　月げつ兎ととテルミンの足音が遠くなって消えてから、ジェットは、むくりと布ふ団とんから起き上がった。

「いってらっしゃい、じーちゃん。──やってやれだよっ」




　　　　♪




　ふたりは、歩いていた。

　手をつないで、歩いていた。

　帰り道。

　冬の散歩道は、寒くて、とても冷たくて。

　でも、寒くなかった。

〝彼女〟のあたたかさが、

〝彼〟の体温が、ふたりをあたためてくれていたから。

「少し遠くまで行きすぎたなぁ」

　雪が降る帰り道に、彼がぼやいた。

「そうかもしれませんね。でも、とても楽しかった」

　つかれていたけれど、彼女は、うれしい方が大きかった。

　この時間が、永遠じゃないことを知っている。

　だから、この一いつ瞬しゆんを、瞬間を、刹せつ那なを、一いつ生しよう懸けん命めい生きていく。

　笑え顔がおで生きていく。

　これからもずっと。

　この手をつないで、歩いていこう。

　たとえ、離はなれてもこの手は離さずに。

　歩いていこう。

　手をつないで。

　ぎゅっ、とするから。

　ぎゅっ、として。

　キミと冬の手。

　忘れずに、失なくさずに。

　寒さに震ふるえる手と、吐はく息の白さ。

　笑いながら。

　大好きな歌を口ずさむよ。

　キミがくれたあの日から、歩いてきた。

　ふたりで歩いてきた。

　どうしようもないことがあるって、判わかってる。

　この先には、未来には何もないかもしれない。

　けれど、わたしは今、此こ処こにいる。

　まだ、一歩を踏み出せる。

　手をつないでいくよ。

　ずっと。

　いつか離はなればなれになってしまうかもしれないけれど。

　わたしがいなくなっても、笑え顔がおは失くさないで。

　だから、彼は笑った。

　精一杯、笑う。

　これまでも、これからも。

　たとえ、大好きなひととこれからを過ごせなくなったとしても。

　愛いとしいひとといっしょに、ゆっくりと年老いてゆくことができないとしても。

　今もこうして手をつないでいるから。

　心はずっと此処に在あるから。




　冬の空。

　キミの手。

　おさんぽをした。

　雪が降る帰り道。

　つないだ。

　あったかさ。

　白い息が、ぬくもりに変わる。




　つないだ手、離しても離さずに。







　いつか、月げつ兎とは言った。

「もしも、俺おれが死んだときは、笑って迎むかえてくれよ」

　晴はる歌かは、笑ってうなずいた。

　とても、寒い日に、あたたかさを感じながら。




　やがて、




　ふたりに、子供が生まれた。

　まるで、奇き蹟せきのような瞬しゆん間かんだった。

　珠たま生きと名付けられたその女の子は、すくすくと育っていく。

　そして、その子が五歳になるころ、







　彼女は、息を引き取った。







　二は十た歳ちまで生きられるかどうか判わからないと言われた彼女が、子供を産み育てることができた。




　彼女は光に包まれ、眠るように、逝いった。







　その傍そばには、真っ白い天使の羽根が落ちていた。











You're gonna make me lonesome when you go(boys don't cry part.2)-fin.









　　終幕　青春は今日も役立たず。

　　　outro:KIDS ARE ALRIGHT




　　　　♪




　雪なんか降ったモノだから、春が来るのはとうぶん先なんだろうなぁ、とか思ってた。

　けれど、案外、

「おいーっす」

　と春は簡かん単たんに、軽いノリでやってきた。

　四月──




「いってきまーすっ」

　トントン、とかかとを靴に押しこむ。ジェットは、玄関から家の中に向かって言った。

「──ジェットぉ～～っ！」

　やっぱりというかなんというか。月げつ兎とが何ど処こからともなくやってきてしまった。

「もういってしまうのか」

　玄関の段差もなんのそので、月兎が低い姿勢でジェットの足にからみついてくる。

　せっかくはいた靴がぬげそうだ。

「……じーちゃん……五年生の新学期そうそう遅刻しちゃうよ……」

　ジェットはため息まじりに言う。

　月兎とのこの手のやりとりは、学校がはじまると毎日のことなので、なれっこはなれっこなんだけど。

　今日きようは、不ふ思し議ぎな感じが少しだけした。

　なにしろ、この三ヶ月くらいは、ものすごく『濃こい口くち』だったんだ。

　一日が一週間にも、一週間が一ヶ月にも、一ヶ月が一年にも、そんな風ふうに感じた。

　そして、ようやくジェットも今日から五年生。

　ようやく、ジェット少年に、平へい穏おんな、普通のごく一般的な小学五年生としての、日々がはじまった。

　いや、まだまだだった。

「──……邪じや魔まだ」

　静かに、不ふ機き嫌げんそうな声が鳴った。

「あっ、寿じゆ花かくん」

　ジェットの視し線せんの先に、蒼そう間ま寿花が立っていた。

「なんじゃいっ、寿じゆ花か！　ワシとじぇっとんのラヴラヴアワードを邪じや魔まする気か」

　月げつ兎とがジェットの足にからみついたままで、寿花を見上げた。

「誰だれがそんなことをするか……っ」

　ぷいっと、恥ずかしいモノでも見たみたく月兎から目め線せんをそらし、下げ駄た箱ばこの中から自分のローファーを取り出した。

　寿花は、この近所ではなく、ちょっと離はなれたところにある中学校の制服、セーラー服に身を包んでいた。

　やっぱり、寿花は女の子なんだなー、とこんなところでも改めて思わされた。

　しかし、ジェットの呼び方は、一番最初の『寿花くん』に戻った。

「寿花くんて制服だとなんかすっごい、歳とし上うえに見えるね」

　ジェットは、ぽそり、なにげなくそんなことを言った。

　すると、寿花は、「バカやろうっ」と乱らん暴ぼうにいって、ローファーをはくためにしゃがみこんだ。

「……？」

　怒っていたような、顔もちょっぴり赤くなっていたような気もするけど、気のせいかも。

　ジェットは、寿花から視線を外はずして、

「じーちゃん、いいかげんにして。ぼくも学校いきたいの」

　足もとの月兎に言う。

　てゆうか、足もとにいる祖そ父ふって……！

「ワシも行く！」

「行かない行かない……」

　無む茶ちやなことを叫ぶ月兎の腕をするすると抜け、無言のまま先に家を出て行こうとする寿花に、

「寿花くん待って、ぼくも行くからー」

　ジェットはそう言って、寿花とともに家を出た。

「じぇっとぅぉ～～～～～～～～～～…………………っ」

　月兎の涙声がジェットの後ろ髪を引っこ抜けそうになるくらい、引っ張ってたけど、無視しておいた。

　いつものことだから……。付き合ってたら学校に遅れるどころか、二、三日登校できないおそれがある。

　とりあえず、ほうっておいても、月兎がどうにかなるワケでもないので、早足でさっさと歩いていってしまった寿花の背中を追う。

　寿花は、『雛ひな蕗ぶき家け襲しゆう撃げき』と『月兎と協力してもののけ撃破』を経へて、まだ、雛蕗家に留とどまっていた。

　その理由をジェットは、寿花から、

「雛蕗月兎と『龍りゆうノ眼め』の状態の分析と把握のために、もうしばらく、雛蕗家ここに残る」

　と聞いていた。

　が、実際は、もうちょっと複雑だった。

　蒼そう間ま寿じゆ花かという女の子は、正義感に溢あふれ、真ま面じ目めな子だった。が、かたくなで真面目すぎて、思考に柔軟性が足りない部分があった。

　能力者の頂点にある蒼間一族の次期当主としてのプライドもあり、自分以外の人間をあまり信用せず、仲間意い識しきも少ない。

　そのせいで、実戦に出ても、能力者たちの連れん携けい（チームワーク）を乱す自分勝手な行動ばかりを取ってしまう。

「自分は独りでも戦える。そのほうが早い」

　と寿花は思っていたからだ。

　悪気があるワケではない。むしろ、正義感からの行動だけに、そのことに頭を抱えていた寿花の祖そ母ぼ（ジェットの祖母、晴はる歌かの姉）で、現蒼間一族の当主は、『賭かけ』に近い、ひとつの手段に出た。

　蒼間の最大の秘密だった──神じん器ぎ『龍りゆうノ眼め』が蒼間家にはないという事実を教えることにした。

　と言っても、直接伝えるのではなく、寿花がたまたま耳にしてしまったという風ふうにすることにした。目的は、寿花が、現在龍ノ眼を持っている人物たちのもとへ向かうようにするためだ。

　そして、それは成功した。

　寿花は、龍ノ眼が盗まれたモノだと思いこみ、取り戻すために──ジェットたちが住むこの街にやってきた。

　蒼間本家が手にあまる寿花を月げつ兎とに押しつける形だった。けれど、蒼間当主は、月兎たちの強い仲間意識や繋つながりが、きっと寿花に影えい響きようを与えるはずだと考えていた。

　月兎もそれが判わかってか、寿花を雛蕗家においておくことにした。

「寿花をよろしく頼むよ」

「ワシはなんもするつもりないわぃ。がんばるのは、寿花あのコじゃ」

　とかなんとか、月兎と当主の間でそんな会話があったのかなかったのかは、ジェットの知るところじゃない。

　そんなアレで、寿花は、この春から、中学一年生──でも、街の公立中学じゃなくて、ジェットの姉の莉り々りや美み雨うの姉の榛しん羽はが通う女子校の中等部に入学することになった。

　超お嬢じようさま学校らしいが、そこの理事長と月兎がなんだか知り合いみたいで、すんなり受け入れられたらしい。

　もっとも、寿花は勉強のほうもずばぬけていたが。

　それよりもなによりも、ジェットは家族が増えたみたいで、なんだかうれしかった。

　ジェットは、（男の子だと勘かん違ちがいもあって）寿花に親近感を持っていたし。

　すっかり、寿花になついている。

「寿じゆ花かくーん。途中までだけど、いっしょに行こう」

　てけてけと駆けて、先を早足で歩いていた寿花に追いついた。

　本当なら、寿花は電車通学のため、近所の小学校に通うジェットよりも早く家を出るはずだけど、今日きようは、新学期イベント（イベント好きな校風）があるために、新入生は少し遅れて登校することになっているらしい。

　だから、今日くらいしか、寿花とはいっしょに登校できないんだ。

　すたすた歩く寿花に合わせて、少し小走りのようになってジェットがついていく。

　寿花がジェットの歩ほ調ちように合わせようとすることは、なかった。

　まだまだ、協調性や誰だれかを思いやったりすることに足りない部分がある寿花だ。

　でも、だからこそ、ここにいる。

　そして、ジェットののんびりとしていてもいつも誰かのことを思っているやさしさや、月げつ兎との何を考えているか判わからないけれどいつも誰かを護まもっている強さ、それらに触れ、寿花も変わりはじめていた。

「ジェットちゃーん、寿花さーん」

　通学路を進んでいくと、美み雨うが待っていた。

「おはよ、ジェットちゃん、寿花さん」

　にこにこと笑え顔がおで、美雨があいさつしてきた。

「おはよ、ミーちゃん」

　立ち止まってあいさつをするジェットとは違い、寿花は、すたすたと先を歩いていってしまった。

　だけど。

「うんっ」

　と、ふたりは目を合わせて、大きくうなずいた。

　寿花が無言で通りすぎたんじゃなくて、ちいさく、本当にちいさな声だったけれど、

「おはよう」

　と言ったのをふたりはちゃんと聞いていた。

　ジェットと美雨は、うれしい笑顔になって、寿花の背中を追いかけた。

　追いつくと、ふたりは、寿花をはさんで、三人で歩き出した。

　寿花は、あいかわらず早歩きで、ジェットと美雨がちょっと小走りになってしまう。

　ジェットも美雨も、それでいいと思った。

　自分に合わせるように誰かに求めるんじゃなくて、自分が合わせればいいんだから。

　そして、いつか、求めるでもなく、合わせるでもなく──

　たぶん、寿花と同じ歩ほ幅はばで歩けるようになるよ。

　寿花もそのことに気づくときがくる。

　ジェットは、そう思っていた。




　春のあたたかさは、なんだか、何ど処こかで感じた誰だれかのぬくもりによく似ていた。

　見上げた空には、光に透すける一枚の真っ白い羽根。

　やわらかな風にたゆたっている。

　それを眺めていると、なんだか、ジェットは祖母ばーちやんの顔を思い出した。

　とてもしあわせそうに、綺き麗れいに笑ってた。




　そんな風ふうに、誰かを笑え顔がおにすることができるといいな。

　本当に、そう思うんだ。




　世界には、知らないことばかりがある。

　謎なぞや、不ふ思し議ぎなことがある。

　それは日常にもひそんでいて、

「キミが見つけてくれるのを待っているんだよ」

　とワクワクしているかもしれない。

　ジェットと月げつ兎とと美み雨うと、そして、寿じゆ花か。

　泣いたり笑ったり、怒ったり困ったり、つながったりはなれたり、つづいたりはじまったり。




　そうして、少年は、ちょっぴりオトナになってゆくんだろう。







　いつか、誰かの笑顔のために。




　あした、また──











Ji－Chan & Jet!!!－all over.




and－Honey Bunny/Lovey Bunny－closed









　　らくがき。Afterword of Graffiti in[image: ]Ji－Chan & Jet!!![image: ]




　　　　♪




　はじめまして、おひさしぶりです。

　ハセガワケイスケです。

　最初の『じーちゃん・ぢぇっと！』から次の『じーちゃん・ぢぇっと!!　ハニバニ。』までずいぶんと時間があったのに、『じーちゃん・ぢぇっと[image: ]　ラビバニ。』は、ほとんど間を空あけずの出版になりました。




　というアレで。




　ボクが、電でん撃げき文ぶん庫こさん、メディアワークスさんの『電撃ゲーム三さん大たい賞しよう（現電撃大賞）』に応おう募ぼした『じーちゃん・ぢぇっと！』を書いたときにあった設定やらストーリーなどなどは、この『無印。』『ハニバニ。』『ラビバニ。』のみっつの物語りで、ほとんど描くことができました。なんというか、ようやくです。ほっとしております（笑）。

　……そうなんです。勘かんの良い方は、気付いたかもしれません。「あれ？　応募原稿って分量的に三冊分もあっていいの？」ということです。ええそうです。いや、そうじゃないです。ダメなんです。ぜんぜん、ダメなんです。応募規定に反していいワケがないのです（苦笑）。しかし、そのときすでに一番最初の応募原稿ヴァージョンの『じーちゃん・ぢぇっと！』は、軽く応募規定を凌りよう駕がする枚数に膨ふくれ上がっていたんです。編へん集しゆう部ぶに送られてきた原稿の中身を読む前に、「ダメだ、こりゃ……」と編集部の方々が投げ出すおそれのある分量でした。ですから、ボクは、泣く泣く生まれてきた物語りや登場人物を削っていきました。そうしてできあがった大幅に削ったヴァージョンが、締しめ切り最終日の朝、印刷を終え、郵便局から電撃文庫編集部へと郵送されることになります。

　しかし、あのときボクが「応募規定に反しようが何しようが、この完全ヴァージョンを送るんだぜ？」と何の考えもなく、ぶっとい原稿を郵送していたなら、おそらく、ここでこんなことを書いているボクはいなかったと思います。いろいろな奇き蹟せきがあって、ボクは今、此こ処こに居て、こうしてみなさんの手に、この物語りたちが在あります。

　応募しようと、こつこつ書いていたときも、この『じーちゃん・ぢぇっと！』という物語りは、何度も書くことにくじけそうになりました。それから時を経へて、電撃文庫の一冊として世に送られることになった『じーちゃん・ぢぇっと！』のときもそうです。それから『ハニバニ。』を書こうか書くまいかと考えているうちに、たくさんの時間は過ぎてしまいました。

　それでも、想おもいはいつもそこにあって、気付かないだけでした。物事にはやはりタイミングやチャンスというモノがあって、一度それを逃せば、次に巡めぐってくることはほとんどありません。それなのにボクは、いくつもの奇き蹟せきの中で、それを手にすることができました。その奇蹟はボクが呼び込んだものではありません。ボクの周囲にいるひとびと──ふたりの担当編へん集しゆうさん、こんなボクと仲良くしてくれる仲間たち、友人、家族、たいせつなひとたち、そして、この物語りを手にしてくれた触れてくれたすべてのひとがくれた奇蹟でした。

　だからこそ、描ききれずそれでも頭の中でずっと生きていた登場人物や物語りたちを書くことができました。学生生活最後の日、通学路を歩いていてふと、『じーちゃん・ぢぇっと！』というタイトルと『ギターを振ふり廻まわすじーちゃんと、それに振り廻される孫まごの物語り』というコンセプトが同時に思いついたあの日から、ずいぶんと時間が過ぎていきました。それをボクは昨日きのうのことのように思い出しますし、けれど一方では、忘れそうな懐なつかしい想い出のようにも感じます。

　この物語りたちは、あなたの記き憶おくの何ど処こに在あるのでしょう？

　ほんの一部、はじっこのはじっこでもいい、あなたを作る記憶のひとつになるといいなぁ、なんて、身勝手に思ってしまっています。

　届け、響ひびけ、と我わが侭ままを言ってしまいます。

　だけど、

　これらは、強くも、弱くも、なんでもない、あたりまえの物語りたちです。

　過去へ、今へ、未来へ。すべてのあなたのための物語りです。

　だから──




　どうか、おもしろければ笑ってください。

　どうか、つまらなければ笑ってやってください。




　そして、この本を、物語りたちをめぐる、

　すべてのひとたちに感かん謝しやさせてください。




　ありがとう。








二〇〇七年　冬と握手しようと手を伸ばしながら　　　　　ハセガワケイスケ
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──すべてをあなたに。
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ハセガワケイスケ

12月26日福井生まれ。

好き→音楽、サッカー、ポテチ、のんびり。

苦手→すっぱいモノ、からいモノ、こわいモノ。

今日のＴ編集長の一言→こんなことされても、

答えてあげないんだからねっ!!

[image: ]




オカアサハ

１９８４生まれ、福岡県出身。

来世で生まれ変わりたいものはマングローブの木。
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じーちゃん・ぢぇっと!!! ラビバニ。








ハセガワケイスケ
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※2008年1月25日発行の電撃文庫『じーちゃん・ぢぇっと!!! ラビバニ。』初版に基づき制作
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